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			異世界召喚は二度目です④

			岸本和葉

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			74　降臨

			75　下等生物

			76　破壊神

			77　不可能はない

			78　人知れず決着

			79　病魔剣

			80　〈抜刀〉

			81　出発・前編

			82　出発・後半

			83　信用

			84　魔王城強襲

			85　シューティングスター

			86　夜

			87　聞こえない悲鳴

			88　調査

			89　戦闘開始

			90　どうでもいいだろ

			91　運がねぇ

			92　勝った気がしねぇ

			93　息子

			番外編　魔王の恋路

		

	
		
			　

			74　降臨

			　

			　創造神とは、絶対の存在の片割れである。

			　この世界を創りだした神であり、そして「創造」を司る者。

			　彼女がいなければ発展はなく、衰退もなかった。

			　そんな神である彼女が乱心すれば、もう止められる術はない。

			　神とは、その名に恥じない力を持ち、別次元に存在する者のことを指す。

			　故に、今この世界に降臨した創造神〈クレアシル〉を倒すという行為は、彼ら一次元下の存在には不可能である。

			　彼らは、ただその強大な力に、怯(おび)えることしか出来ない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　思わず、膝の力が抜けかけた。

			　この女はやばい。

			　着ている羽衣のようなものから、肌、髪の先端まで純白に染まっている。

			　唯一色が付いている青色の眼からは、何も感じ取れない。

			　殺気も、怒りも、その他の感情も、何もかも。

			　それがたまらなく恐ろしい。

			　逃げろ、逃げろと本能が叫ぶ。

			　魔力が尽きている今の俺では、こいつに勝てないことは明白だ。

			　それでも――――こいつらだけは。

			「エルカ！　グレインにティアもありったけの魔力を俺によこせ！」

			「っ！　はい！」

			「分かったよ！」

			「うん」

			　俺の意図を素早く読んでくれた三人が、俺に駆け寄り魔力を流し込んでくる。

			　しかし、これじゃ足りない。

			「ロアにシロネコたちも頼む！」

			「よく分かんねぇけど……任せて！」

			「了解です」

			「はい！」

			　獣(じゆう)人(じん)三人も、同じようにして魔力を注いでくれる。

			　だいぶ回復した。

			　これなら少しの間持ちこたえられるだろう。

			「ブラッド！　デザスとリヴァイアを回収しろ！　夕(ゆう)陽(ひ)は二人の治療を頼む！」

			「ああ！」

			「分かったよ、ユキくん！」

			　ブラッドが素早く移動し、腹をナイフで刺された二人を抱きかかえて離脱する。

			　夕陽はそこに駆け寄り、すぐさま治療を開始した。

			「そんでもって……全員かなり遠くまで離れろ。こいつは……次元が違う」

			　この女からは、魔力や相手を威圧する覇気も、何もかも感じない。

			　それだけなら、ただ弱いようにも見える。

			　だがそうじゃない。

			　魔力を感じない……ってのはありえないんだ。

			　この世界で息をしている限り、生物には魔力があるはず。

			　じゃあ……こいつは何だ？

			　こうして睨(にら)んでいても、やつは一切動かない。

			　不気味ではあるが、ありがたくもある。

			　その間に全員の退避が終わった。

			　この場にいるのは、俺と、冬(とう)真(ま)と、白い「何か」だけ――――。

			「ふむ……我の存在が分かるか、小僧」

			「っ……少しだけな」

			　正直に言えば、俺はやつの存在が少しだけ感じ取れる。

			　気配と言えばいいのか……夕陽たちなら、やつが背後から近づいてきても気づかないだろう。

			　俺ならかろうじて分かるかどうかと言ったところか。

			　どちらにせよ、この場においては何でもいい。

			「神の気配が分かるか……おかしな男だ――――む？」

			　そのとき、やつの胸元から黒い鎖が生え出し、全身へと伸びて行く。

			　やがて全身を絡めとられたやつは、完全に身体を縛り上げられていた。

			　これは、冬真の？

			「創造神〈クレアシル〉……ッ！　僕の呪いで、僕に従え！」

			　倒れている冬真が、やつに向かって手を伸ばしていた。

			　これか、さっき〈呪術魔法〉が使えないって言っていた理由は。

			　とんでもなく複雑に組まれた呪いだ。

			　こんなの受けたら、俺でもどうしようもねぇぞ。

			「人間が……思い上がるな」

			　しかし、それではやつは捕まらなかった。

			　少し力んだだけで、粉々に砕ける呪いの鎖たち。

			　こりゃ……桁(けた)が違いすぎるな。

			「やっぱりダメか……」

			「虫にも劣る生物風情が……今ここで消えるか？」

			　やつの手が、冬真へと向く。

			　それを見た俺は、とっさに小さな火の玉をやつの顔面に放った。

			　やつは避けようともせず、そのまま顔で受け止める。

			　ダメージはないだろうが、炎の煙で視界が潰れているだろう今がチャンス。

			　俺は全力で地を蹴(け)り、冬真を抱えて距離を取った。

			　今こいつを失うわけにはいかない。

			「セツ……どうして僕を……」

			「この女は……俺一人じゃどうしようもねぇからな」

			　俺は、エルカたちからもらった魔力を、半分冬真に流し込む。

			「あいつはどうやら俺たちが気に食わねぇみたいだ。そんでもって、このままじゃ確実に消される。阻止したくても、俺一人じゃ多分勝てねぇ」

			　ならば、することは一つだ。

			「力を貸せ、冬真――――――共闘だ」

			　俺と一緒に戦えるやつを、味方にするしかない。

		

	
		
			　

			75　下等生物

			　

			「拒否権は……ないよね？」

			「当たり前だろうが、馬鹿タレ。今やお前の命は俺のもんだ。せいぜい馬車馬のごとく働け」

			　俺は冬真を引っ張り起こし、もらった魔力の半分を注いでやる。

			　魔力が得られたことで〈聖剣の加護(ソードスリール)〉も発動し、全身の傷が治っていく。

			「まあ……君にこき使われるなら悪くないかな」

			　冬真が俺の横に並ぶ。

			　不思議と安心感がこみ上げてきた。

			　そうか、久しく忘れていた。

			　これが誰かとともに戦う感覚か。

			「頼むぜ、パシリ」

			「そのアダ名だけは撤回してもらおうかな！」

			　俺は魔法袋に仕舞っていた漆黒の大剣、黒丸を抜き放つ。

			　冬真も聖剣を抜き、俺と同時に地面を蹴(け)った。

			「下等生物が……粋がるな」

			　顔を覆(おお)っていた煙が晴れると、創造神〈クレアシル〉とやらは恐ろしいほどの無表情で俺たちを見ていた。

			　思わず足が竦(すく)みかける。

			　力も、迫力も感じないのに、この凄みは何だ。

			　これが神なのか。

			　だが、関係ない。

			　こいつが、俺の仲間を消そうって言うなら、先に俺がこいつを消せばいい。

			　今も、そしてこれからも、俺はそうしてあいつらを守る。

			「うぉぉぉ！」

			　地面を強く踏みしめ、さらに前に身体を押し出す。

			　同時に黒丸を振り上げ、クレアシルに叩きつけた――――はずだった。

			「ふん、ヒビが入っているが、いい剣だ。しかし使い手がこれではな」

			　何だ。

			　何が起こった。

			　明らかに感じ取れる違和感。

			　何で俺の腕と黒丸を、あいつが持っているんだ。

			　何で俺の腕は肘から先がないんだ。

			「いつの……間に？」

			　片腕をもぎ取られた……ことにより、襲い来る猛烈な痛み。

			　思わず膝から崩れ落ちる。

			「邪魔だ。我の前から消えろ」

			「ガッ!?」

			　胸に衝撃。

			　骨が砕けていく音がし、俺の身体は数十メートル吹き飛ぶ勢いで飛んで行く。

			「セツ！」

			　冬真が俺を受け止める。

			　だがこいつでも勢いを殺しきれず、二人して地面を転がった。

			「がっ……はっ……」

			　おそらく、俺は蹴(け)られた。

			　全く見えなかったが、かろうじて足が動く瞬間だけはとらえられた気がする。

			　やつにとっては何でもない蹴(け)りだったのだろう。

			　だがこっちにとってはほぼ致命傷。

			　肋(ろつ)骨(こつ)と肺が壊された。

			　腕も込みでようやく再生したが、それまで息すら吐けなかった。

			　俺たち以上の再生力がなければ、今の一撃すら耐えられない。

			　どうする、どうすりゃこんなやつに勝てる？

			「よくも……僕のセツを傷つけたな……」

			「っておい！」

			　冬真がものすごい形相で、クレアシルに向かって歩いて行く。

			　俺も慌ててあとを追った。

			　あと俺はお前のもんじゃねぇ。

			「セツを傷つけていいのは僕だけだ！　行くよ！　セツ！　あいつぶっ殺す！」
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			「その理屈はおかしいが……まあぶっ殺すことに関しては同感だ！　クソッタレが！」

			　再び地面を強く蹴(け)る。

			　今度は目に魔力を集め、視力を強化しておく。

			　少しでも見えるなら、対処出来る。

			　もうペース配分なんて考えない。

			　残り少ない魔力を、全身へ。

			　次に息をするまでに、こいつを倒す気で行く。

			「とりあえず！　その剣を返せ！」

			　俺は黒丸を奪うべく肉薄する。

			　クレアシルは相変わらずの無表情だが、一言「ほう」と声をもらした。

			「っ！」

			　俺がクレアシルの手の中にある黒丸に手を伸ばしたとき、やつの手もこっちに伸びてくる。

			　今度は心臓でも抜かれてしまうかもしれない。

			　だが、今は見える。

			　速い、それでも見える。

			　身体を捻り、手をかわす。

			　そのまま回りこみ、やつの黒丸を持っているほうの腕にしがみついた。

			「返せ！」

			　そして、やつの手首目掛け拳を叩きつける。

			　少しだけ力が弱まった。

			　そのまま黒丸を奪い取り、一度飛び退ってから、また飛び出す。

			「なめやがって……！」

			　クレアシルは、こっちに視線だけを送り、身体は正面に向けたままだった。

			　俺はそこに渾(こん)身(しん)の突きを繰り出すが、やつの皮膚に当たった瞬間剣が止まる。

			「かってぇ……」

			「もう終わりか？」

			「まだだよ！」

			　反対側から冬真が襲いかかる。

			　やつの聖剣を、クレアシルは生身で受け止めた。

			　俺はそのタイミングに合わせ、もう一度剣を叩き込む。

			　だが、クレアシルは動かない。

			「貴様らは頭も足りぬようだ。我がその程度で動くとでも？」

			「うん……動かないだろうね。でも！」

			　火魔法の初級技、〈煙〉。

			　冬真は片手間にそれをクレアシルに浴びせる。

			　ただの煙幕ではあるが、これでこいつの視界は塞がった。

			　一瞬でも視界を無力化してしまえば、反応に遅れが出る。

			「セツ！　行くよ！」

			「ああ！」

			「「〈飛剣・絶〉！」」

			　超至近距離で、最強の〈飛剣〉を叩き込む。

			　ほぼ全魔力を注ぎ込んだ一撃だ。

			　これでダメなら、俺の聖剣である〈大食い〉が空腹になるまで、なすすべはない。

			　俺たちは素早く飛び退き、距離を取る。

			　そこでようやく息を吐いた。

			「はぁ……はぁ……手応えあったね……」

			「ああ……」

			　鈍い感触ではあったが、確かに当たったはずだ。

			　肉を切る感触も、少しだけあった。

			　ダメージが少しでもありゃいいんだが―――。

			「――驚いたぞ、貴様ら」

			「っ！」

			　煙の中から、クレアシルが現れる。

			　その両肩には、浅いものの確かに傷がついていた。

			　しかし血は流れていない。

			　光の粒子がそこに集まり、瞬く間に塞がってしまった。

			「まさか、この我に傷を負わせるとはな。少々見くびってはいたようだ。では、こちらもほんの少し、力を使おうか」

			　あれで力を使っていない？

			　馬鹿言うんじゃねぇよ、ちくしょう。

			「こちとら精一杯だったっつーの！」

			「来るよ！」

			　クレアシルの手が、俺たちに向けられる。

			「――――〈創造(クリエイシヨン)〉」

			　俺たちは、とっさに横に回避行動を取る。

			　一瞬前まで立っていた場所で、轟(ごう)音(おん)が響いた。

			　発生した風圧で、俺の身体は再び転がる。

			「何かっ！　落ちてきて……っ！」

			　何とか体勢を立て直し立ち上がると、そこに落ちてきたものが何なのか、すぐに分かった。

			　巨大な槍だ。

			　高さから、高層ビルほどはあるだろう。

			　先端が地面にめり込んでおり、そのまま天に向かって伸びている。

			　かわせなければ、一撃であの世行きだ。

			「冬真！　生きてるか！」

			「なんとか！」

			　あいつは大丈夫か……俺も怪(け)我(が)はないが、正直精神に来た。

			　やつは、一瞬でこれを落とすことが出来る。

			　本気を出されれば、雨のようにこの規模の槍を降らせることも出来るかもしれない。

			　そうなりゃ勝ち目はない。

			　全員消し飛ぶ。

			「さて、貴様らはどこまで耐えられるか――――む？」

			　そのとき、俺はやつの腕が地面にボトリと落ちたのを見た。

			　接着剤でくっつけた物が取れるときのように、あれだけ硬かったやつの身体がボロボロ落ちていく。

			「……やはり、血が足りぬ。小娘一人の命では、まともに腕一つ振れん」

			　……よく分からねぇが、これはチャンスか？

			「仕方がない。あの二匹の命も回収しておこう」

			「っ！」

			　クレアシルが、何かに目標を定める。

			　その視線の先には、デザスたちがいたはずだ。

			　やつが何を狙っているかは、もう馬鹿でも分かる。

			　クレアシルが地を軽く蹴(け)った。

			　それだけなのに、速い。

			　だが、止めねぇと。

			　止めねぇと、あいつらが殺される。

			「させるかぁぁぁ！」

			　俺はやつの進路を邪魔するべく、走った。

			　これは奇跡か、到底間に合わないと思っていた俺の身体は、見事にやつの前に立ち塞がれた。

			「っ！　貴様……ッ！」

			「おぉぉぉぉ！」

			　初めて、こいつの驚いた顔を見た。

			　だが今はそんなことどうでもいい。

			　俺は迷わず、黒丸をクレアシルに叩きつけた。

			「……貴様は少々危うい。ここで消え逝け」

			「なっ……黒……丸……」

			　クレアシルの肩に当たった黒丸は、真ん中で見事に折れた。

			　破片が宙を舞う中、やつの手が俺に伸びる。

			「――〈消失(バニツシユ)〉」

			　光が視界を埋め尽くす。

			　そして――――俺の意識は消えていく。

			『世話が焼けるのう……クソガキ』

			　最後に聞こえたのは、聞いたこともない女の声だった。

		

	
		
			　

			76　破壊神

			　

			「っ……んん？　……ここは……」

			　俺は痛みを訴える身体にムチを打ち、起き上がる。

			　最初に視界に入ったのは、木々の作り出す木漏れ日。

			　どうやら、俺はどこかの森の中にいるようだ。

			（身体の痛みがなかなか引かねぇ……魔力が尽きてんのか）

			　全身くまなく弄(いじ)ってみると、傷は一つもなかった。

			　しかしダメージが残っているのか、全身を打ち付けたかのように痛い。

			「……そうだ！　俺は――――」

			　自分に何があったかを、突然すべて思い出す。

			　俺は、あのクレアシルとか言う女神に負けた。

			　手の中には折れた黒丸が残されており、それが現実だということを嫌でも思い知らせてくる。

			　完全な敗北だ。

			「ちっく……しょうッ！」

			　思わず、腕を地面に叩きつける。

			　辺りの木々が揺れ、葉が宙を舞った。

			　あいつらが心配だ。

			　俺が生きていること自体不思議ではあるが、あいつらのうち一人でも失えば意味がない。

			　向かわねぇと。

			　今すぐあの場所に戻って、あいつらを守らねぇと――――――。

			「やっと起きたと思えば、どこに行くのじゃ馬鹿者が」

			「あ？」

			　立ち上がった俺に、聞き覚えのない声が掛かる。

			　いや、違う。俺はどこかでこの声を聞いた。

			　そうだ、クレアシルの手から放たれた光を浴びたとき……。

			「何をぼーっとしとるんじゃ！　こっちじゃよ！」

			　俺はハッとして振り返ると、そこには木に寄りかかる子どもが一人。

			　流れるような黒髪の長髪に、ハイライトのない漆黒の眼。

			　まるで、あのクレアシルと正反対な色合い。

			　やつそっくりだ、体型と色以外。

			　顔立ちなんて、双子と言われても信じられそうだ。

			　ただ、上下ともに黒Ｔシャツに短パン、正直センスを疑う。

			「何じゃ、ワシの服装に文句でもあるのか？」

			「っ！　てめぇ……心を読んで――――」

			「顔に出ておるわ、馬鹿者！」

			「いでっ！」

			　頭を叩かれた、いてぇ……痛い？

			「力を使いすぎてこんなちんちくりんになってはいるが、ワシはこう見えて神じゃ！　貴様一人消し飛ばすなどわけないぞ！」

			「っ！　神……なるほどな！　あいつの仲間か！」

			　叫ぶ幼女に対し、俺はとっさに折れた黒丸を構えた。

			　もう使い物にならないことは分かっているが、一瞬でも攻撃を耐えられればいい。

			　最悪な状況だが、なんとしても生き残ってやる。

			　こいつを殺す。

			　こいつを殺して、俺が生き残る。

			　あれ……なんで俺は殺そうなんて思っているんだ？

			　……そうか、こいつらが「人」じゃないからか。

			「神」ならば、俺は殺せるはずだ。

			「殺すッ！」

			「待て待て待て！　待てってッ！」

			　折れた黒丸がやつに触れる寸前で、俺は思わず手を止めた。

			　なんだこいつ、めちゃくちゃビビってるぞ……？

			「ワシは破壊神〈デストロイア〉！　あの創造神〈クレアシル〉と対をなす者じゃ！　脅(おど)してはみたが、お前さんと戦う気はない！　だから剣下げてぇぇぇ！」

			「……」

			　黒丸を近づけてみると、「ヒィ！」と言って顔を覆(おお)う。

			　ううむ……こんなやつがあのクレアシルと対をなす者？

			「……冗談はほどほどにしろよな、ガキ」

			「冗談などではないぞ！　失礼なガキだ！　ワシはもう何万年も――――」

			「うるせぇ」

			「ヒィ！　ごめんなさい！」

			　再び黒丸を近づけると、こいつはびっくりするほど大人しくなった。

			　仮に神だったとしても、こんな威厳のねぇやつが神でいいのだろうか。

			「わ、ワシがお前さんを助けたというのに……お礼くらい言ってくれてもいいじゃないか、ブツブツブツブツ」

			「……おい、その話詳しく聞かせろ」

			「はぇ？」

			　はぇ？　じゃねぇ。

			　今こいつ聞き捨てならねぇこと言いやがったぞ。

			　俺を助けた？

			「ふっ……ふっふっふっ！　ワシの話を聞く気になったか！　ならば教えてしんぜよう！　なぜお前さんが見知らぬ土地にいるのか！　そしてなぜワシがこんなに可愛らしいかを――――」

			「うるせぇ、さっさと話せ」

			「うっ……そう言うのバチあたりなんだよぉ!?　ワシ、神様だよ!?」

			　ふむ、この泣きべそが素なのか。

			　っと、こんなことしている場合じゃない、さっさと情報だけ聞き出さねぇと。

			「で、なんだってんだよ。こっちは本当に急いでるんだ」

			「わ、分かったから……。最初にお前さんが一番気になっている話をしようと思う。一言先に言うとしたら、お前さんの仲間は全員無事じゃ。誰一人として死んでおらん」

			「本当か!?」

			「こんな状況で嘘はつかんよ……」

			　俺は思わず膝から崩れ落ちる。

			　よかった、助かった。

			　今あいつらが生きててくれるなら、もうこれ以上は望まない。

			「それもこれもワシのおかげなんじゃ――――――」

			「それで？」

			「……本当にいつかバチが当たるぞ、お前さん」

			　うるせぇ、あんな襲ってくるようなやばい神に出会ったんだ。

			　敬えっていうほうが無理なんだよ。

			「まあいい、一から説明するのじゃ。まず、あの創造神〈クレアシル〉についてじゃが、あやつはワシとともにこの世界を創り上げた相方じゃった」

			「……いきなり壮大だな、おい」

			「神じゃからのう。ま、世界を創り上げていくのは順調じゃった。やつが万物を創造し、ワシが余分な物を壊す。これで世界は発展していったのじゃ」

			「……」

			「そんなある日、何の前触れもなく『人』が現れた。ワシは別にその程度のハプニングはどうでもよかったんじゃが、やつはそれが許せなかったようでの……まあ『人』を虐殺し始めたのじゃ」

			　酷い話だ。

			「何がそんなに気に入らなかったんだよ」

			「自身が創りだした物以外が世界に蔓延(はびこ)るのが許せなかったらしいのじゃ。ワシはさすがに目に余ってやつを止めた。神は殺すことは出来んので、仕方なく封印を施したのじゃ」

			「……んで、それがさっき解かれた……と」

			「さっき？　何を言っておるのじゃ？　お前がやつに負けてから、かれこれ三日は経っておるぞ」

			「……は？」

			　三日……？　俺は三日も寝てたってのか……。

			　その割には魔力も傷も回復していない。

			　到底信じられる話じゃねぇな。

			「お主の受けた消失(バニツシユ)は、神ならば誰でも使える〈神(しん)技(ぎ)〉じゃ。効果は、この世界から対象を消し去ること。それを受けたお主は本来消えてなくなるはずじゃった。そこでクレアシルの封印が解かれると同時に復活したワシが、助けに入ったのじゃ。やつの消失を打ち消し、お前を遠く離れたところに飛ばすことで、お主を助けたってことじゃ」

			「……それが三日寝てた話とどう繋がるんだよ」

			　そう問いかけると、破壊神とやらはそっぽを向き、バツの悪そうな顔で話し始めた。

			「い、いやぁ～……ほんとはかっこよく助けに入って、またクレアシルを封印しようと思ったんじゃがのう……その……ドジって消失を相殺しきれなくて……ワシは力のほとんどと、お主は魔力を持って行かれてしまったのじゃ……結果ワシは使おうと思っていた神技を失敗し、お主を転移させ、お主は魔力が使えない身体になってしまった……のじゃ」

			「……おい」

			　呆れてものも言えなくなった。

			　なるほど、どうりで魔力が練れないなって思ったわ。

			　って――――。

			「ふざけんなぁぁぁ！」

			「ひぃ！　悪かった！　ごめんなさい！」

			「助けられたことには感謝するけどよ！　これじゃ俺あいつと戦えねぇじゃねぇか!?」

			「わ、ワシが残った神力でお主に魔力を取り戻させるから！　しばらくは我慢するのじゃ！」

			「だぁ！　くそっ！」

			　それじゃ……俺はしばらくまともに戦えないってことにならねぇか？

			　ちくしょう……何なんだよ、せっかくめんどくせぇ戦争も終わってのんびり出来るって思ったのに……。

			　だが、少しだけホッとしている俺もいる。

			　今クレアシルと戦っても、言い訳が出来る。

			　責任を、負わなくて済む。

			　そんな風に考えちまっている俺がたまらなく嫌になり、俺は拳を強く握った。

			「……クレアシルは、完全に力を取り戻すためにとある場所に向かった。ワシが現れたことで危機感を覚えたようでの……お主の仲間には手を出さず、三大大陸の丁度中心にある島で力を安定させているはずじゃ。あそこは孤立していて誰も近づかぬ」

			「じゃあ……今なら」

			「無理じゃ。強力な結界が貼られているじゃろうからの。お主には破れぬし、この身体のワシでも破ることは出来ぬ」

			　……どうしようもねぇってことか。

			　本当にそうか？　何も出来ないのだろうか。

			　やつが力を取り戻すまで、俺たちは何も出来ないのか……。

			「――――往くぞ、鼻たれ小僧」

			「あぁ!?　行くってどこにだよ！」

			「そんなものは知らん。だが、ここでウジウジしている暇があったら、何か出来ることはないか探せ。それくらいやらぬか」

			「……ちっ」

			　ぐうの音も出なかった。

			　悔しいが、このチビの言っていることは的を射ていて、俺は諦めているだけだ。

			　動くか、今は。

			　そのほうがきっと、気も紛れる。

			　あいつらが無事なら、とりあえず合流するのもありだろ。

			　時間を無駄にはしたくない。

			「お主の魔力は、ワシといれば徐々に戻るじゃろう。やつが全盛期に戻るまで、短く見積もってニ、三ヶ月と言ったところか……やつは妥協するような性格ではないから、おそらく三ヶ月は自由に使えると思っておいてよいぞ」

			「三ヶ月か……何でも出来るな」

			「ああ、何でも出来る。その気になればのう」

			「……上等」

			　弱気になってる場合じゃねぇな。

			　神が何だってんだよ、何とかしてやるさ、今回も。

			　俺に喧(けん)嘩(か)を売ったこと、絶対に後悔させてやる。

			「ところでお主、名は？」

			「セツだ。よろしくな、ストロー」

			「うむ、よろしく――――ってなんじゃ、ストローって」

			「デストロイア、真ん中でストロー。呼びやすいし、いい名前だろ？」

			「……お主、ネーミングセンスないじゃろ」

		

	
		
			　

			77　不可能はない

			　

			「我はしばし姿を隠す。再度、我が貴様らの前に姿を現したとき、それが『人』の終わりのときだろう」

			　そう言ってクレアシルが姿を消してから、どれくらい僕は放心していただろう。

			　気づくと、セツが消えた場所に、夕陽と呼ばれていた女が蹲って泣いていた。

			　彼に近づく女はみんな憎いけれど、なぜか今だけは何も感じなくて、不思議と同情心が湧いた。

			　セツの魔力は、もうどこにも感じない。

			　消えた、消えてしまった。

			　涙が出ない。なぜか体の芯から冷め切っていて、頭がやけに冷静だ。

			　彼の死を、「そういうもの」と受け入れられてしまうくらいには――――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冬真、セツとクレアシルの戦いから、半刻ほどの時間が過ぎ去った。

			　援軍として獣(じゆう)人(じん)たちが到着し、人間の兵は軒並み拘束され、魔族大陸での決戦は連合軍の勝利で終わった。

			　しかし、相応の犠(ぎ)牲(せい)も出ており、何より一人の男が姿を消したことが、誰も人間国に攻め込もうと言い出さない理由である。

			　セツという男の影響力は、国を動かすほどに大きい。

			　いい意味でも、悪い意味でも。

			　その、世界の中心人物が、今何をしているのかと言うと――――――。

			「おい、服をよこせ」

			「はぃぃぃぃ！」

			　盗(とう)賊(ぞく)たちを、片手で締め上げていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これに懲りたら二度と悪さすんなよ」

			「わっかりやしたぁ！　旦那ぁ！」

			「よし、じゃあ行け」

			「うっす！　行くぞ、お前ら！」

			　小さな商人の馬車を襲っていた盗(とう)賊(ぞく)どもから、上半身の服をいただいた。

			　しばらくは森の中を歩いていたんだが、上裸だったんだよ、俺。

			　たまたまこいつらがいたからよかったものの、このまま街の一つでも入れば一瞬で犯罪者だ。

			　あぶねぇあぶねぇ。

			「怪(け)我(が)はねぇか、おっさん」

			「あ、ああ……助かったよ。何か礼をしなくては――――」

			「あー、いいって。それより、ここから一番近い街を教えてくれねぇか？」

			「街？」

			　襲われていた商人のおっさんは、俺の質問にしばらく頭を捻らせ、いくつかの候補を出してくれた。

			「ここを南に行けば都市がある。迷宮なんかで大変賑わっているそうだ。しかしここからだと一日はかかるだろう。数時間で行けるところもあるが……」

			「何だよ。もったいぶんねぇでくれ」

			「……北に、村がある。大きめの村だ。宿もあるし、生活には困らない」

			「お、いいじゃんそこ」

			　とりあえずは落ち着ける場所が欲しい。

			　魔力がなくなってしまったせいで、魔法袋が使えなくなったのがでかい。

			　折れた黒丸も、紐(ひも)で背中に括りつけている始末だ。

			　荷物袋が欲しい、着替えだってあったほうがいいだろう。

			　そうなると、俺の足なら数十分でつけるであろうその村に行く以外の選択肢がない。

			　あ、魔力は使えねぇけど、身体能力だけで今のところなんとかなってたりする。

			「ただ……俺もそこから出てきた身なんだが、あそこは今、病が流行っててな……」

			「病？」

			「ああ。原因は分からないが、身体がどんどん衰弱していく病らしい。主に子どもたちや年寄りが発症している。……俺の娘も発症しててね、今から街に腕の良い医者を呼びに行くところだったのさ」

			　病……病気か。

			　知識として、この世界の病気とかも一応いくつか知っているが、思い当たる名称はない。

			　子どもやジジババがかかるってことは、身体が弱い連中の天敵ってことになるんだろうが……まあ、俺には関係ないか。

			「へぇ……」

			「我が身が可愛けりゃ行かないほうがいい。すでに何人か……死人が出ている」

			「……結構まずそうだな」

			　死人が出てるとなると、話が変わってくるな。

			　魔力がない今の状態だと、少々不安だ。

			　このおっさんたちが元気そうなところを見ると、短期滞在なら大丈夫か？

			『……セツ、その村へ行くのじゃ』

			「……？」

			　俺の横にいるストローが、突然口を開いた。

			　ちなみに神であるこいつは、意図的に姿形を見せようとしない限り、一般人の視界に入ることはないらしい。

			　声も聞こえないそうだ。ほぼ幽霊じゃねぇかな、これ。

			『ワシは、その病の正体に心当たりがある。それが合っていれば……少なくともワシら神に関わっている事件じゃろう』

			「ッ！　……よし」

			　話は決まった。

			　てか、目の前で困ってるやつがいるのに、じゃ頑張ってねーで終わらせるのは心苦しい。

			　神が関わってんなら、なおさら首突っ込まねぇわけにはいかねぇな。

			「ちょっくらその村に行ってくるぜ、おっさん」

			「お、おい！　だから危険だと――――」

			「俺が、何とかしてやるさ」

			「……！」

			　俺はそう言い残し、振り返らずに北へ走る。

			　おっさんの姿が見えなくなった頃、横を平然と並走しているストローが、なぜか俺の顔を覗き込んでいた。

			「……お主は不思議な男じゃ」

			「あ？　何が」

			「なぜか言葉に安心感がある。お主がそう言えば、実際にそうなってしまうような……」

			　よく分かんねぇことを言いやがる。

			　俺からすればいつものことだ。

			「俺が何とかするって言ったら何とかするんだよ。クレアシルだってな、俺がぶん殴るって決めてんだ。だから、絶対ぶん殴る」

			　その気になりゃ、不可能なんてないさ。

			　世界は、そういう風に出来てるんだから。

		

	
		
			　

			78　人知れず決着

			　

			「何だと!?　敗北……したのか……？」

			「はい……」

			「冬真……冬真たちはどうしたのだ！」

			「おそらく、魔族に捕まったかと……」

			「っ……もういい、下がれ」

			「はっ！」

			　ディスティニアの王は、この最悪な報告に頭を悩ませた。

			　まさか負けるとは思っていなかったのだ。

			　冬真たちの脅(きよう)威(い)は、彼でも十分に理解していた。

			　もちろん魔族たちにもそれなりの戦力がある。

			　しかし、獣(じゆう)人(じん)たちと合流していない魔族たちであれば、簡単に根絶やしに出来ると思っていたのも事実。

			　王は自分の考えの甘さに、思わず玉座を殴った。

			「お父様……」

			　王女であるマーガレットは、そんな父の姿を見て涙を浮かべた。

			　それでも涙を拭(ぬぐ)い、強い眼差しで王を見る。

			「お父様、冬真様がそう簡単に負けてしまうわけがありません。きっとこれも何か考えがあってのことですわ。例えば、わざと捕まり、内部から反撃すると言った――――」

			「その線はあるかもねー」

			「……っ！　ルーム！」

			　いつの間にか、玉座の上に黒ローブを着た少年が立っていた。

			　冬真が集めた黒ローブの集団のうちの、最後の一人、ルームである。

			「あなた……どこにいましたの？」

			「何言ってんのさ、僕はずっとここにいたよ。この部屋……にね。それよりさ、冬真くんがまた動き出すまでは動かないほうがいいかもね。なんか邪魔しちゃ悪いし」

			「う、うむ……」

			　この場にいるものは知っている。神代冬真という人物が、規格外の化物であることを。

			　彼らの頭では到底理解出来ないことも、簡単にやってのけるということを。

			　しかし、彼らはまだ知らない。

			　その冬真よりも、天敵であるセツよりも、さらに規格外の存在が現れたことを。

			　そして、今現在彼らに危機が迫っていることを――――――。

			「っ！　伏せて！」

			「「!?」」

			　ルームが玉座から飛び降り、王を抱えて地面に伏せる。

			　マーガレットもとっさに反応し、その場にしゃがんだ。

			　直後、響き渡る轟(ごう)音(おん)。

			　王の間の大きな扉が、部屋の中を舞っている。

			　何か爆発が起きたのか、部屋の入り口で煙が発生していた。

			　その中から、二人の若い男女がゆっくりと姿を現す。

			「よぉ……人間の王様、それにお姫様も」

			　歪(ゆが)んだ笑みを浮かべる男は、乱暴な口調で言った。

			　両方とも、青白い肌から魔族ということは分かる。

			　男はボサボサの金髪に、赤い眼球に黒目を持ち、女は灰色で質素な袴を身につけ、髪を後ろで一つに束ねていた。

			　異様な雰囲気を醸(かも)し出し、瞬きさせないほどの存在感が、彼らにはあった。

			「ま、魔族だと!?　警備の兵たちはどうした！」

			「今頃お寝んねしてるぜェ……起きるか分かんねぇけどな」

			「なっ……」

			「……」

			　驚く王を後ろに下げ、ルームは一歩前に出た。

			　王女もハッと気づき、自身の中にある魔力を練り始める。

			「君たち、魔族ってことは、王の首を取りに来たのかな？」

			「あたりめぇだろ」

			「それにしても……二人とはねぇ……大部分の戦力を魔族大陸に送ったとはいえ、相当数の兵が残ってるってのに、勇敢だね」

			「はんっ……雑(ざ)魚(こ)が何人束になろうが、俺様には勝てねぇよ。生意気な口利くなよ、雑(ざ)魚(こ)が」

			「ッ！　……ほんとに命知らずなんだね！」

			　ルームから魔力が吹き出す。

			　濃厚な魔力が、部屋の中を満たした。

			　しかし、二人は微動だにしない。

			「僕の名前はルーム……今から君たちみたいな雑(ざ)魚(こ)を始末する強者だよ」

			　その魔力から推測するに、彼の実力はＳＳＳ級。

			　あのカゲロウよりも、その魔力量は多い。

			「……っち、名乗られたしなァ……一応俺様たちも名乗っておくか」

			「必要なことだろうか、それは」

			「つれねぇこと言うなや、ノリってもんがあんだろ」

			「ふむ、一理ある」

			　彼らは膨大な魔力に身を晒(さら)しつつも、一歩、前に出た。

			「俺様は五大魔将が一人、ジオンだ」

			「五大魔将が一人、ラミナという。覚えなくてもいいぞ」

			　二人から、同時に魔力が吹き出す。

			　それは瞬く間に部屋の中を満たし、ルームの魔力を塗り替えた。

			「なっ……君たち……ッ！　五大魔将だったのか！」

			「気ぃつけろよ、俺様たちは……他の三人よりは格上だぜ」

			　狂気染みた笑みを浮かべるジオンに、ルームは思わず後ずさりした。

			　それと交代するように、マーガレットが震えながらも前に出る。

			「あ、あなたたちが五大魔将と言うなら！　ここで帰すわけにはいきません！　〈連なる炎槍(フレイムツインランス)〉！」

			「おっとォ……ずいぶん勇敢なお姫様だこと」

			　マーガレットの魔法は、かなりの威力を持っていた。

			　冬真や、その周りの指導もあり、彼女の魔法は明らかなる進化を遂げていたのだ。

			　セツが初めに驚いたのも、その成長が著しかったからである。

			　この炎の槍も、威力だけならばＳ級を凌(しの)ぐだろう。

			　しかし……。

			「え……」

			　炎の槍は、二つ同時に真っ二つに割れた。

			　いや、切断された。

			　威力を消され、地面に落ちた炎はそのまま消滅。

			　彼らは変わらない姿でそこに立っていた。

			　一つ、変わったところがあるとすれば、ラミナが、腰に帯刀している刀に手を置いているところくらいか。

			「おい、あの王女は任せっぞ。俺様はあの子ども雑(ざ)魚(こ)を始末する」

			「よし、任された」

			　ラミナはうなずくと、一(ひと)蹴(け)りでマーガレットの眼前へ移動した。

			　この中でその速度に反応出来たものは、誰一人いない。

			「わっ――――」

			「〈転脚〉」

			　驚くマーガレットに、ラミナの後ろ回し蹴(げ)りが刺さる。

			　腹部にまともに受け、彼女の身体は壁を突き破り、となりにあった王の寝室へ転がり込んだ。

			「二分はかけんなよ」

			「いらぬ、そんな時間など」

			　ラミナがマーガレットを追ったのを確認し、ジオンはルームに向き直る。

			「さて、俺様も終わらせるとするかァ」

			「甘く……見るな！」

			　ルームが腕を振る。

			　すると、部屋に敷いてあったカーペットが蠢(うごめ)き、拳の形になってジオンに襲いかかった。

			「うおっ！　なんじゃこりゃ」

			「僕の魔法は〈部屋魔法(ルームマジツク)〉、部屋にあるものなら自由自在に操れるのさ！　まあ屋外じゃ役立たずだから、戦争には置いて行かれちゃったけどね！」

			「ユニークかよ……うぜぇ」

			　そう愚(ぐ)痴(ち)を漏らしつつ、ジオンは無数の拳をステップでかわす。

			　彼にとってこの程度の速度と密度の攻撃ならば、誰かと世間話をしながらでも避けきれる。

			　しかし、カーペットの範囲から抜け出す寸前、彼の足はカーペットの毛によって絡め取られた。

			「なっ！」

			「はっ！　引っかかった！」

			　バランスを崩して転んだところに、カーペットの拳たちが一斉に襲いかかった。

			「ぐっ……このっ……うっぜぇ！」

			　全身をくまなく殴りつけられたジオンは、ダメージを受けつつも毛を引きちぎり、離脱に成功する。

			　カーペットの範囲外からぬけ出すと、今度は彼の本能が危険を知らせた。

			　嫌な予感がして上を向くと、そこには巨大なシャンデリア。

			　それが、ジオン目掛けて落下し始めるところであった。

			「潰れなよ！」

			「くっ……」

			　ジオンは横に転がるようにしてシャンデリアをかわす。

			　カーペットのほうへ行けば再び捕まると考え、今度は壁のある方へ。

			　しかし、ルームはしっかりそれを読んでいた。

			「もっと周りに気を配ったほうがいいよ、魔族さん」

			「はぁ？　がっ――――」

			　壁には、王の揃えた絵画たちが立て掛けられていた。

			　その絵たちが壁を外れ、今はその額縁をジオンの後頭部に叩きつけている。

			　悶(もん)絶(ぜつ)するジオンに、さらに絵画たちが追い打ちをかけ始めた。

			「かっ……これ……しきでよォ……」

			「はは！　頑丈だね！　でも僕もあんまりヒマじゃないんだ。一気に決めさせてもらうよ」

			〈限界突破(リミツトブレイク)〉――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ……はぁ……」

			「敵を嬲る趣味はない。潔く降参するならば、命までは奪わん」

			　マーガレットは血を吐きながら、ラミナを睨(にら)みつけた。

			　おそらくどこか内臓が傷んでいる。

			　しかし、立っているのもやっとの様子だが、彼女の眼はまだ死んでいない。

			「舐めないでくださいませ……私は誇り高きディスティニアの王女、魔族ごときに屈しません」

			「誇り高き……か、あまり他人のやることに口を出す趣味ではないが……異世界の無関係な人間を召(しよう)喚(かん)し、戦わせるお前たちが誇り高いというのは……いささか笑えるな」

			「ぶ、侮辱するか……私たちを！　〈炎の玉の空間(フアイヤーボールフイールド)〉！」

			「っ！」

			　怒りの形相を浮かべたマーガレットは、魔法を放つ。

			　いや、起動させた……というのが正しい。

			　その魔法は、今の今までそこにあったのだ。

			「面白い魔法を使う。私はわざわざ感情を口に出す趣味はないが、これには驚いた」

			「喰らいなさい！」

			　ラミナの周りには、無数の炎の玉が浮いていた。

			　ようするにこれはトラップであり、この火の玉は、中心に向かって一気に集まる。

			　かわすのは至難の業であり、このままでは間違いなくラミナは消し炭になるだろう。

			「……足りないな」

			　しかし、火の玉は決してラミナには届かない。

			　さきほどの炎の槍と同じである。

			　彼女に届く前に、すべての火の玉が切断され、霧(む)散(さん)した。

			「え……」

			「見えないか。他人に期待を抱く趣味はないが……これはさすがに、期待外れだ」

			　このとき、マーガレットは瞬きした。してしまった。

			　一瞬視界が塞がり、そして再び光を取り戻したとき――――彼女の上半身は宙を待っていた。

			「あれ……？」

			　しばらく、彼女は死んだということを認識出来ず、なぜ立ち上がれないのかと真剣に考えていた。

			　そして自分の下半身の姿をとらえると、ようやく自分の死を認識し、マーガレットはゆっくりとその眼を閉じる。

			　彼女はもう二度と、目を開くことはない。

			「……死人と話す趣味はないが……あの世で自分の行いを見直すことだ、姫よ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「がっ……はっ……まさか……この俺様が……」

			「ははっ！　あーはっはっはっは！　大口叩く割にはずいぶん弱いねぇ！」

			　ジオンは、身体を巨大な剣で貫かれていた。

			　この部屋にはない、鋼鉄で出来た剣である。

			「僕の〈理想のおもちゃ箱(ドリーマーボツクス)〉は、僕のイメージ次第でなんでも創り出せる！　君を貫いている剣を、さらに成長させることだってね！」

			「や、やめろ……頼む……」

			「命乞いが遅いよ！　死ねェ！」

			「っ――――」

			「〈黒の華〉！」

			　ジオンの体内から、正確には中心の剣から、真っ黒い鋼鉄の棘(とげ)が四方八方に飛び出す。

			　その瞬間に彼は人からただの物に早変わりし、まるで芸術品のように、真っ赤な血を滴らせる黒い華となった。

			「僕に勝てるわけないじゃん……僕は冬真くんよりも、あのセツって人だって！　その気になれば殺せるんだからさァ！　あはははははははははは！　あーはははははははははは！」

			　

			　

			　

			「あは……ははは……あは……」

			「ご機嫌じゃねぇの……いい夢見れてんなら、そら何よりだな」

			　ジオンは、眼を虚ろにさせ膝をついているルームを見下ろしながら、そっと呟(つぶや)いた。

			「ルーム！　ルーム！　なぜ動かん！」

			「あー、無駄だ。こいつはもう二度と戻ってこねぇ……。そういう魔法をかけといた」

			　横からルームを蹴(け)飛(と)ばし倒しても、彼は笑っているだけ。

			　よほどいい夢を見ているのか、その笑いは心底気持ちよさそうだ。

			「終わったのか、ジオン」

			「おうよ。そっちも早ぇな」

			「あまり死人について語るのは趣味ではないが……とんだ期待はずれだったのでな、一撃で終わらせてきた」

			「かーっ！　残酷だねェ！　残酷だわー。俺様よりもよっぽどなァ」

			　王様は後ずさりした。

			　普通ではない……、この二人の様子に恐怖し、すぐにでもこの場を離れたいという気持ちが彼を支配する。

			　しかし、逃げられるわけがない。

			「はァ……けどこれで、ようやく『混戦で姿を隠し、敵が油断しているところで王を討ち取る手柄総取り作戦』が成功したなァ」

			「……決まってしまっていることにとやかく言う趣味はないが、その名前はどうにかならなかったのか」

			「てめぇが思いつかねぇのがワリィんだろ。いいじゃねぇか、あいつ並のネーミングセンスの名前で」

			「……そうだな、あの方は誰よりも強いが、名前をつけることに関しては負ける気がしない」

			　世間話を始めた二人を尻(しり)目(め)に、王は玉座の後ろに回り込もうと駆け出した。

			　そこには隠し階段で行ける抜け道があり、万が一のときのために逃げられるようになっている。

			　このチャンスを、逃さないわけにはいかなかった。

			　しかし――――。

			「む、逃げるな」

			「ぎ……ぎぃ！　あぁぁぁ」

			　膝から下が切り落とされ、王は床に横たわった。

			　抜け道は、まだ遠い。

			「おうおう、よかったなァ、カーペットが赤くてよォ……これなら血で汚れても気になんねぇもんな」

			「ひ、ヒィ……」

			「潔く、散れ」

			　――――王が最後に見た光景は、ラミナの刀が一瞬だけ煌めいた瞬間であった。

			「はぁ、いい土産も出来たことだし、そろそろ帰っか。デザストル様も喜ぶだろ」

			「勝手をするなと叱られるかもな。そうなれば全責任を貴様に押し付け、私は逃げよう」

			「そりゃねぇよ、ラミナさんよォ……旅は道連れだろ？」

			「……あまり人の言葉を面と向かって否定する趣味はないが、それは違うと思う」

			　彼らはマイペースな会話を続けながら、この場を去っていった。

			　残っているのは、いまだ笑い続ける少年と、首のない男の胴体だけである。

		

	
		
			　

			79　病魔剣

			　

			「ここか……」

			「おうおう、ずいぶんと活気のない村じゃのう」

			　商人のおっさんと会ってからしばらくして、俺たちは例の村に到着した。

			　外から見た村は、全体的に暗く、偶然前を通りかかっただけなら決して近寄りたくない雰囲気を醸(かも)し出している。

			「とりあえず入ってみるか。解決しようにも、原因が分からねぇんじゃ話になんねぇ」

			「そうじゃの。ワシもまだ確証が持てんし」

			　ストローはその病の原因に見当がついているらしいが、俺には教えてくれない。

			　ただ神に関係することらしいが、ただの伝染病とかだったらどうすんだろうな。

			　まあ、今からそれを確かめに行くわけだが。

			　村に入ってみると、そこら中の家の壁に、若い男たちが座り込んで休んでいる姿が見られた。

			　どいつもこいつも生気のない顔をしてやがる。

			　だがこいつらは病に侵されているわけではなさそうだ。

			　辺りを見渡しながら歩いていると、そのうちの一人が話しかけてきた。

			「……あんた、旅の人かい？」

			「！　ああ、そんな感じだ」

			「そうか。ならさっさと立ち去ったほうがいいぜ。この村はもう終わりだよ」

			「……病が、流行ってるんだってな。詳しく話を聞けねぇか？」

			「はっ、物好きな人だ。分かった、せめてこの話を外の人に伝えてくれるとありがたい」

			　詳しい話はこうだった。

			　数日前、突然村の子どもの一人が病に倒れた。

			　風邪に症状が似ていたので、それなりの対処をしていたらしいが、一向に回復せず、症状は重くなっていくばかりか、周りの人間にも移り始めたそうだ。

			　ことの重大さに気づいた頃には、子どもと老人はほとんど倒れ伏し、手がつけられなくなっていたらしい。

			　今も病人たちの対応に追われ、男たちはこうして休み休み看病し、なんとか交代で看病をしているそうだ。

			「……状況はずいぶん悪ぃな」

			「そうじゃのー」

			　いくつか家を回らせてもらったが、どこもかしこも病人だらけ。

			　考えてみれば、この世界は怪(け)我(が)に対しては回復魔法とか便利なもののおかげで、ある意味日本よりも進んでいるが、病気に関しては圧倒的に負けている。

			　そもそも、病気に関する研究機関もない時点で、そう言った方面に弱いことは明らかだ。

			　この村の行末が本格的に心配になってきたな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　とりあえず、俺たちは村に宿をとった。

			　宿の亭主も女将さんと娘が病に倒れているらしく、本人もかなり弱っているところを無理やり泊めてもらったから、せめて金は少し多めに払っておく。

			　まあ……魔力がなくなったせいで魔法袋が使えず、さっきの盗(とう)賊(ぞく)からもらった金でだが。

			「で、お前の予想は当たってたのかよ？」

			「おおよそ……ってところじゃのう」

			「じゃあそろそろ教えろや。この病と神、どこが関係してるんだ？」

			「ふむ……」

			　ストローは腰掛けていたベッドから降りると、窓の外に身体を乗り出した。

			「……やはり、いる」

			「あ？　何がだよ」

			「喜べ小僧、ようやく確証が持てたぞ！」

			「……？」

			　何やら得意げなストローは、俺の手を取って宿の外に飛び出す。

			　唖(あ)然(ぜん)としながら村を走っていると、こいつは村の中心でようやく足を止めた。

			「お、おい！　何だってんだ！」

			「村の中心、ここじゃな」

			「はぁ？」

			　さっきから一切の説明がない。

			　いい加減にしねぇと頭ぐりぐりの刑に処そうかと思い始めた、そのとき――――――。

			「出てこい、いるんじゃろ？」

			「――――これはこれは、破壊神様ではないですか……」

			　俺は思わず後ずさった。

			　いつの間にか、そこに子どもが立っている。

			　毒々しい濃い紫色の髪を持ち、子どもらしさのかけらもないほどに無表情だ。

			　見かけだけじゃ性別すら分かりにくい。声からすると男のようだが。

			　何というか……あのクレアシルを彷彿とさせる雰囲気だ。

			「……〈病魔剣フェリブス〉、やはりお主の仕業じゃったか」

			「まさかこんなに早く感づかれるとは思っていませんでしたよ、破壊神様。その様子だと、僕は最初の聖剣のようですね」

			「あ？　聖剣？」

			　聞き捨てならない言葉が聞こえ、俺は思わず口を挟んだ。

			　聖剣と言えば、異世界から召(しよう)喚(かん)された人間に宿る人智を越えた武器。

			　俺や冬真、ついでに光(こう)真(ま)、つまりは勇者と呼ばれる者が持っている。

			　それを、こんなガキが持っているとでも言うのか？

			「違うのじゃ、セツ。こやつは聖剣を持っていない。根本から違うのじゃ。こやつは……こやつ自身が、聖剣なのじゃ」

			「……はぁ？」

			　何だそれ、意味が分からん。

			　どこからどう見ても、このガキは人間だ。

			　異様な雰囲気は感じるが、どこを見ても剣だなんて思わない。

			「……破壊神様、どうやらこの男は相当鈍いようですね。こうすれば、理解出来るでしょうか？」

			「っ！　よすのじゃ！」

			　俺はとっさに背負っていた折れた黒丸を突き出す。

			　鈍い音がして、気づくと俺は地面を転がっていた。

			「な、何だ!?」

			　腕がしびれている。

			　動かないほどではないが、力が入りにくい。

			　すぐさま立ち上がって前を見ると、そこには片腕を片刃の剣にしたあいつが立っていた。

			「おっと、よく防ぎましたね」

			「セツ！　油断するでない！」

			「っ！　どうなってんだよ、こいつは！」

			　腕を刃に変形させるやつなんかに会ったことがねぇ。

			　て言うか、魔力がないとは言え、この俺を吹き飛ばしやがった。

			　パワーだけなら、冬真にも匹敵するかもしれない。

			「創造神クレアシル様が、『人』を殲(せん)滅(めつ)するために創りだした存在、それが僕たち聖剣です。本来は剣の状態でいるのですが、こうして持ち主がいない場合、人の肉体を得て存在することも出来ます。まあ、さすがに力は落ちますけど」

			　聖剣？　クレアシル？　やべぇ……俺こんなに頭悪かったか。

			　まったくもって理解できないやつの言葉を、俺は自分なりに整理しようとする。

			　だがダメだ。剣が喋(しやべ)ってるってことでいいのか？

			「セツ、今考えることはこやつをどう倒すかじゃ。こやつを倒さぬ限り、この村に安息は訪れぬ」

			「あぁ!?　だから展開早すぎてついてけねぇんだよ！　分かりやすくまとめろ！」

			「目の前のこいつが病の原因！　倒せばみんなハッピー！　おーけー!?」

			「お、おお……そっちの方が分かりやすいわ……」

			　突然素の口調になったのはビビったが、とりあえず頭が状況に追いついた。

			　詳しい話はあとでストローから聞き出そう、今はこいつを倒すだけでいい。

			　てか知らん！　とりあえず喧(けん)嘩(か)売ってきたこいつはぶっ飛ばす！

			「戦う気のようですね。破壊神様が敵というのはかなり絶望的な話ですが、僕もまだ使命の途中。あなた方を斬らせていただきます」

			「上等だ！」

			　俺は強く地面を踏み込み、フェリブスとやらに跳びかかった。

			　真上から黒丸を叩きつけてやると、フェリブスは自分の胴体から一振りの剣を取り出し、受け止める。

			　その剣は歪(ゆが)んでいて、これまた毒々しい。

			　……ってか普通に受け止めるか、少しショックなんだが。

			「人の身にしては重い一撃ですね。僕も油断せず行きますか」

			「！」

			　俺が押し返される。

			　体勢を整えながら下がると、フェリブスはそっとその剣に手を添えた。

			「侵しましょう、〈フェリブス〉！」

			　猛烈に、嫌な予感がした。

			　やつの剣から溢れだす紫色の瘴(しよう)気(き)。

			　本能が、あれには触れるなと言っている。

			「いかんのじゃ！　セツ！　今のお主じゃ耐えられん！　すぐに下がるのじゃ！」

			「分かって……っる！」

			　迫ってきた瘴(しよう)気(き)を黒丸で扇ぐようにして吹き飛ばし、バックステップを踏む。

			　すると視界の奥で、フェリブスが地を蹴(け)るのが見えた。

			「安易に下がるのは得策とは言えませんね！」

			「ぐっ！」

			　黒丸の腹を盾として使う。

			　そのど真ん中に、やつの突きが命中する。

			　重い、ただの突きなのに。

			　すさまじい推進力を得て、俺の身体は真後ろに吹き飛んでいく。

			　やがて民家を突き破り、中の床に身体を叩きつけた。

			「がっ……おいおい……これで全力じゃねぇのかよ……」

			　全身が痛い。

			　目立った外傷はないが、擦り傷だらけだ。

			　まあこの程度ならなんてことない。問題は、今の俺でやつの全力を受け止められるのかってところ。

			　ぶっちゃけ無理だろう。今のでもずいぶん腕がしびれた。

			　おそらく、やつらは微量だが神力を持っている。

			　クレアシルと同じ雰囲気がするのは、それが原因だろう。

			　で、なんだっけ？　神力があると一次元レベルが変わるんだっけ？

			　せめて魔力があればって思ってしまう。

			　だがどうしようもねぇ、身体が動く限りは、やつにぶつかってみよう。

			「げほっ……げほっ……」

			「っ！」

			「あれ……お兄ちゃん……だれ？」

			　俺の足は、思わぬところで止められた。

			　この家の娘だろうか、うつろな目でベッドに入っている子どもがいる。

			　顔は赤く、かなり熱があるようだ。

			　間違いなく、病にかかっている。

			「わりぃ、起こしちまったか」

			　俺は起き上がろうとしていた子どもの頭をそっと撫で、再びベッドに倒してやった。

			　まずいな、壁を壊しちまった。あとで直そう。

			　そんでもって、こいつらの病気も治してやらねぇとな。

			「苦しいか？」

			「うん……少し」

			「そうか……待ってろ、すぐに元気にしてやるからな」

			　こんなに小さいやつらが苦しんでいる。

			　それがあのフェリブスの仕業ってんなら……弱音なんて吐いてらんねぇな。

			「ありがとう……お兄ちゃん……」

			「おう」

			　……眠ったようだ。

			　おそらく高熱で、ろくに意識なんてなかっただろう。

			　きっとほとんどうわ言だ。

			　それでも、こいつは助けを求めていた。

			　やるだけやってやる。

			　恐れる必要なんてねぇさ、俺だって聖剣を持ってんだから――――ん？

			「……持ってんじゃねぇか、俺も聖剣」

		

	
		
			　

			80　〈抜刀〉

			　

			「さて、次は破壊神様ですね」

			「……」

			　紫の瘴(しよう)気(き)を流す剣を向けられても、デストロイアはフェリブスに見向きもしない。

			　ただその眼はセツが消えていった家屋に向けられるばかりである。

			「よそ見とは余裕ですね。今のあなたなら、僕でも倒せる――――」

			「ほう……」

			「ッ！」

			「たかが剣ごときが……ワシに勝てるとでも？」

			　フェリブスは思わず距離を取った。

			　彼が知っている破壊神は、近づいただけですべてが崩れ去るほどの圧倒的な力の象徴だった。

			　今は、その面影すらない。

			　面影すら、ないはずなのだが……。

			（何を怯(おび)えているんだ僕は……今の破壊神様なら僕より神力が少ない可能性すらある。なのに……全く勝てるビジョンが浮かばない……）

			「そう怯(おび)えずともよいのじゃ。お主を倒すのはワシではない」

			「はい？」

			「ほれ、出てきおったわ」

			　穴の空いた家屋から、木片を蹴(け)飛(と)ばしながらセツが現れる。

			　ところどころ服が破け、ダメージは負っているようだが、足取りはしっかりしていた。

			「はぁ……次は、こっちの番だよな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「元気そうじゃな」

			「当たり前だ」

			　何ニヤニヤしてやがる。くすぐりの刑に処すぞ、ストロー。

			「おう、どうした？　草食面。俺が無事なのがそんなに想定外か？」

			「……驚きました。まさかそれだけ元気だとは思っていなかったので。ですが、その折れた剣でどうするというのですか？　そんなナマクラでは、仮に僕に当たっても斬れませんよ」

			　こいつをナマクラと言うとはな……まあ、自分を聖剣と名乗ったくらいだ、大口叩けるだけの力はあるんだろ。

			　というか実際、今体験したしな。

			「確かに、黒丸じゃお前を倒せねぇ。けどな、俺の武器はこれだけじゃねぇんだよ」

			「……？」

			　俺は虚空に手を伸ばし、名を呼ぶ。

			「喰らえ、〈空腹の牙(ハングリーフアング)〉！」

			　空間が割れ、中から剣の柄が現れる。

			　それを握りしめ引き抜くと、割れ目から流れだした瘴(しよう)気(き)が集まり、大きな口のついた刃となった。
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			「な……なんですか……それは」

			「お前と同じ、聖剣ってやつだよ」

			　大食いをフェリブスに突きつける。

			　今はかなり空腹状態だ。

			　これなら食い尽くせるだろう。

			「そんなものが……聖剣だと言うのですか……？」

			「？」

			　何やらよく分からねぇことを言う。

			　同じ聖剣の仲間なんだから、名前くらい覚えていてもいいじゃねぇか。

			「ま、関係ねぇな。油断してんじゃねぇぞ？　……行くぜ」

			「ッ！」

			　大きく大食いを一振り。

			　とっさにかわそうとしたフェリブスの片腕を、根本から食いちぎった。

			「なんて凶悪な……！」

			「オラオラァ！」

			　肩口から血を振りまきながら、フェリブスは俺の連撃をかわす。

			　てか血が出んのな、よく分かんねぇ。

			「セアッ！」

			「ぐっ！」

			　一度囮として黒丸を放ち、それを防がせた。

			　そして出来た隙に、大食いを突きこむ。

			　片腹を丸く食いちぎられたフェリブスは、たまらず後ろへ跳んだ。

			「……なるほど、強い」

			「褒(ほ)めても何も出ねぇぞ。差し出すのはむしろ、てめぇの命のほうだ」

			「……」

			　フェリブスは無言で俺を睨(にら)んでいる。

			　あの眼は、何かを狙っている眼だ。

			　そのチャンスさえくれば、一瞬で戦況をひっくり返せると言わんばかりの気配を感じる。

			　だったら、逆にこっちが一瞬で決めちまえば――――――。

			「なんだなんだ!?」

			「さっきの音は何だよ！」

			「こっちのほうからだ！」

			　俺の中で、完全に眼中になかったことが起きちまった。

			　村の男たちが、数人向こうから走ってきている。

			　まずい、さすがに庇(かば)いきれない。

			「てめぇら！　来んじゃねぇ！」

			「あ！　お前はさっきの――――――」

			　叫ぶが、状況が分からない男たちはそのまま走り寄ってくる。

			　俺は嫌な予感がし、そいつらの前へ移動した。

			「好機！　余計なことに気を取られましたね！」

			「くっ……」

			　この場にいれば、こいつらは庇(かば)える。

			　だがこれは得策ではなかった。

			　一撃で、やつを葬(ほうむ)るべきだった。

			「――――〈抜刀〉」

			　やつが、一言何かを唱える。

			　するとみるみるやつの体型が変わっていき、両足が歪(いびつ)な形に膨らんでいく。

			　やがて一体化した下半身は、タコツボのような無数の突起を持った巨大な塊となった。

			「〈抜刀〉……聖剣が己の鞘(さや)から刃を抜いた姿。意味はそのままじゃが、聖剣どもからすれば、己の真の姿を晒(さら)せる言わば完全解放状態。やつの能力はさらに凶悪になったぞ」

			「おいおい……」

			　病魔を撒き散らす怪物がさらに進化したってか？

			　いや、今までが制御されていたのか。

			　今までで一番嫌な予感がする。

			「めんどくさくなる前に……一撃で！」

			「遅いですよ。〈シックミスト〉」

			「うぉ!?」

			　フェリブスのタコツボの穴から、黒い霧が吹き出す。

			　俺は大食いを振るって自分に降りかかる霧を消した……が。

			「ごほっ……」

			「な、何だよ……これ……」

			「げほっ……ごほっ」

			　男たちは霧をもろに浴びたのか、うずくまり、血を吐いていた。

			　何だよこれ……もう毒じゃねぇか。

			「僕の〈シックミスト〉は、吸い込んだものにあらゆる病を何倍にも凶悪にして発病させます。それは遺伝系のものも、感染系のものも、すべてが等しく確率です。ただし、致死性のものしかありません」

			「極悪じゃねぇか……！」

			「あなたも何を逃れた風でいるのですか？」

			「ッ！」

			　俺は突然力が入らなくなり、地面に膝をついた。

			　同時にこみ上げてきた吐き気に耐えられず、そのまま吐血する。

			　地についた手の甲を見ると、赤い湿(しつ)疹(しん)が無数に浮かび上がっており、猛烈に全身が痒(かゆ)い。

			　全身が焼けるように熱く、ついにはうつ伏せに倒れてしまうほど、身体に力が入らなくなった。

			「霧を吸い込まなくたって、病原菌は空気中を漂います。僕がこの状態になった時点で、あなたの敗北は決定していました」

			「ざ……けんな……ちく……しょう……」

			　まずい、意識が薄れてきやがった。

			　あの男どもは……動いてねぇ。

			　死んだ？　死んじまった？

			　やめろよ、めんどくせぇ。

			　誰が後処理すると思ってんだ。

			　いちいち死ぬんじゃねぇよ。

			（なんだ……今、俺は何を考えていた？）

			　あのゲテモノ野郎を壊せば、こいつらは助かるかもしれない。

			　俺の仕事が増えねぇなら、やつを倒したほうが早いな。

			（さっきから……何だよ、この思考は）

			「な……なぜ、立ち上がれるのですか？」

			（え……？）

			　気づくと、俺は二本足で立っていた。

			　身体が恐ろしいほど軽い、どうなってやがる。

			　いや、まあいいや。もうなんでも。

			　すべてがもうどうでもいい。

			　とりあえず、邪魔だから消すか……あいつ。

			「あなたは……一体……」

			「……」

			　俺は一歩、前へ踏み出す。

			　誰も反応出来ない。

			　眼前へと詰め寄ったはずなのに、フェリブスは俺を認識すら出来なかった。

			　俺は、その胸に、ゆっくりと大食いを突き入れる。

			「がっ……あれ……？　そんな……」

			「あばよ」

			　聞こえる音は、咀(そ)嚼(しやく)音のみ。

			　大食いは、やつの固まった表情も、歪(いびつ)な顔も、容(よう)赦(しや)なく食い散らかしていった。

			　大食いが満腹になった頃には、もう、そこには何もなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……お疲れ様、じゃな」

			「ああ……」

			　ストローに背中を叩かれ、俺の身体の重さが、ゆっくりと戻ってくる。

			　不思議なことに、身体はすこぶる好調だ。

			　あれだけの痛みが、まるで嘘だったかのように……。

			「……」

			「……？　どうしたのじゃ？」

			「いや……なんでもねぇ」

			　あの、何もかもどうでもよくなる感覚……どこかで味わった気がする。

			　確か、お袋によく分かんねぇ空間に呼び出されたときに――――。

			「おい！　ほんとに大丈夫か！」

			「っ！　あ、ああ……心配すんなって」

			　訝(いぶか)しげな視線を向けてくるストローを適当にあしらい、俺は倒れ伏した男たちのほうへ向かう。

			　背中に刺さるやつの視線が痛いが、今はそれより村の連中の体調が心配だ。

			　フェリブスを倒したことで、解決してりゃぁいいんだが……。

		

	
		
			　

			81　出発・前編

			　

			「もう一度説明すると、フェリブスはクレアシルが創りだした聖剣じゃ。やつの他にも何本もの剣がいるが、ワシですら正確な数は知らん。やつらの特徴といえば、人に対して殺傷能力が高いことじゃの」

			「はーん……」

			　フェリブスを倒してから少したち、俺たちは宿へと戻っていた。

			　村人たちの体調はすっかり回復し、今は失った体力の回復を図っている。

			　フェリブスの影響を至近距離で受けた男たちは、意識は戻らないものの、命に別状はなさそうだ。

			　何だかんだで村を救った英雄として感謝された俺は、村に拘束されて色々めんどくさくなりそうだったから、食料とある程度の金をもらって早々にこの村を出ることにした。

			　と言っても、今日はこの宿に泊まって、出発は明日になる。

			「つまりなんだ、聖剣はクレアシルの馬鹿が人を殺すために創った殺(さつ)戮(りく)兵器ってことだろ？　んでやつが封印されたと同時に身を隠してたのが、復活したせいで聖剣たちも蘇(よみがえ)ったと」

			「何じゃ、お主結構物分かりがいいのう」

			「……もともと頭は悪いほうじゃねぇんだよ」

			　動揺するとその通りではなくなるがな。

			「まあお主の話はいいのじゃ。問題なのは――――――」

			「あの化物聖剣どもが、世界中で暴れまわってるかもしれないってか？」

			「……セリフ取るなよ」

			　あれだけの強さを持つ連中に暴れ回られたら、さすがにゾッとするな。

			　今回フェリブスを倒せてよかった。

			　やつは長期的に見てかなり厄(やつ)介(かい)そうだったし、病をばら撒きながら移動でもされていたら、それこそ大災害だ。

			「いや、待てよ？　なんでフェリブスはここから動かなかった？」

			　あれだけ力があれば、この村なんてあっという間に汚染し尽くして別の……そう、大きな街にでも侵入すれば、すぐにでも人間なんて根絶やしに――――――。

			「……他の聖剣どもに干(かん)渉(しよう)したくなかったんじゃろ。やつの神力的に考えて、実力は聖剣の中でも中の下じゃ。下手に他の聖剣の管轄区域の人間に手を出せば、怒りを買う可能性がある。そうすれば折れるのはフェリブスのほうだからの」

			「……聖剣は自分の管轄区域の人間を、ある意味守ってんのか」

			「自らの手で殺すためにな」

			　そりゃずいぶんと質が悪い連中だ。

			　ていうか、やつですら中の下かよ……。

			「ま、強さの定義は単純な戦闘能力でワシが勝手に言ってるだけじゃからな。フェリブスは能力が厄(やつ)介(かい)な聖剣じゃったし、本領さえ発揮出来ればもう少し上じゃろうて」

			「だとしても……まだ上がいんのか」

			「……〈七聖剣〉と呼ばれている連中がいる。お主ら人間がやつらを相手にするなら……まず命はないと思ったほうがいい。クレアシルの最高傑作たちじゃからな、別格じゃよ」

			　七聖剣……ねぇ。

			　少なくとも、魔力のない今の俺じゃ話にならないだろう。

			　出会ったら、まず死ぬ。

			　――――――死ねねぇよな、まだ。死ぬわけにはいかねぇ。

			「聖剣を壊して回るのは当面の目標として……おい、ストロー」

			「なんじゃ、改まって」

			「お前、神力を俺に分けたり出来ねぇの？」

			「……ふむ」

			　あれ？　割と冗談気味に言ったんだけどな。

			　結構真剣に悩んでいるストローを見て、俺の中で僅(わず)かに期待が膨らむ。

			「……神力を分け与えるのは……無理じゃろうな」

			「なんだよー、期待させんなよ」

			　俺は思わず項(うな)垂(だ)れる。

			「そもそも、今のワシの神力は雀の涙ほどしかない。渡せるほどありはせんのじゃ。ただ……」

			「ただ？」

			「……お主に、神力を目覚めさせることが出来るやもしれぬ」

			「……は？」

			　あまりに唐突な提案で、俺の思考は一瞬止まった。

			「い、いや……神力を目覚めさせるって……無理だろ。俺は神でも何でもねぇぞ？」

			「万が一があるじゃろ。それに、例外じゃが人の身でも神力を扱うことは出来る。その証拠に、お主たちは少量とはいえ神力を宿した聖剣を扱っているのじゃからな」

			「……大食いやエクスカリバーにも、神力があるってのか？」

			「もちろんじゃ。今はお主らを持ち主と認め力を貸しておるが、元はすべてクレアシルの手によって作られたもの。やつの神力が練り込まれておる」

			　なるほどな、聖剣持ちが桁(けた)違(ちが)いの強さを手に入れられる理由は、神の仕業だったってことか。

			　……ムカつくぜ、あの野郎。

			　なんだよ、俺たちはあいつのおかげで強くなってたのかよ。

			　何が勇者だ、みっともねぇ。

			　いや、それよりみっともねぇのは、自分の力で強くなった気でいたことだ。

			「……とは言ったものの、訓練したとしても何も起こらぬ可能性は十分あるし、時間だけを無駄に浪費するかもしれん。それでもやるか？」

			「当たり前だ」

			「おうおう、即答かい」

			　可能性がゼロなら、考える余地もなく却下だ。

			　だが少しでも可能性があるなら、やる価値は十分ある。

			　やれることはやるって決めたんだ、ここで挑戦しなきゃ嘘になっちまうからな。

			「分かったのじゃ。お主も本気のようじゃし、ワシも本気でお主に神力を目覚めさせよう」

			「頼むぜ、ストロー」

			「せめて師匠と呼ばんかい！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……」

			「ふん……気持ちよさそうに寝おって……」

			　夜、デストロイアはベッドに腰掛け、寝ているセツを見下ろしていた。

			　目付きが悪く、口も悪い彼だが、寝ているときだけは見た目の歳相応の顔になる。

			「……人間ごときが、神の力を扱えるようになるわけないじゃろ」

			　その未成熟の顔を見ながら、彼女はポツリと言葉を漏らす。

			　それは、さきほど彼女が言った発言を、すべて否定するような一言だった。

			「神力を扱えるものは、神の血を引くものだけじゃ」

			　デストロイアはベッドから降り、部屋の窓から星空を見上げる。

			「セツは……どうせお主の子じゃろう？」

			　吸い込まれそうな黒色をした空だ。

			　星や月がいくら光を放とうとも、その黒さは薄れない。

			　デストロイアは、空に問いかける。

			「のう――――死神よ」

		

	
		
			　

			82　出発・後半

			　

			　早朝、俺は村の外れにいた。

			「もう行ってしまうのか？」

			「ああ。あんまり時間は無駄に出来ない身だからな」

			　この村を出るにあたり、村の男数人が見送りに来てくれている。

			　他の連中も来たがったらしいが、病み上がりの連中も多いし、柄でもないためやめてもらった。

			「食料やら寝床やらありがとな、助かったぜ」

			「いいさ。詳しいことは何一つ分かっちゃいないが、あんたが来たことで村が助かった。君は村の恩人だ」

			「そんな人を無下に扱うなんざ、この村の名折れだからな！」

			　気のいい連中の笑顔に、思わず俺も笑う。

			　俺は食料や夜営用の道具が入ったリュックを背負い直し、村に背を向けた。

			「じゃあな、また近くに来たら寄るぜ」

			「いつでも待ってるからな！」

			「また来いよ！」

			　軽く手を振りつつ、俺は村をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「でかい街はこっちか……」

			　村のやつの話だと、この草原の道を真っ直ぐ行けば大きな街があるそうだ。

			　ひとまず魔族大陸に戻るという選択肢がある以上、港を目指すのが吉だろう。

			　そのでかい街には船はないだろうが、港町に行ける手段はあるはず。

			　馬車なんかを探すのが多分一番速い。

			　今の俺の足でも馬車よりは速いだろうが、人間大陸の地理に詳しくないせいで迷うことが分かりきっている。

			　これなら安定性のある馬車のほうがいい。

			　……っと、そんなことより。

			「……いつまで寝てんだ、クソ神」

			「眠い……ｚｚｚｚｚ」

			「ただでさえカバンで嵩張ってんだから降りろや！」

			「むぅ……信仰心が足りぬ男だ……」

			　ここまでずっと肩車して寝かせてやってたんだから、逆に感謝して欲しいくらいだ。

			　しぶしぶ俺の頭から手を離し、ストローは俺の横を歩き始める。

			　それにしても、うとうとしながら歩き、寝癖でボサボサの髪を見ていると、こいつが神だってことが疑わしくなってくるな。
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			「こんなにボサボサにしやがって……姿を消せるとは言え、身だしなみぐらい気ぃつけろ。元はいいんだからよ。あと、お前昨日夜更かししただろ。次からやんなよ？」

			「む、むう……神であるこのワシに説教するとは……」

			「返事」

			「あい」

			　俺はしゃがみ込み、ストローの髪型を整えてやる。

			　魔法さえ使えれば炎と水の応用で一発なんだが、使えない以上手でやるしかない。

			　軽く指ですいてやり、とりあえず取り繕うことに成功する。

			「まだ跳ねてっけど、こんなもんだろ」

			「……ずいぶん手慣れておるの」

			「あ？　まあ……ずっと同じようなことやってたからな」

			　転生後からこの世界に再び戻ってくるまで、幼(おさな)馴(な)染(じみ)の夕陽とはずっと一緒だった。

			　小学生から中学生にかけて、あいつのだらしなさがピークのときに、俺はずっと毎日跳ねまくってる寝癖を直してやってたんだ。

			　そのせいで慣れたんだろう。

			　そう言えば……今はずいぶんしっかり者になったなぁ……。

			「なんじゃ、物思いに耽けているような顔をして」

			「いや、何でもねぇよ」

			　俺は立ち上がり、再び道を歩き出す。

			　そうして数十分歩いた頃、草原にようやく変化が見られた。

			「ん？　何だありゃ……」

			　道の先、そこに馬車が止まっていた。

			「馬も荷物もあるが……誰もいねぇのか？」

			「！　おいセツ、向こう側から戦闘音が聞こえるぞ」

			「お？」

			　馬車の向こう側に回り込むと、そこには小型の魔物数体と戦う馬車の持ち主らしき男がいた。

			　あの魔物は……ゴブリンだな。

			　単体のランクは最低のＤ、しかし群れで行動するため、数によってはＡ相当のランクに跳ね上がる。

			　今のところ数は五。ギリギリＣランクになるかならないか程度だな。

			「くっ！　この！」

			「ギギギ！」

			　男は苦戦しているようだ。

			　持ってる剣裁きが素人に近いし、戦闘経験自体少ないのだろう。

			「ま、助けるか」

			　俺はリュックに括りつけてあった黒丸を取り、一(ひと)蹴(け)りで男とゴブリンの間に割り込む。

			「助太刀するぜ」

			「うおっ！　す、すまねぇ！」

			　俺の突然の登場に驚き硬直したゴブリンの首を、黒丸で刎ねる。

			　冷静になられる前に、もう一体の心臓を切り裂いた。

			「ギギ!?」

			「ギィ！」

			「何言ってっか分かんねぇよ」

			　ようやく俺を敵と認識し、飛びかかってきた二体のゴブリンをまとめて切り裂く。

			　上下に両断されたゴブリンが地面に落ちると、怯(おび)えた最後の一体が背中を向けて逃げ出した。

			「ギィィィ！」

			「逃がすか！」

			　まあ別に逃がしてもいいんだが……それはそれで癪(しやく)だからな。

			　念のため村で新しくもらったジャケットのような服の裏にナイフを隠しといてよかった。

			　今の俺は遠距離に対してどうしようもないしな、しばらくはコレに頼ろう。

			「オラァ！」

			「ギッ」

			　取り出したナイフを投げつけると、ゴブリンの脳天に綺(き)麗(れい)に刺さった。

			　我ながら上手く行ったもんだ、困ったときはこれで食っていけるかもしれない。

			「五本投げて命中一本か……まあ初めて投げた割にはよく当てたのう」

			「……言うんじゃねぇ」

			　手元が滑っただけだ、断じて下手くそなわけじゃねぇ。

			「おお！　兄さんやるね！　ありがとよ！」

			「ん？　ああ、大したことじゃねぇよ。それよりお前、何で一人で馬車なんか引いてんだよ。この辺りの魔物は弱いみてぇだが、さっきみたいに数で来られたら厳しいぜ？　護衛でもつけなきゃ……」

			「それがよぉ……俺は運び屋なんだが、出発直前に護衛の冒険者に騙(だま)されて金だけ持って行かれちまったんだわ……けど運ぶ品の関係で新しい護衛を探してる時間はなかったもんで、しぶしぶ一人で出てきたってわけさ」

			「なるほどな……」

			　大抵護衛の依頼をする際は、出発前に報酬の三割、到着後に残りを払うというやり方が一般的だったりする。

			　文句をつけて金を払わない依頼主がいたりしたのが、このやり方が出来た原因だな。

			　それにしても……こんな雑(ざ)魚(こ)ばっかで比較的安全な依頼なのに逃げるとは、ずいぶんと臆病なやつだ。

			「……そうだ！　あんた！　俺の護衛をやってくれないか!?　報酬はちゃんと本来の額を払うからよ！」

			「あ？　……うーん、行先によっては良い返事が出来ねぇぞ？」

			「大丈夫だって！　あんたらこの先のラクリアを目指してんだろ？　この道を通るってことはそこしかねぇよ！　俺だってそこに行くんだから！」

			　確かに、村の連中から聞いたでかい街の名はラクリアだった。

			　そうなると、こいつの依頼は受けてもいいと思える。

			　報酬もくれるとなると……懐が暖かくない今なら、むしろ受けるべきなのかもしれない。

			「……いいぜ、目的地は一緒みたいだしな。街まで守ってやるよ」

			「本当か！　いやー助かるぜ！　そうと決まれば出発だ！」

			「その前に、こいつは荷台に乗せてもらえるか？」

			　俺はストローの肩に手を置きながら聞く。

			　こいつは戦えない……と言うより戦わないし、俺一人で外で護衛すりゃ話は済むからな。

			「乗車賃が必要ってなら、報酬から引いてくれりゃいいからさ」

			「いやいやとんでもねぇ！　しょっぱなからこっちは助けられてんだ。連れの一人乗せるくらいタダでいいって！」

			「太っ腹だな。まあ俺ら今は余裕ねぇから助かる」

			「おうよ！　じゃあお嬢ちゃん、こっち来な！」

			　呼ばれたストローが男の後ろについていく。

			　こんなガキがあんなしゃべり方したら驚くだろうな……外見だけなら完(かん)璧(ぺき)に幼女だし。

			「ほら、こっから乗りな」

			「おじちゃん、ありがと！」

			　ん？

			「おいおい！　俺はお兄さんだろ？　まだおじちゃんは早いぜ！」

			「えへへ、ごめんなさい、お兄さん！」

			「可愛いから許す！　だははははは！」

			　…………。

			「ん？　どうした立ち止まって。もう出発しようぜ」

			「いや……ちょっと納得いかないことがあってな」

			　そう言えば、あいつの口調は演技だったな……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「へー！　兄妹で旅とはすげぇな、あんたら！」

			「それほどでもねぇよ」

			　草原の道はまだかなり長い。

			　その間に、一応俺とストローの関係を誤(ご)魔(ま)化(か)しておいた。

			　親子はありえないし、赤の他人にすると現代人の感覚が警鐘を鳴らすからやめた。

			　髪の色もほぼ一緒だし、結局兄妹が一番いいだろう。

			「こんだけ若いのによくやるぜ……俺なんて……」

			「？　どうかしたか？」

			「いや、なんでもねぇ」

			　変なやつだな。

			　まあいい、どうせ街についたらお別れだ。

			　俺が余計なことまで知る必要はない。

			　ちなみにだが、この男の名前はグルスと言うらしい。

			「っと、前に誰かいやがるな」

			「ん？」

			　言われて前方をよく見ると、人影が二つある。

			　魔物ではない……男と女だな。

			　かなり接近すると、二人が何なのかがよく分かった。

			　魔族だ、二人とも。

			　そして、俺はこの二人のことを知っていた。

			　無意識に顔をしかめてしまうくらいには……知っていた。

			「よォ、そこの馬車、俺たちをちっと乗せてくんねェか？　金は払うからよ」

			「ま、魔族だな、あんたら……」

			「おいおい、まさか魔族だからってだけで乗せねェわけねぇよな？　気に食わねぇぜ、そういうの」

			「脅(おど)すというのはあまり趣味ではないが……今回ばかりは乗せてもらわなければ困る」

			　女のほうが、腰に帯刀している刀に手を伸ばす。

			　それを見た俺はグルスの前に立つ。

			　こいつの剣裁きは……まずい。

			「待てよ、ラミナもあんたらもちょっと血の気が多いなァ……クールに行こうぜ。俺たちもお前らが乗せさえしてくれりゃ危害は加えねぇ。お前らも俺たちが手を出さなきゃやり合う必要性はねぇ。だろ？」

			「そ、その通りだが……」

			「じゃあ話は簡単だ。俺たちを乗せろ、その分の金は払う」

			「……わ、分かった」

			　グルスが首を縦に振った。

			　それによって女は刀から手を遠ざけ、俺も背中に括りつけていた黒丸から手を離す（リュックは馬車の中でストローが持っている）。

			「命拾いをしたな、少年」

			「……どうも」

			　魔族の男女が俺の横を通り過ぎ、荷台の中に入っていく。

			　正直、命拾いしたというのは洒落にならない。

			　今の俺では、こいつらと正面からやり合って無事では済まないだろう。

			　五大魔将のジオンとラミナ……俺がもっとも戦いたくねぇ連中だ。

			　下手したら、勇者の俺たちとまともにやり合えるほどの実力がある。

			　間違いなく魔族の最高戦力だろう。

			　それがなんでここに……。

			「早く出発しろよなァ！」

			「あ、あいよ！」

			　荷台から声がして、馬車は再び進み始めた。

			　なんだろうな……あの二人と関わるとろくなことがないってのは昔から言われてることなんだ。

			　つまり何が言いたいかと言うと――――――。

			「……嫌な予感しかしねぇ」

			　俺は人知れず顔に手を当てて呟(つぶや)いた。

		

	
		
			　

			83　信用

			　

			「それで、どうなんだ？　あの男は目標の相手なのか？」

			「ああ……間違いねぇな。護衛がいるってのは想定外だったが、頃合いを見てぶっ殺すぞ」

			　荷台の中で、魔族の二人は物騒な会話をしていた。

			「あまり物騒な言葉を使うな。この子供が怖がるだろう」

			「もうすでにビビってると思うけどな……」

			「んー！　んー！」

			　同じ荷台に乗っていたデストロイアは、ラミナによって拘束され、口を塞がれていた。

			　これでは外の二人に現状を知らせることが出来ない。

			（無礼な連中じゃ……ワシの口を塞ぐとは、それなりの報いを受けさせてやる……セツがな）

			　力をほとんど失った彼女では、相方に頼るほかなかった……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「セツさん……この馬車ちょっと任せていいかい？」

			「あ？　どうしたんだよ」

			　グルスは脂汗をかいていた。

			　どこからどう見ても、体調が悪いようにしか見えない。

			「どっか悪いのか？　なら荷台で休んでりゃ……」

			「いや……は、腹がいてぇんだ！　ちょっと向こうで気張ってくるわ！」

			「お、おう……」

			　あまりの剣幕に、俺はのけぞる。

			　そういうことなら早めに言えばいいのにと思いつつ、俺は手綱を受け取り、馬車を待機させた。

			　だが不幸なことに、この辺りに隠れられそうな茂みはない。

			　かなり遠くまで走っていくグルスを見ていると、後ろの荷台から魔族の連中が降りてきた。

			「あ、すまん。運転手がちょっと腹壊しちまって、馬車はしばらく休憩――――」

			「ちっ！　勘付きやがった！　行くぞ、ラミナ！」

			「ああ！」

			「……は？」

			　魔族たちは、驚異的なスピードでグルスを追い始める。

			　ラミナと呼ばれていた女のほうは、刀に手をかけていた。

			　……まさか、あいつらグルスを狙ってんのか？

			「よく分かんねぇけど……させっかよ！」

			　俺も地面を蹴(け)って追いかける。

			　大丈夫だ、やつらは本気で走ってない。

			　今の俺でも十分追いつける。

			「うわぁ！　来るんじゃねぇ！」

			「逃げんな、クソ野郎が！」

			「潔く死に逝け」

			　よし、間に合う。

			　俺はグルスと連中の間に割り込み、黒丸でラミナの居合い斬りを受け止める。

			「なっ」

			「護衛をシカトさせるわけにはいかねぇよ……っ！」

			「へぇ……ラミナの刀を止めるか」

			　俺は無理やり腕を振りぬいて、ラミナたちと距離を取った。

			　腕が痺れてやがる。

			　やっぱりそう簡単には止められねぇな、あの剣は。

			「おいジオン、この男、只者ではないぞ」

			「見たところ魔力もねぇし、そんな実力があるとは思えねぇんだがな……油断はすんなよ」

			「もちろんだ」

			　こいつら……あっという間に慢心が消えた。

			　参ったな、やりにくい。

			　最悪の場合、大食いを抜かなければ退けられないかもしれない。

			「おい、お前、何したんだよ」

			「お、俺は何もしてねぇ！　無関係だ！」

			　グルスはすっかりビビって逃げようともしない。

			　これじゃやりにくすぎる……。

			「何もしてねぇことはないだろ？　てめぇはディスティニア国の第一王子なんだからよ」

			「――――――は？」

			　こいつが……王族？

			「王である貴様の父と、兄妹のマーガレットは始末した。残るはグルス王子、貴様だけだ」

			「や、やめてくれ……」

			　おいおい……いつの間になんてことしてくれてんだよ……。

			　やっぱりこいつらはろくなことしないな。

			　戦争が終わることはいいことだが、人間の国を混乱に陥(おとしい)れてどうすんだよ。

			　こりゃさっさとこの大陸離れないと、荒れるぞ。

			「貴様を殺すことで、我らが魔族は完(かん)璧(ぺき)な勝利を掴める！」

			「ひっ、待って――――」

			「くそっ！」

			　俺はもう一度黒丸で受け止め、押し返す。

			　相変わらずなんて剣速してやがる……ギリギリだったぞ。

			「こいつ！　またしても……」

			「熱くなんなよ。この護衛は確かにやるようだが……ようは本命を始末すりゃいいだけだ」

			　ジオンと呼ばれた男の手が、こちらに向けられる。

			　こいつの魔法はまずい、今の俺じゃ抵抗出来ない。

			「これしかないか！」

			　俺はジャケットの下からナイフを二本取り出した。

			「〈ナイトメア〉」

			　ジオンが魔法を唱えた。

			　俺はとっさに自分の足と、グルスの肩にナイフを突き立てる。

			「くっ……」

			「ぎゃぁぁぁぁぁぁ！」

			「こいつ……！　俺の魔法を初見で……」

			　ジオンが得意な魔法は、人を永遠の悪夢に閉じ込める幻惑魔法。

			　食らった者は、外部からの何らかの干(かん)渉(しよう)を受けでもしない限り、二度と現実世界には戻れない。

			　魔力で対抗することも出来るが、並の魔力量じゃ勝負にすらならない。

			　少なくとも、魔力のない俺や少ないグルスでは、この魔法の格好の的だっただろう。

			　そこでこのナイフ。

			　幻惑魔法は、突き詰めれば相手を睡眠状態にするようなものだ。

			　だから、痛みを与えることで意識を覚(かく)醒(せい)させる。

			　少しでも遅れれば、俺たちは永遠に覚めない夢の中だった。

			「てめぇ……五大魔将の俺たちに歯向かうってのは、どういうことか分かってるよな？」

			「……分かってねぇのはお前らだろうが……」

			　俺はナイフを抜きながら、立ち上がる。

			　落とした黒丸を足で蹴(け)り上げ、掴んで二人に突きつけた。

			「お前らまた勝手な行動したんだろ、それじゃまたデザスに怒られるぞ」

			「っ！　人間が！　デザストル様をそんな風に呼ぶなどと――――――」

			「剣を合わせたんだからよ、そろそろ気づけや」

			　俺は黒丸を放る。

			　二人は警戒して受け取らなかったが、地面に落ちた黒丸を見て驚きの表情を浮かべた。

			「これは……シュバルツ……!?」

			「折れてっけど……これは確かにあの剣じゃねぇか……」

			　やっと気づいたか。

			　この剣は魔王デザストルにもらったもので、かつてデザス自身が使用していたものだ。

			　当然、こいつらもその存在を知っているはずだし、この剣が俺の下に来たことも知っているはずだ。

			「いや、だが……セツ殿は五年前に人間の手によって……」

			「まさか……てめぇ」

			　ようやく気づいたか……これで何とかこの場は――――――。

			「セツから奪いやがったな！　この剣を！」

			「なっ、ちょっと待て！」

			　ジオンが怒りの形相で飛びかかってくる。

			　そういう風に取るか、いや、俺の見た目も変わってるし、今は魔力で証明することも出来ないから仕方ねぇんだが……。

			　て言うか、俺が負けたって思われていることが心外だな。

			「っざけんな！　俺が簡単に負けるわけねぇだろ！」

			「がっ――――」

			　ジオンの腕が俺に触れる前に、その顎を下からかち上げる。

			　そして上に反れた身体に拳を二発。

			　真後ろに吹っ飛びそうになったところで、その腕を掴んで地面に引きずり倒した。

			　両腕を絡めとり背中で組ませ、頭を掴んで地面に押し付ける。

			　これで完全にジオンの動きを封じた。

			「クソッ！　離せ！」

			「馬鹿野郎、お前は見かけによらず魔法専門なんだから、体術で俺に勝てるわけねぇだろ」

			　ジオンの苦手な分野は接近戦だ。

			　どうせ敵は夢の中に落ちるんだからと、訓練を蔑(ないがし)ろにした結果である。

			　まあ、幻惑魔法だけでも十分強いから質悪いんだが。

			「今の言動、動き……あなたは本当にセツ殿か……？」

			「ああ、詳しい事情は俺自身あんまり説明出来ねぇんだが、俺はセツで間違いない。デザスたちにはもう会ってる、信用出来ねぇってんならあいつらに聞きゃ一発だ」

			「……嘘の気配はないな。ジオン、どうやらこの男は本物のセツ殿のようだぞ」

			「……とりあえず退けよ、もう暴れねぇから」

			　本当に信じてくれてんのか？　こいつ。

			　信用は出来なくても、このままじゃ会話どころじゃないな。

			　俺はゆっくりとジオンの上から退き、少しだけ距離を取る。

			「やっぱり確証がねぇ、だから俺の質問にいくつか答えろ、それ次第だ」

			　何だそりゃめんどくせぇな。

			　けどやらなきゃ話は進まないか……。

			　俺は無言で先を促した。

			「ひとつ目の質問、お前の得意料理は？」

			「揚げ物全般」

			「……ふたつ目、デザストル様の好物」

			「ショートケーキ」

			「……最後、セツとデザストル様の婚約はいつ約束された？」

			「面と向かってそんなことをした覚えはねぇ」

			　すべての質問に答え終わると、ジオンは少し考えたあとラミナのほうに振り返った。

			「こりゃ信用してもいいっぽいか？」

			「私に聞くな。だが……少なくとも私は信用している」

			「ふーん……まあ騙(だま)すにしても、危害を加えるってんならこの場で出来るしな……よし、俺たちはお前をセツだって認めるぜ」

			「ふぅ……ようやくか」

			　正直、このままやりあったんじゃ負けてたかもしれねぇからな、助かった。

			　それにしても、魔力がねぇってのは相当不便だな。

			　この姿をまだ見てない連中に会うのは、しばらく控えたほうがいいかもしれない。

			「よし、ってなわけで、その男をこっちに引き渡してくれや」

			「……あ？」

			「あ？　じゃねぇよ。そいつは人間の王族だってさっき言ったろ？　だったらセツであるお前が守る必要もねぇじゃん？」

			　……確かにな。

			　護衛としては、後ろで怯(おび)えているこいつを守らなきゃいけないんだが、ジオンたちと戦うことになるのは避けたい。

			　仲間と戦うことになるのは御免だ。

			　だからってここで素直に殺させるのも、得策の気がしない。

			　そう言えば、こいつらは王様たちを殺しちまったんだよな？

			　だったらグルスをとっ捕まえて魔族大陸に持ち帰るのがいいんじゃないだろうか。

			「渡すのは構わねぇが――――――――」

			　そのことを二人に話してやると、素直に賛同してくれた。

			　すぐさま馬車の荷台にあったロープで縛り上げ、ジオンとラミナがそれを見張る。

			　移動は俺が馬車を運転し、完全に空気状態のストローは、あいつらと同じ荷台にそのまま乗りっぱなしだ。

			　このまま進めば、間もなくラクリアにつくだろう。

			　何か面倒事に巻き込まれなきゃいいがな……。

		

	
		
			　

			84　魔王城強襲

			　

			「アタマを斬れば真っ赤なお花～、ドバドバ出して切る切る」

			　魔王城の入り口。

			　堀に囲まれた城の中に入るには、正面にあるこの橋を渡るしかない。

			　そんな橋を守るために立っている兵士たちに、一人の少女が近づいてきていた。

			「ん？　お嬢ちゃん人間かい？　こんなところにいるのは危ないよ？」

			「新鮮なお肉ーきるきる！」

			「え？」

			　優しく話しかけた兵士は、首と胴体がお別れをしたことで絶命。

			「な!?　お前！」

			「いっぱい切る切る！」

			「か……」

			　それを見て駆け寄ってきた二人の兵士は、縦に真っ二つになり絶命。

			「て、敵襲だっ――――――――」

			「キルキル！」

			　異変を知らせるべく駆け出した兵士は、バラバラになり気づかぬうちに絶命。

			　その返り血で、胸に巻いた布と短パンを汚し、黒いツインテールの髪をドス黒い色に染め上げる。

			「あはぁ……お花、いっぱぁい……もっと、もっとぉ」

			　少女は揺れながら、肉片の散らばる橋を渡り、城の中に入っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そこは魔王城にある応接間。

			　グレインとエルカとティア、そしてブラッドがこの部屋に集まっていた。

			「さて、この先どうしようか」

			　グレインの問いかけに、すぐさま反応出来る人物は、この場にはいなかった。

			　魔王デザストル、海神リヴァイアはクレアシルに力と血を取られたせいで、現在意識不明。

			　夕陽は錯乱し、部屋から出せない状態。

			　獣(じゆう)人(じん)一同は、国で対策を考えるため援軍の船に乗り、一度帰国。

			　五大魔将のイデスとリリーの傷は完治したが、戦場の後始末のため外出中。

			　現在まともに会話が出来る者は、ここにいる四人だけである。

			　いや、正確には三人だ。

			「エルカ……エルカ！」

			「……はい？」

			　グレインが名前を呼んでも、エルカの反応はとても薄かった。

			　その顔は疲れきっており、今にも倒れそうだ。

			「エルカ、無理はしなくていい。辛いなら部屋で休んでて」

			「……あなたたちは……平気なんですか？　セツ様が……目の前で消えて……」

			　エルカはあのときの光景を思い出して顔を覆(おお)う。

			　彼女からすれば、二度彼を失ったことになる。

			　その精神的ショックは計り知れないだろう。

			「辛いよ。夜は悲しくて涙が出る。でも、今は忘れるようにしてる。このままだと、セツだけでなくみんな消えるかもしれないから」

			「……」

			　ティアの言葉を、エルカは頭のなかでは理解していた。

			　悲しむより先に、目先のことについて真剣に考えたほうがいい。これはどうしようもない正論で、それゆえに、エルカの感情はその言葉を受け入れまいと必死になる。

			　愛しの人が消えたと言うのに、切り替えて戦いのことなど、彼女に考えられるはずもなかった。

			「エルカは無理をするな。今は所詮対抗策が思い浮かばない俺たちの意見交換だ。何か意見があるなら言うだけでいい」

			「……分かりました」

			　エルカは項(うな)垂(だ)れ、主導権は完全にブラッドに移った。

			「よし、まずは現状の整理だ。クレアシルは俺たちの前から姿を消したが、またいつ襲いかかってくるか分からない。そして襲いかかられてしまえば最後、今の俺たちの戦力では歯がたたないだろう」

			「魔法も通じなさそう。印象でしかないけど」

			「試すまでもないだろうね、それくらいは」

			　ブラッドは天井に顔を向けて、目を閉じる。

			　彼が思考するときの癖だ。

			　それなりに頭も回る彼だったが、さすがにこのときばかりはいい案が浮かばない。

			　思い沈黙が四人を包む。

			　そのとき、外の廊下から慌ただしい音が近づいてきた。

			「ブラッド様！　ブラッド様はいらっしゃいますか!?」

			「落ち着け、どうした？」

			　部屋の扉を乱暴に開けて飛び込んできたのは、城の中を巡回している兵士の一人だった。

			　その慌てようは尋常ではなく、汗が滴り落ち、全身が震えている。

			「し、侵入者です！　私たちでは歯が立たず、現在城の中を進行中！」

			「何だと……特徴は？」

			「女です……小柄で子どもにしか見えませんが、謎の不可思議の攻撃で身体が切り裂かれます……」

			「ふむ……」

			　兵士の動揺っぷりから、ブラッドはその侵入者の脅(きよう)威(い)をなんとなく察する。

			　そして次に考えたことは、自分一人で向かうのは危険かもしれないという予想。

			　そこで振り返ると、すでにグレインとティアが立ち上がってこちらへ向かってきていた。

			「二人とも、ついてきて――――」

			「いや、ブラッドはエルカと他の兵士たちの避難誘導を頼むよ」

			「これ以上被害を増やさないために、魔族であるあなたが指示したほうがいい」

			「だが！　二人でも倒せなければ……」

			　そこまで言い、ブラッドは口を塞ぐ。

			　二人はすでに戦闘態勢を取っていた。

			　これを止めるには、相当な覚悟と根気がいるだろう。

			「大丈夫だよ。もし僕たちでどうしようもなければ、時間は稼いで援軍を頼むから」

			「多分いらないけど」

			「……分かった」

			　ブラッドは二人の視線の先にいるエルカを見て、そう答えた。

			　彼女はこの状況がいまだに理解出来ておらず、オロオロとしている。

			　そんな状態の彼女を放置するのは、危険極まりない。

			「あのクールな女がこうなってしまうとはな……」

			「そういうわけだから、頼んだよ」

			「ああ、任せろ」

			　二人は部屋を飛び出し、兵士の指した方向へと駆けていく。

			「さあ、俺たちも行くぞ」

			「あの……今はどうなって」

			「話は後だ。とりあえずついてこい」

			　エルカの手を引き、ブラッドもその部屋をあとにする。

			　その頃、彼らのいる階よりもさらに上層階で、謎の轟(ごう)音(おん)が響いていたことを彼らはまだ知らない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「血の匂い……すぐそこだ！」

			「いる……！」

			　彼らの進行方向より、生臭い匂いが漂っている。

			　廊下の突き当たり、そこには何かが転がっていた。

			　それは兜をかぶった兵士の頭。そこに胴体はなく、真っ赤な血を吐き出しているだけである。

			「ッ！」

			　グレインは嫌な予感を感じ取り、とっさに剣を構える。

			　響き渡る金属音と、飛び散る火花が見えたと思えば、彼の身体は吹き飛ばされ廊下を転がっていた。

			「何が……！」

			「グレイン！」

			　ティアが駆け寄ってくる。

			　彼女に支えられ、グレインが身を起こすと、その原因が判明した。

			「アタマ飛ばなかった、切り飛ばしーぐちゃぐちゃ。あはぁ」

			「侵入者はあなた？」

			「わたしそんな名前じゃない、わたしは〈切断剣リッパー〉。きる、切る斬るキルＫＩＬＬ！」

			　リッパーと名乗った少女の姿が消える。

			　グレインはとっさにティアを抱え、真横に剣を構えた。

			　再び響く金属音。

			　しかし今度はグレインも身体が追いつき、吹き飛ばされることはなく鍔(つば)迫(ぜ)り合いへと移行した。

			「その手……！　全身凶器か？」

			「あひっ！　止めた！　切れない切れない！」

			　グレインの剣と鍔(つば)迫(ぜ)り合いを繰り広げていたのは、少女の肘から先の手だった。

			　指の先端までが刃となっており、金属の光沢を放っている。

			「〈火の玉(フアイアボール)〉！」

			「ぎぇ！」

			　ティアが至近距離から火の玉を放ち、リッパーを吹き飛ばすことで鍔(つば)迫(ぜ)り合いは終わる。

			　距離を取り、二人は何とか体勢を立て直す。

			　リッパーはゆらゆらとフラつきながら、笑っていた。

			「効いてない……」

			　自分たちを巻き込まないようにと弱い魔法を撃ったのは確かだが、彼女としては、人間最強クラスの魔法使いである自分の火の玉を受け、ダメージがないというのはいささかショックであった。

			「赤い玉、目の前チカチカ……あったかぁい！」

			「ティア、下がって！」

			「っ……」

			　ティアがうなずき下がるのと同時に、グレインが飛び出し魔力をまとわせた剣で迎え撃つ。

			　リッパーは自分の胸の中心から一本の剣を抜き、彼に叩きつけた。

			　二つの剣が合わさる。

			　しかし、今回は金属音はしなかった。

			「な……に……」

			「あひっ、真っ赤なお花。きれいねー」

			　剣は両断され、顔から股にかけて一閃されたグレインは、大量の血を撒き散らしながら左右に分かれた。

			　二つになったグレインを見て、リッパーの表情は満面の笑みとなり、彼女の笑い声だけが廊下に響いてる。

			　呆(あつ)気(け)なく死んだ仲間を目にしたティアはと言うと……。

			「思ったより厄(やつ)介(かい)な能力かも」

			　限りなく、冷静であった。

			　それもそのはずである。

			　グレインは、リッパーの後ろに立っているのだから。

			「太刀筋は分かった？」

			「ああ、おかげさまでね」

			「え？」

			　グレインの剣がきらめく。

			　今度は、リッパーの背中から血が吹き出した。

			　彼女の身体が床に倒れる。

			　その先にあったものは、両断されたグレインではなく、ただの木の人形だった。

			「汚いなんて言わないでおくれよ？　僕たち人間は悲しいことに、こうやって小細工でもしないと生き残れないのさ」

			　立場が逆転し、グレインの刃はリッパーの首につきつけられていた。
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			85　シューティングスター

			　

			「囮(デコイ)」。

			　それが今回ティアが使った魔法である。

			　対象の遺伝子を取り入れることで、その姿をそっくりコピーし、身体能力もある程度まで再現することが出来、よっぽどの観察眼がなければ見破ることは出来ない。

			　少なくとも、グレインのことを一切知らないリッパーでは、見破ることが出来なかったのも当然である。

			「さて、君が何者か聞かせてもらおうか。その歳で死にたくはないだろう？」

			「うう……」

			　リッパーの首にグレインの剣が押し付けられ、血の筋が流れる。

			　ティアも常に魔力を高めており、いつでも強力な魔法を放てる態勢だった。

			　彼女の逃げ場は、もはやどこにもにない。

			　だが――――――。

			「……だ」

			「ん？」

			「やだ……殺せないのはやだ――――！」

			　グレインの行動は的確だった。

			　暴れだそうとしたリッパーの頸(けい)動(どう)脈(みやく)を、押し当てていた剣で切り裂いたのだ。

			　いや、正確には、首を両断しようとしたのだ。

			（なんだ!?　鉄を斬ったような感触だったぞ!?）

			　彼がその気になれば、金属を切断するなどわけない。

			　しかしその気になれば、という言葉通り、柔らかい肉を斬ろうとした剣では、身体を聖剣にすることが出来るリッパーを両断することが出来なかったのだ。

			「あ……あ……赤いのいっぱい」

			　それでも、頸(けい)動(どう)脈(みやく)は斬られているのだ。

			　大量の血液を床の赤いカーペットの上にこぼし、リッパーはよろけている。

			　すでに致命傷のはずだが、グレインはその姿にどうしようもない「嫌な予感」を感じていた。

			（ここで仕留めないとまずい……！）

			「あー！　もう死ね！　ＫＩＬＬ！」

			〈抜刀〉――――――――。

			　そう呟(つぶや)いたリッパーの身体が、光り輝く。

			　眩(まばゆ)い光が収まると、そこにいたのは全身からさまざまな形状の剣を生やしたリッパーの姿だった。

			　美しい刀身たちは、一つ一つが伝説に匹敵する名剣だと主張している。

			「傷がない……身体を再構築したの？」

			　ティアは魔眼を発動させ、彼女の姿が変わる瞬間を分析していた。

			　グレインたちは知らないが、聖剣たちは神力を多少を持っているだけの〈魔剣〉を言うのが正しい。

			　魔力の剣と言うだけあり、大量の魔力を保有しているのだ。

			　そして〈抜刀〉は人間で言う〈限界突破〉と原理自体は似ている。

			　そのため、ティアの眼には大量の魔力が移動しているのが見えていた。

			　リッパーの魔力が一度乱れ、再構築されていくところを。

			「ころーす！　キル！　合わせてコロシキール！」

			「ッ！　ティア！」

			　その速度は、グレインでも目で追うのがやっとだった。

			　もし、念のため展開していた魔法障壁がなければ、ティアの身体は何本もの剣で貫かれていただろう。

			　しかし、その速度で体当たりをされたときの衝撃は計り知れない。

			　当然ティアのような軽い人間は、耐え切れず吹き飛ばされるしかない。

			「しょ、障壁があるんだぞ……!?」

			　衝撃を殺すためにある障壁が、何の意味もなさなかったことにグレインは驚く。

			　吹き飛ばされたティアは、数メートル後ろの壁に衝突し、周辺の壁を瓦(が)礫(れき)に変えた。

			　その瓦(が)礫(れき)の下敷きになり、動く気配がない。

			　すぐにでも駆け寄りたいグレインであったが、無(む)慈(じ)悲(ひ)な聖剣がそれを許さなかった。

			「もうひとーつ！」

			「くっ！」

			　床を走り回り、四方八方から強襲してくるリッパー。

			　あまりの速度に、もはやグレインは目で追うのではなく、経験と直感からくる予想でなんとか捌(さば)ききっていた。

			（ジリ貧だ……！　何とかしないと）

			「あー！　やだやだ！　キルれないとやだー！」

			「っ！」

			〈剣(けん)森(しん)〉――――――――。

			　リッパーが床に手をつく。

			　すると一瞬の振動のあと、グレインの立つ床から彼女の身体に生えている剣と同じものが飛び出した。

			「下……ッ！」

			　グレインはリッパーから離れるように跳ぶ。

			「キルキルー！」

			　剣はそれを追うように生えていき、グレインを串刺しにするべく迫る。

			　逃げ続けるのが得策ではないと判断した彼は、思い切って駆け出した。

			「追尾されているなら、回り込めばいい！」

			　魔力で強化された足で、リッパーの周りを円を描くように走る。

			　剣は相変わらず追いかけて来ているが、後ろに回りこんだ瞬間、グレインはリッパーに斬りかかった。

			　彼女は床に手をついたままで、迎撃しようとはしない。

			「もらっ――――――――」

			「バーカ！　〈剣山〉！」

			「なっ」

			　リッパーの周囲の床から、剣が飛び出す。

			　とっさに剣を引っ込め急所を庇(かば)ったが、密集した剣をすべて防ぐことは出来ず、グレインの身体はいくつかの剣によって貫かれた。

			　刀身は伸びるのを止めず、グレインを空中に持ち上げる。

			　身動きが取れなくなった彼は、空中で血を吐くことしか出来なかった。

			「がはっ……参ったな、これは」

			「きーる、キール！」

			「くっ……」

			　グレインを貫いている剣を、リッパーが叩く。

			　振動が伝わっていき、満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の彼を苦しめる。

			　急所を守る際に愛剣は弾かれ、もはや武器もない。

			「降りてきてキル！」

			　伸びきった剣が、もとに戻っていく。

			　それは同時にグレインの身体が床に近づくということ。

			　リッパーは、彼の心臓の位置に一本、剣を生やした。

			「心臓、ちょーだい」

			「っ……」

			　彼女は無邪気で狂った笑みを浮かべていた。

			　寒気が這い、グレインの頬を冷や汗が流れる。

			　そして、生えている剣が彼の鎧(よろい)に到達し――――――。

			「そろそろ頼むよ……ティア！」

			「あいあいさー」

			「え!?」

			　リッパーの身体に炎の玉が直撃し、真横に吹き飛ぶ。

			　その隙にグレインは渾(こん)身(しん)の力で自分を拘束している剣を握り壊した。

			　生えている剣に当たらぬよう床に降り立った彼は、すぐさま膝をつき荒い息を整え始める。

			「それ出来るなら最初からすればいいのに」

			「そんな隙はなかったよ……壊すだけでも精一杯さ」

			　歩み寄ってきたティアは彼の手を覗き込む。

			　グレインの手は両方とも血まみれであった。

			　これでは剣を握れるほどの握力は望めない。

			「それで……準備は出来たのかい？」

			「もち、いつでも行ける」

			　ティアはホコリまみれでありながら、頼もしい顔で親指を突き立てた。

			「邪魔しないで！　キル！」

			「残念だけど、もう終わり。私たちは殺されないよ」

			　怒りの表情で睨(にら)みつけてきているリッパーに対し、ティアは相変わらずの無表情で返す。

			　そしてなめらかな動きで手を合わせると、一言呟(つぶや)いた。

			「〈限界突破(リミツトブレイク)〉」

			　ティアの魔力が膨れ上がる。

			　その圧力に押されたリッパーの足が思わず止まった。

			　そして、このとき足を止めてしまったことが――――――――。

			　

			　―――――――彼女の最大の敗因である。

			　

			「魔の境地、〈無限心臓(インフイニテイハート)〉」

			　目に見えるほどの魔力がティアの心臓部から吐き出され、彼女の周りを渦巻く。

			　その魔力量は桁(けた)違(ちが)いという言葉が相応しい。

			　あのセツや冬真の魔力すらも、今の彼女は上回っている。

			「う、うっとおし――！　きる！　キルキル！」

			「どん」

			「わっ」

			　飛びかかろうとしたリッパーの腹に、突然現れたフレイムランスが直撃する。

			「どん、どん」

			「ぎゃ！　いっ！」

			　吹き飛んだ彼女に、追い打ちのアイスランスとサンダーランスが命中した。

			「どん、どん、どん、どん、どん」

			「ぎっ！　ぎゃ！　ぐ！　うっ！　ぐぇ！」

			　まるで連続で大砲の弾を命中させているような光景だった。

			　ティアが指を振る度に、威力特化のランス系魔法が形成され、リッパーを狙い撃つ。

			　その不可解なところは、指を振ったのと同時に着弾しているところだ。

			　本来、魔法は詠(えい)唱(しよう)、または無(む)詠(えい)唱(しよう)で形作り、名称を口にすることで発動させる。

			　つまり、いくつかの工程を踏まなければ、魔法は発動しないのだ。

			　それが彼女の場合、そのすべての工程を無視し、一呼吸で魔法を放っている。

			　まさしく、その姿はまさしく「魔の境地」であった。

			　魔術師の目指すところ、理想形である。

			「何が魔の境地だよ……ただ膨大な魔力を無理やり固めて、属性付けをランダムにして工程を省いてるだけじゃないか。確かにとんでもないことだけど、湧き水のように魔力が湧いてくるから出来ることだよ」

			　今のティアの状態を例えで表現するならば、拳闘士が右の拳を使うか、左の拳を使うか、拳を捻るか、どの角度で叩き込むかを一切考えず、ただ拳を放つということしか考えなくていいという状態が一番近い。

			　勝手に左か右の腕が動き、そのときによって角度と捻りが変わる。

			　ようするに、今のティアはがむしゃらに拳を突き出しているだけなのだ。

			　そこに工程やら思考は関係ない、何も考えず、攻めるのみである。

			「う……痛くなってきた……」

			「そろそろここじゃ狭い。外行こ」

			「やだ！　ここで殺すの！」

			「言うこと聞いて」

			「ぎゃ！」

			　数十個のランス系魔法が出現し、連続でリッパーに襲いかかっていく。

			　直撃する度に後方へ身体を押していき、壁に背をつけても追い打ちを仕掛ける。

			　１００か、２００を越えた頃、ついに魔王城の壁が耐え切れなくなり、リッパーの身体が外へ吹き飛ばされた。

			　空中に投げ出されても、魔法は止まらない。

			　今度は下から救い上げるようにフレイムランスが直撃し、打ち上げられる。

			　何十発ものランスがあとに続き、遥か上空にリッパーは浮かぶはめになった。

			「やだー！　ここやだー！」

			　周りに何もない、この状況が、リッパーの最大の弱点であった。

			　彼女のスタイルだと、障害物や地面がある場所がもっとも得意な地形である。

			　しかしここは空中、地形もへったくれもない。

			「これは私のとっておき。最後にいいもの、見せてあげる」

			　ティアが片手を上げる。

			　そこにはさきほどのガサツな攻撃をしていた彼女の姿はない。

			　繊細で美しい魔法陣が、彼女の視界の先で組み立てられていく。

			　雲の上、青空が広がる上空で。

			「これで終わり。星魔法――――〈流れ星〉」

			　それは突然現れた。

			　雲を打ち払い、真っ直ぐ落下してくるそれは、まさしく隕石。

			　大きさは丸ごと魔王城を押しつぶせるほど……。

			「ひっ――――――――」

			「バイバイ」

			　なすすべなく、リッパーは隕石に衝突する。

			　その石が保有する熱が、彼女の身体を焼く。

			　最初こそ絶叫していたリッパーであったが、その声は次第に小さくなっていき、やがて聞こえなくなった。

			　残ったのは、真っ直ぐ城へと落ちてくる隕石だけである。

			「これ……大丈夫なのか？」

			「大丈夫、消せる」

			　ティアがもう一度手をかざすと、隕石は魔力の塊になり、霧(む)散(さん)して消えた。

			　そうした瞬間に、ティアが崩れ落ちる。

			　グレインが思わず受け止めて顔を覗き込むと、彼女は目を瞑(つぶ)り辛そうに胸を上下させていた。

			「……やっぱりあまり使うものじゃないね、毎回こうなるんだから」

			「もう……マジ無理……」

			「はぁ……全く」

			　グレインは痛む身体にムチを打ち、ティアをおぶって上層階へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　グレインたちがリッパーと戦闘していた頃……魔王城上層では――――。

			「ううむ……リッパーはどうやら負けたようですねぇ……これはめんどくさそうだ」

			「何だ……貴様は……」

			　爆炎、そして黒い煙が漂う細い廊下に、ブラッドとエルカ、そして赤いローブを身にまとった男が立っていた。

			「おっと失礼、私の名前は〈爆炎剣(エクスプロード)〉。人類滅亡の足がかりとして、まずこの強者の根城から爆破させていただきましょう」

			　二本目の予期せぬ聖剣が、彼らに襲いかかる――――。

		

	
		
			　

			86　夜

			　

			　ブラッドは見ていた。

			　彼がその手に持っている剣で斬りつけた壁が、爆発したところを。

			　そしてすぐに考えをまとめた。

			（おそらく……この男には俺たちでは敵わない。少なくともエルカは逃がすべきだ。時間を稼ぐ、そしてティアたちが上がってくるのを待つしかない……！）

			　ブラッドはエルカを背にしてジリジリと後退を始めた。

			　エルカはいまだにオロオロしたままで、戦力から外されるのは仕方ない。

			「おや？　逃走ですか？　いけませんねぇ……少しは堂々と立ち向かってはどうですか？」

			「生憎だが……勝てない勝負に挑むほど、俺たちはマヌケではない」

			「ふむ……まあいいでしょう。私も獲物には少々抵抗していただきたいのでね！」

			「っ！」

			　エクスプロードが床を蹴(け)る。

			　ブラッドはエルカを突き飛ばし、近くの部屋に飛び込ませた。

			「仲間を逃がしましたか！」

			「ぐっ……」

			　振り下ろされた剣を、ブラッドはナイフで受け止める。

			「触りましたね？」

			「っ！　まさか！」

			　爆発――――――。

			　全身を焦がしたブラッドが、床を転がる。

			　とっさに後ろへ跳んだものの、彼の身体は焦げ目だらけになっていた。

			（これはまずい……直撃を受ければ一撃で動けなくなるぞ……）

			　全身の痛みが、そう言っていた。

			　なんとか身を起こしたが、もう機敏に動くことは出来ない。

			「ほら！　その有様ではすぐに終わってしまいますよ！」

			「むぅ……！」

			　ブラッドは床を転がり、何とか剣をかわす。

			　しかし壁に当たった剣が爆発し、再び吹き飛ばされる。

			「はぁ……はぁ……」

			「よくよけましたねぇ……しかし戦いを長く味わいたくとも、クレアシル様の命令は絶対。遊びはほどほどにし、そろそろ殲(せん)滅(めつ)を開始しましょうか」

			「クレアシル……そうか、お前はやつの仲間か」

			「仲間……と言うより子ども？　まあいいでしょう。あなたはここで死にゆくのですか……ら！」

			　再び剣が振られる。

			　しかしその速度はさきほどまでの比でなく、ブラッドはとっさに動くことすら出来なかった。

			　今度こそ直撃、そう思われたが――――――。

			「ねぇあなた、今クレアシルって言った？」

			「……何？」

			　エクスプロードの腕を、横から掴む者がいた。

			　それは今の今まで部屋に篭っており、壁が破壊されたことで外に出てきた少女の腕。

			　クレアシルという神に対し圧倒的な憎悪を抱く少女は、エクスプロードの腕を黒い炎で焼きつくした。

			「っ！　ぎゃぁぁぁぁぁぁ！」

			「うるさい、騒ぐな」

			「がっ――――――――」

			　崩れ落ちた彼の頭を掴み、持ち上げる。

			　その異様な光景に、ブラッドは身体を震わせた。

			「夕陽……貴様どうして」

			「考えがまとまったよ、ブラッド」

			　夕陽の身体から、黒い炎が立ち上る。

			　その眼は暗く沈み、虚ろ。

			　しかし、しっかりと憎悪の光だけは宿していた。

			「ユキくんを殺したのはクレアシル……じゃあ同じ目に遭わせないと……その仲間も、全部全部私が燃やし尽くすの」

			「や、やめてく――――――――」

			「夕日は沈んだの……もう――――――夜の時間だよ」

			〈炎夜〉。

			　黒い炎が、エクスプロードの全身を包み込む。

			　一瞬、絶叫が聞こえるものの、すぐに喉が焼けてしまったのか聞こえなくなる。

			　その炎は、彼の身体を燃やすと同時に、壊していく。

			　やがて炎が収まると、そこには塵も、灰も残っていなかった。

			「全部殺すよ、ユキくん……あなたを傷つけたあのド腐れ女は、最後まで苦しめて殺してあげるからね……」

			　彼女の身体で揺らめく黒い炎は、まるで夜空のように澄んでいて、誰も近づけないほどに恐ろしかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おばちゃん、おかわり」

			「俺もだ」

			「私もいただきたい」

			「ワシもいただくのじゃ！」

			「はいよ！　あんたらよく食うねー」

			　ラクリアの街の中にあるさほど大きくない食堂で、俺たちは飯を食っていた。

			　グルスは宿の一室を借りて閉じ込めてある。

			　ちなみに俺たちのぶんとして他にも二つ部屋を借りた。

			　全部グルスが荷台に積んでいた財宝を換金したものだがな。

			　外道？　聞こえないな。

			「オイ、セツよォ……とりあえず俺たちは明日まではこの街にいねぇといけねぇんだな？」

			「ああ。王が殺されたってのはもう広まってるから、この辺は混乱しまくってる。馬車も一日一本あるかないか。最悪明日も泊まりだな」

			「はぁ……さっさと帰ってゆっくりしてえんだがなぁ」

			「ジオン、クレアシルとやらの存在を忘れたわけではあるまい。さきほど話を聞いたばかりなのだから」

			「ああ！　分かってるっつーの！」

			　ジオンは怒鳴り、皿の肉を強引に口に放り込む。

			　こいつは怒ってるわけじゃない、これが平常運転なんだ。

			「もしかしたら、この街のどこかにも聖剣どもが隠れてるかもしれねぇ。けど全部に構って行ったら命がいくつあっても足りねぇだろう。ここはこの辺りにはいないことを祈って通り過ぎるしかねぇな」

			「そうだな。デザストル様も心配だ。聖剣とはぜひとも手合わせ願いたいが……」

			「勘弁してくれや。今は誰も傷を治せねぇんだからよォ」

			　ジオンの言うことももっともだ。

			　俺に魔力がない以上、ヒーラーはいない。

			　大食いを使えばなんとかなるが、こいつは奥の手だ。

			　そう簡単に使うわけにも行かない。

			「よく分からぬが、この街でやることは特にないのじゃろう？　ならばもう宿に戻ってよいのではないか？　セツ、ワシはもう寝たい」

			「寝坊助が……まあいいや、ってなわけで俺たちは戻るが、お前らは？」

			「俺は街をぶらぶらしてくるわ。せっかく自由に使える金があんだ、豪遊させてもらうぜ」

			「私は少しギルドを見てこようと思う。何か情報があるかもしれぬし、美味(おい)しい依頼があれば肩慣らし程度に受けてくる」

			「そうか、分かった。んじゃ夜また宿でな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　メシ代を払い、俺とストローは宿までの道を歩いていた。

			「なぁ、本当に出来るのか？　神力を宿すなんてよ」

			「分からぬ。ただやる価値があると言うだけじゃ」

			　その答えを聞いて、俺は頭を掻く。

			　何というかこう……ぱっとしないものか。

			　こいつにも結果が分からないのだから仕方ないが、はっきりしないことはやっぱりむず痒(がゆ)い。

			「それより、今からしっかり寝ておけよ？　夜通しの訓練じゃし、ぶっ倒れられても困る」

			「ああ……分かったよ」

			　宿についたのは、それから五分後のことだった。

			　表の大きな両開きの扉を潜ると、中から活発な女の子の声が迎えてくれる。

			「いらっしゃい！　って12号室の人かー。お帰りなさいだったね！」

			「こら！　ちゃんと敬語を使いなさい！　ミラ！」

			「ああ、いいよ。それくらい元気があるほうが女将さんも安心だろうし」

			「そ、そうですか？　お客さんがそうおっしゃるなら……」

			　話がわかるー！　と俺に親指を立てた拳を突きつける女の子は、この宿を経営している夫婦の娘のミラだ。

			　茶髪のツインテールで、身体は小さい。

			　話を聞く限り、十三歳くらいのようだ。

			　そのくせお調子者で、俺たちのような客とも積極的に話す。

			　この宿の名物でもあるようで、この歳で売上に貢献するとは、恐れ入る。

			「他の二人はー？　部屋は違うけど連れなんでしょ？」

			「ああ、街をブラブラしてくるってよ。俺はめんどくせぇから部屋で寝る」

			「知ってるよ私！　そういうのダメ人間って言うの！」

			「うっせ、ほっとけ」

			　今のは割りと効いたぞ、心に。

			　俺はミラの頭に軽くデコピンをぶつけ、自分たちの部屋に続く階段を上がった。

			　後ろでブーブー言ってるみてぇだが、無視。

			「あの娘と関わるときのお前さんは楽しそうじゃの……まさかお前さん……小娘趣味か？」

			「生憎ロリコンじゃねぇよ。ただ……ちょっと似てんだよ、俺の幼(おさな)馴(な)染(じみ)の雰囲気とよ」

			　茶髪で元気いっぱい、それでいて人懐っこい。

			　それくらいしか一致するものがないが、何となく似ているんだ。

			「てか部屋に入るまで姿見せんじゃねぇよ。料金取られるだろうが」

			「……けち臭いのぉ」

			　金はあればあるだけいいからな、当然宿代削減のため、ストローには人に認識されない状態でいてもらう。

			「……一応見てくか」

			　自分の部屋に入る前に気が変わり、俺はとなりの部屋のドアを開けた。

			「おう、気分はどうだ？」

			「……最悪だぜ」

			　そこにいるのは縛られたグルス。

			　部屋の柱に繋がれ、鋭利な刃物でもない限りこの部屋から出ることは出来ねぇだろう。

			「まあ魔王に引き渡したら、悪いようにはしないでくれって頼んでやるよ。お前が協力的だったらな」

			「……」

			「じゃあな、また来る」

			　口を噤(つぐ)んでしまったため、俺は部屋を出て、今度こそ自分の部屋に入った。

			　さて、言われた通り夜まで寝ておくか――――――――。

		

	
		
			　

			87　聞こえない悲鳴

			　

			「マスター！　おかわりだァ！　もっと酒持ってこい！」

			「おいおい、魔族の兄ちゃん、ずいぶんイケる口だねぇ」

			「酒にはめっぽうつえぇのよ、俺は」

			　夜、この街でも大きく賑わっている酒場にジオンは顔を出していた。

			　この店を選んだ基準というと、まず酒の種類が多いこと、そして魔族でも獣(じゆう)人(じん)でも何でも受け入れられる客の懐の深さが気に入ったからであった。

			「てか、ここの人間は王が討たれたってのにのんきな連中だなァ……」

			「まあ俺たちじゃどうにもならねぇからな、なるようになるさ」

			「そうそう、しかもここの酒場は冒険者が多いからな、魔物狩って生計を立ててんだからあんまり関係ねぇんだ」

			「なるほどねェ……」

			　慌ただしく市場や移動手段が動く中、ここだけ普段通り、この場においては異様な状態でいられるのは、こういった人間たちが関係しているのだろうと、いつの間にか一緒に飲んでいた客との会話でジオンは思った。

			「それより兄ちゃん、この街に来たの今日なんだろ？　だったら夜道に気をつけな。もしかしたらポックリ逝っちまうかもしれねぇぜ」

			「あ？　ゴーストマンでも出るのか？」

			「そんなもんならとっくに退治されてんよ。俺たちだって他の街の連中よりは優秀って言われてんだ、やられっぱなしにはならねぇさ。問題は、実力も正体も全く不明の殺人鬼がこの街にいるってことだ」

			　男は近くにあったコインを手に取り、ひとつひとつテーブルに置いて行く。

			「ここ数日、早朝に連続して市民の死体が発見されている。中には名の通った同業者たちもいたらしい。パターンは二つ、潰されたやつか、切り刻まれたやつ。どいつもこいつも即死には変わりないらしい」

			「はーん……酷いことするやつもいたもんだ」

			「俺の知り合いの知り合いも一人やられちまったぜ!?　どうなってんだ、ちくしょう！」

			　もう一人の男が酒を飲み干す。

			　事件について話していた男も、顔色がよくない。

			「おいおい、飲みの場で辛気臭くなるような話すんじゃねぇよ」

			「あ、ああ、すまねぇ。別に脅(おど)そうってわけでもねぇんだ、ただお前さんみたいないい飲みっぷりの男がアブねぇ目に遭っちまうってのも胸糞悪くてな……」

			「へっ、俺が危ない目にねぇ……」

			　ジオンは手に持った溢れんばかりの酒を、一気に飲み干した。

			　相当度数の高かった酒のようで、周りの客がどよめく。

			「俺に危機感を覚えさせるやつ？　見てみたいねぇ！　そんなやつがいるならなァ！」

			　客たちの歓声を浴びつつ、ジオンはもう一つのジョッキに手をかけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふむ、通り魔か」

			「ええ、なのであまり遅い時間に街を歩かないでくださいね。酒場やこのギルド近くは夜でも賑やかなので比較的安全ですが、少しでも人気がないところでは事件が起きてますから」

			「忠告感謝する。そもそも私には夜中出歩くという趣味はないからな、そろそろ帰らせてもらおう」

			「はい、お気をつけて！」

			　ギルドの受付嬢に送り出され、ラミナはギルドをあとにする。

			　今日彼女は街の近くで巣を作った大型魔物の討(とう)伐(ばつ)クエストをこなし、数年遊んで暮らせる金を手に入れていた。

			　本来十人以上のパーティを組んで受けるべきクエストであったためか、それなりの疲労感がラミナの身体を包んでいる。

			（これならば今日は快適に眠れそうだな……）

			　夕日が沈みかけ、ほどほどに薄暗い道を宿に向かって歩く。

			　ギルドで聞いた噂の通り魔が出てくればついでに首を取ろうかとも考えていたが、幸か不幸か、彼女の前にそれは現れなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よし、皆寝静まったようじゃの」

			「別に夜中にやらなくてもいいんじゃねぇか？」

			「この作業には相当な集中力がいるんじゃよ……この時間帯なら誰にも邪魔されん」

			「まあ……確かにな」

			「ほれ、さっさとやるぞ！　時間はあればあるほどいい」

			「そりゃそうだ」

			　街が寝静まった頃、俺とストローは部屋のベッドの上で向かい合っていた。

			　ジオンはまだ帰ってきていない。

			　おそらくまだ飲んでるんだろう、あいつは。

			　酔ってるところ見たことねぇもんな……。

			　ラミナは今頃となりの部屋でぐっすりだ。

			　それなりの仕事を受けてきたようだな。

			　肩慣らしってのはなんだったんだろう。

			　グルスも同じ部屋にいるはずだが……まあ関係ないか。

			「では始めるとするかの。ほれ、手を出せ」

			「ああ」

			　俺は素直に片手を差し出した。

			「……すまん、両手じゃ」

			「先言え」

			　結局もう一つの手も差し出した。

			　ストローはそれを自分の手で握ると、目を閉じる。

			「お主も目を瞑(つぶ)れ。今からワシがいいと言うまで、決して集中力を切らすな」

			「おう……」

			「まずワシの神力をお主に流す。今はただそれを感じ取れ」

			「……」

			　魔力も何もなくなった身体に何かが流れ込んでくるのを感じる。

			　いや、待て。これは――――――――。

			「おい、ストロー」

			「……」

			「何も感じねぇ、心がなくなっちまったみたいだ」

			　俺の心、感情が、どんどん冷めていくのを感じる。

			　すでにもう、何もかもがどうでもいい。

			　これは……今まで何回か味わったことがあったな。

			「それでいい。神力は神にしか扱えん。つまり今のお主は擬似的に神になっておるのじゃ。神は感情など持ちあわせておらん、世界を統治するのにそんなもんは必要ないからのう」

			「……」

			「もう考えることすら出来ぬか、一度離すぞ」

			　俺の手からストローの手が離れていく。

			　身体から神力が抜けていくと同時に、俺はだんだんと意識を取り戻した。

			　いや、別に意識はあったんだが、そういう言い方が一番近かったんだ。

			「どうじゃ？　感情をなくした気分は」

			「いい気分じゃねぇな。それよりも、神は感情を持ってねぇって言ったが、お前やクレアシルは持ってるじゃねぇか。どういうことだよ」

			「ああ、ワシらには気が遠くなるほどの時間があったからの。長く生きていれば、感情が芽生えることくらいはある」

			「……ほんとに芽生えんのかよ」

			「なんじゃ？　お主は何千何億よりも長い時間を生きてきたとでも言うのかの？」

			　ストローがニヤニヤしながら聞いてくる。

			　ムカつくが、そう言われてしまうとどうしようもない。

			　だがこのまま行くと、運良く神力を手にしていても感情を失っちまう。

			　それは仕方ねぇにしても嫌だな。

			「安心せい、感情を持って生きているのじゃから、失ったところですぐに元に戻せるさ……確証はないがのう」

			「……」

			「そ、そんなものあとからどうにでもなるのじゃ！　とにかく今はこれを繰り返し、お前の中の神力を目覚めさせるぞ！」

			「お、おう……」

			　再び腕を掴まれ神力を注がれたことで、俺は再び感情を消され、言葉通り無心で神力を受け取り続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はっ……はっ……ざまぁ見やがれ馬鹿どもめ」

			　セツたちが訓練をしている中、グルスは隠し持っていたナイフで縄を切り脱走していた。

			　彼が使ったナイフは王家に代々伝わるもので、王家の者の魔力に反応して形状を変えるものだ。

			　極小にして体内に隠し、必要に応じて取り出していたため、セツたちが気づかなかったのも仕方のないことだろう。

			　ただ、魔力を込めた縄を使用しているからと高を括っていたのは、彼らの落ち度である。

			　王家に伝わるほどの刃物が、市販の縄程度を切れぬわけがない。

			「このまま何とかして王都まで戻らねぇと……せっかくやつらに殺されず命を拾えたんだ、俺で血を絶やすわけにはいかねぇ……！」

			　この街は広い。

			　大通りから少し離れたこの道を行くならば、それなりの時間を取られるだろう。

			　大通りを行けば外まで一直線だが、人に見られる危険性が高い以上この道しかないのだ。

			「朝までには街を抜けられる！　それまで――――」

			「標的発見、殺します」

			「え……」

			　グルスは思わず息を飲んだ。

			　目の前に突然現れたのは、二メートルをゆうに超える大男。

			　あまりのガタイのよさに、グルスを照らしていた月明かりは覆(おお)い隠されてしまった。

			「了解、また一つ、クレアシル様の野望に近づきます」

			「ッ!?」

			　いつの間にか、真後ろにも一人女が立っていた。

			　前の男とは正反対だが、その威圧感は全く変わらない。

			　そんな異様な存在たちに、彼は挟まれてしまっていた。

			「憎き者に神の裁きを――――」

			「や、やめろ！　俺は王族だぞ!?　貴様らは本来近づくことすら」

			「やかましい、人風情が」

			「出来な――――――」

			　大男の鉄(てつ)槌(つい)が下る。

			　強(きよう)靭(じん)な拳が叩きつけられたグルスは、地面に叩きつけられ、何もかもを撒き散らして絶命した。

			　相当な音が響いたはずだが、街の住民は誰ひとりとして気づかない。

			　彼らの周りを渦巻く風が、その音を一切漏らさなかったのだ。

			　だが、視線はそうは行かない。

			「てめぇら何してやがる！」

			「おい！　こいつら噂の通り魔じゃねぇか!?」

			　その場に現れたのは、酒場でジオンと飲んでいた冒険者二人組だった。

			　彼らは大切な街を守るために、準備を整え、本日から深夜の巡回を始めていたのだ。

			　このとき、別の場所を巡回していた冒険者たちもいたが、彼らがこの場に来てしまったのは運が悪いとしか言いようがない。

			「また、憎き者が現れました」

			「次は私が裁きを下しましょう。憎き者に裁きを……」

			「何ブツブツ言ってんだ！　さんざん街を荒らしやがって……！　ぶっ殺してやる！」

			「行くぞ！」

			　二人は剣を抜き、通り魔事件の元凶目掛けて駆け出す。

			「目障りです」

			　しかし、彼らの足は突然切り飛ばされ、宙を舞った。

			　支えのなくなった身体は、地面に倒れ込む。

			「あ、あれ？」

			「ひ、ヒィ！」

			　二人の足から血が吹き出す。

			　そして、次の瞬間には首が飛んでいた。

			　彼らは目を見開き、死んだことにすら気づかない。

			　ただ、彼女は立っていただけである。

			「哀れ……人とはこれほどまでに脆(もろ)いのか」

			「これではあの方の手を煩(わずら)わせるほどではありませんね。現在もっとも〈七聖剣〉に近い身……さらなる憎き者のため、今はこの街に身を隠し続けていただきましょう」

			　二人、いや、二本は夜の街に消える。

			　そして、またどこかで聞こえない悲鳴が響き渡った――――――。

		

	
		
			　

			88　調査

			　

			　俺は人混みをかき分け、内側の惨状を目の当たりにする。

			「グルス……」

			　早朝、騒ぎがあり、俺とラミナは宿を飛び出した。

			　そのときにはもうグルスが逃げ出していることに気づき、嫌な予感とともにこの場にたどり着いた。

			　案の定、そこにあった死体はやつのもの。

			　通り魔の話は道中ラミナから聞いており、やつがどうしてこうなったのかも把(は)握(あく)出来た。

			「私たちとしてはどうでもいい男だったが……下手に時間を共にしただけあって複雑な気分だ」

			「……そうだな。だが……死ぬことはなかったんじゃねぇかなって思う」

			　酷い死に方だった。

			　もう服がなければ誰か分からないくらいに壊されている。

			　大人しくしとけば……きっと普通に暮らすことくらい出来ていたはずだ。

			「む？　あそこにいるのはジオンではないか？」

			　ラミナの指した先には、この場にあったもう二つの死体を眺めているジオンがいた。

			　二人の側に腰を降ろし、動こうとしない。
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			「今までどこにいたんだ、ジオン」

			「朝まで酒場で飲んでた。安心しろ、酔っちゃいねぇよ」

			「……こいつら知り合いだったのか？」

			　ジオンはすぐには答えなかった。

			「……さあ、知り合い……まで行ってたんかな。昨日の晩に一緒に飲んだ仲だ。気のいい連中だっ……俺がついてっていればなァ」

			　口調がおとなしい。

			　その声色には、罪悪感が混じっていた。

			　こいつにも思うところがあったんだろう。

			「なあ、セツ」

			「なんだ？」

			「……俺ァちょっくら犯人探してくるわ。このままじゃ腹の虫が収まんねェもんでよォ……だから出発を待ってくれねぇか？」

			「そりゃ構わねぇけど……今の俺は手伝えても役には立たねぇぞ？」

			　魔力も何にもないからな、探索すらまともにこなせねぇと思う。

			　足だけを使って探せんならとっくに見つかってるだろうしな。

			「お前はいい、なんかやることあるみテェだし。ラミナ、手伝えるか？」

			「……いいだろう。貴様だけではどんな無茶をするか気が気でないからな」

			「さすが相棒だぜ」

			「誰が相棒だ、殺すぞ」

			　ニヒルな笑みを浮かべたジオンは、ラミナを引き連れ人混みの外へと向かって行く。

			　仲間としてはあとを追うべきなんだろうが――――――。

			「てめぇはさっさと目的を果たせよ。てめぇのしでかすことは、いつも何かを変える。俺たちはそれに期待してんだ」

			　あとを追おうとしたが、思わず足を止めてしまった。

			　もうやつらの姿はない。

			「けっ……何が期待だよ」

			　そこまで言われちゃ、応えなきゃならねぇだろうが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「えっと……買い物の内容は、玉ねぎ一個と……じゃがいもと」

			「……」

			　あれ、俺は何でこんなところで買い物してんだろうか……。

			　確か「暇そうだから」とかいう理由でミラに連れだされて、気づいたら市場にいたんだよな。

			「ほら！　セツさんちゃんと持って！」

			「はいはい……」

			　たくさんの食材が入った袋を両手に下げ、ミラのあとをついて行く。

			　この街の市場はそれなりに広い。

			　後に知ったことだが、この街は人間大陸の丁度中心に近い位置にあるらしく、かなり物資が流通している。

			　つまり人の集まりもそれなりに多い。

			　そんな街で殺人ねぇ……普通ならすぐに捕まると思うんだが。

			「はぁ……いっつも大変なんだよねぇ。セツさんがいないときは毎週往復してたし」

			「そりゃ大変だな、これだけで一日終わっちまうんじゃねぇか？」

			「そうなんだよー！　でもお母さんたちのお手伝い楽しいから……」

			　こんないい子を持った女将さんたちは幸せもんだな。

			　俺も将来子どもが出来んなら、こんな子がいい。

			　……俺の周りの女たちを見ていると心配になるが。

			「もう最後の店だから、早く帰ろ！」

			「はいはい……」

			　次に向かった店は、中に魚や肉が並ぶ専門店らしきところだった。

			　見たところ、客も商売人しかいない。

			　ここは飲食店の人間を中心に商売しているようだ。

			「おじさーん」

			「お！　ミラちゃんじゃないか！」

			「注文したお肉取りに来たよ」

			「はいよ！　ここにサインしてな」

			　ミラがカウンターに座っていた初老の男に話しかけた。

			　連れられて俺も近づくと、男は不思議そうに俺を見ている。

			「見ねぇ顔だな、ミラちゃんのコレかい？」

			　男はミラに親指を立てて見せた。

			　おっさんってのはどこでもこうなのか。

			「ち、違うよ！　セツさんとはそんなんじゃないから！　それより早くサインさせて！」

			「はいはい……」

			　何やら期待した反応が見られたのか、男は満足気に笑いながら、いくつか記入欄のある紙をミラに渡した。

			　書かれている内容は、注文していた肉の種類と量。

			　そして空欄になっているのは名前の欄と、おそらく指印を押す場所。

			「もう……からかわないでよ……」

			「すまねぇすまねぇ！　……あれ？　ミラちゃんって左利きだっけか？」

			「え？　そ、そうだけど……」

			「うーん……前まで右手で書いてなかったか？」

			「何言ってんの？　ずっと左手だったじゃん」

			「そっかぁ、気のせいかな」

			　どうでもいいから、さっさと買い物を済ませてくれ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ただいま！」

			「おかえりなさい。セツさんも付き合わせてしまって申し訳ありませんね……お礼と言ってはなんですが、夕食は豪勢にさせていただきますので」

			「別にいいさ。楽しかったし」

			　荷物を渡し、女将さんに受け取らせる。

			「お、重いですね……」

			「ああ、それなりにはな」

			「こんなものを軽々と……セツさんは名の売れた冒険者さんなんですか？」

			「いや、冒険者ではあるが、名は売れてねぇよ。あんまり気にすんな」

			　俺は女将さんに渡した荷物を奪い取り、厨房まで運ぶ。

			「どの辺りに置けばいい？」

			「ほんとに何から何までありがとうございます……ではその辺りに置いていただけると助かります」

			　言われた場所に食材たちを置き、両腕を振るう。

			　厨房を見渡すと、それなりに年季が入ったものが多く、大切に使われていることが分かる。

			　我ながらいい宿を選んだものだ。

			「ああ、お客さん、手伝いを引き受けてくださったそうで……ありがとうございます」

			「別にいいって。暇だったのは本当だし」

			　エプロン姿の親父さんが現れ、食材を的確に分けていく。

			　この人料理も美味(うま)いし愛想もいい。

			　と言うかこの家族が本当に良い人たちなんだ。

			　それにこの規模の宿を三人で切り盛り出来ているっていうのも、この人たちの手際の良さが窺える。

			　ミラもあの歳の割に買い物に滞りがなかった。

			「あんたら本当にすげぇな。この宿選んで正解だったぜ」

			「そう言っていただけるととても嬉しいですよ」

			「また何かあったら手伝う。長居はしねぇが、しばらく力仕事くらいは請け負うぜ」

			「ありがとうございます、ぜひお願いしますね」

			　親父さんの嬉しそうな笑顔を背に、俺は部屋に戻る。

			　中には腹を出して眠りこけてる馬鹿神が一人……。

			「お前はこの宿の人たちを見習え！」

			「いて！　何事じゃ!?」

			　腹をベチンと叩き、起こす。

			　別に起こす意味はなかったが、何かムカついたからな、とりあえずいい気味だ。

			「だらしなく寝てんじゃねぇよ。腹くらい隠せ」

			「何じゃ？　ワシの腹に欲情でもしたか？」

			「だれが子どもっ腹に興奮するか。馬鹿みたいなこと言ってねぇで、さっさと腹かくして寝ろ」

			「むう……本当に母親みたいじゃのう……」

			　そういや神は風邪引くのか？

			　まあいいか、だらしなくなくなれば。

			　俺はもう一つのベッドに入り、夜に向けて意識を沈めていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　特に何事も無く翌日。

			　また死体が見つかったようだが、ジオンたちはどうしているんだろうか？

			　あいつらが一日で解決出来ないとなると、これは本格的に厄(やつ)介(かい)な敵がいることになりそうだ。

			〈聖剣〉どもの可能性をストローに聞くと、可能性自体は高いらしい。

			　ただ気配は感じないようで、確証は持てないそうだ。

			「別にそこまで睡眠を摂る必要もないし……俺も昼間くらいは調査してみるか……」

			「そうは言っても探知するのはワシなんじゃろ……」

			　俺とストローは宿屋の前にいた。

			　なぜこいつまで巻き込んでいるのかというと、〈聖剣〉が犯人だと言う説が一番濃厚だからだ。

			　目撃者が一人もおらず、殺しの方法も独特。

			　人間なら少なくとも魔力を使用しているはずだから、ジオンたちが気づかないわけがない。

			　そうなると、もうやつらが犯人としか考えられない。

			　やつらの気配が分かるのはストローだけだから、どんなに眠かろうが手伝ってもらう。

			「まあいい。ワシとて聖剣どもに好き勝手されるのは許容出来ん。さっさと見つけてへし折ろうぞ」

			「お、乗り気になったか。よし、とりあえず現場周辺から当たるぞ」

			　ひとまず向かった先は、グルスが殺されていた場所。

			　もう綺(き)麗(れい)サッパリ片付けられているが、地面の凹みまでは直っていない。

			「すげぇ力加減だな……人ひとりを的確に潰せるだけの威力で叩いたみてぇだ」

			　地面の凹み方からして、一撃でこうなったんだろう。

			　今の俺が喰らえば戦闘不能だな、きっと。

			「こんなことが出来るやつ知らねぇか？」

			「心当たりはあるが、どれかが分からん。生憎連中の数はそれなりに多くての。これくらいのことは容易(たやす)く出来てしまう」

			「だよな……」

			　一度聖剣と手合わせしているから分かるが、フェリブスでさえ相当な怪力だった。

			　しかしこの場合は、巨大なもので叩き潰した感じなんだよな……怪力うんぬんではなく。

			　いや、そういう面でも、いくつか該当するやつらがいるんだろう。

			　正直ハンマーみたいな聖剣がいても全く不思議じゃない。

			　なんたって冬真のエクスカリバーは大砲になりやがったからな。

			「他の死体は……確か斬り刻まれてたんだっけな。それこそ剣だけに見つけにくそうだ」

			　その後、他の場所に回ってみたが、どの現場でも状況は一緒だった。

			　最新の場所にも行ってみたが、残留している魔力はない。

			　これはいよいよ聖剣の仕業が濃厚になってきたな。

			「また聖剣と戦うことになったら、俺は勝てるか？」

			「分からん。ないとは思うが……〈七聖剣〉がこの街にいれば、まず勝ち目はない。そうじゃなくても、上級の聖剣にだってまず勝てないじゃろう。今のままなら……な」

			「はっ、そりゃそうだ」

			　俺だってまだ何の成長も感じられない。

			　今のままじゃどうしようもないことも分かっている。

			　だから、早いとこ神力を身につけないとな。

			「まあ、最悪でも逃げることができる程度の力が身につけば、長期戦に持ち込めるしのう」

			「長期戦だぁ？　んなもん持ち込んでどうすんだよ」

			「聖剣はお主たち『人』と違い、回復魔法や自己修復機能を持っていない。元はあくまで『物』じゃからな。治すには、もう一度打ち直すしかない。つまり、少しずつ傷をつければいつかは勝てるのじゃ」

			「何だそりゃ……」

			「ワシにもプライドがあるが……世界がかかってくるとなると、どんな手段でも使うべきじゃ。勝つために」

			「……」

			　そうだな、その通りだ。

			　出し惜しみなんてしてられない。

			　聖剣どもはぶちのめす。

			　たとえ、何があろうともな。

			　そして――――――クレアシルも。

		

	
		
			　

			89　戦闘開始

			　

			　あれから、四日ほど経過した。

			　俺とストローのほうの調査は滞り、ジオンたちの行方も知れない。

			　死体が見つかってないってことは生きているんだろうが、どこで何をしているやら……。

			「はぁ……」

			「どうしたの？　セツさん」

			「いや、最近物騒だなって思って」

			「ねー怖いよね。でも私はセツさんがいるし安心かな」

			　時刻は夜、俺とミラは臨時の買い物を済ませて、宿に戻るところだった。

			　俺が付いてきている理由は、言わずもがな護衛である。

			　明日でもよかったんじゃないかと思ったが、どうしても必要な物だったらしい。

			　まあ俺がいれば、最悪こいつだけを逃がすことは出来るし、何とかなるだろう。

			「もし通り魔が現れたら、ちゃんと守ってね？」

			「ああ、命に代えても守るから安心しろ」

			「あ……ありがとう……」

			　顔が赤くなってら、ませたガキだな。

			　ん？　ませたって使い方あってんのか？　まあいいか。

			　と、そんなことを話していると、もう宿は目の前だった。

			「あ、お母さんたち」

			「ん？」

			　よく見ると、宿の前に女将さんと親父さんが立っていた。

			　どうしたのだろうか、こんな時間に。

			「お母さん！　お父さん！」

			　ミラが駆け出す。

			　そのとき、俺は二人の表情に違和感を覚え、彼女の肩を掴み止めた。

			「ん？　どうしたの、セツさん」

			「いや……何とな――――――――」

			「始まる……」

			「く……？」

			　俺の言葉を遮(さえぎ)り、女将さんが何かを呟(つぶや)く。

			　二人はそれっきりピクリとも動かない。

			　そして、彼らの後ろから、月明かりを反射するほどの銀髪を持った背の高い女が姿を現した。
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			　初めは、ただの客かと思った。

			　しかし、羽衣のようなものを纏(まと)い、その恐ろしいほど透き通った眼を見て、俺は確信する。

			　こいつは、聖剣だと。

			「セツ！　そいつらから離れやがれ！」

			「ッ！」

			　俺はどこからともなく投げかけられた声に反応し、ミラを抱えて後ろへ跳んだ。

			　すると、今まで立っていた場所を一陣の風が吹きすさぶ。

			　次の瞬間、俺の前髪が数本宙を舞った。

			「ジオン、助かったぜ」

			「どういたしまして……油断すんじゃねえぞ、こいつら相当やばい」

			　左右の民家の上に、ジオンとラミナが立っている。

			　二人が見つめる先、ミラの両親を見て、俺もはっきりと感じ取った。

			　こいつらも、やっぱり聖剣だ。

			「ほう、なかなかの使い手のようだな。エアロ、クエイク、姿を解放しろ」

			「「は」」

			「……胸糞ワリィ結果だな……こりゃ」

			　銀髪の女が言うと、女将さんの姿が黄緑色の髪を持ち羽衣を纏(まと)った女に変わり、親父さんの姿が茶色い筋肉ダルマへと変貌する。

			　どちらにも二人の面影はなく、全くの別人にしか見えなかった。

			「……私たちは事件の起きた現場の場所を探っていた」

			「そしたらよぉ……事件のほとんどはこの宿屋の周辺で起きてたんだわ。いくつか例外はあったが、基本的にこの宿から一定の距離内に通り魔が現れていた。だからこの辺りを見張っておこうと考えてたんだが……いきなりビンゴだぜ」

			　なるほど、だが信じられねぇな。

			　あんだけいい人だった二人が通り魔？

			　どうしても違和感が消えない。

			「お父さん……？　お母さん……？」

			　それより、一番心配なのはミラだ。

			　あまりにもこれは……残酷すぎる。

			「ああ、その娘の両親はとっくに死んでいるぞ。我々の計画には邪魔だったのでな」

			「あ……ああ……」

			「っ！」

			　とんでもない事実が銀髪の女から告げられる。

			　どういうことだ？

			　こいつらが聖剣だってことは察したが、あんな人間らしい行動が出来るものなのか？

			　何かあるぞ、これは。

			「お父さんが……お母さんが……うっ」

			「ミラ！」

			　崩れ落ちるミラを支える。

			　しかしもう意識はなく、青白い表情を浮かべるばかりだ。

			「ちっ……てめぇら、やっぱり聖剣か？」

			「ほう、驚いたな。私たちの存在を知っているのか。ならば名乗ろう、私は〈鏡魔剣ミラージュ〉。クレアシル様の名の下、お前たち『人』を殲(せん)滅(めつ)する者なり」

			「そうかい……なら、遠慮なくぶっ殺せるな」

			　俺はミラを近くの物陰に隠し、戦闘態勢を取った。

			　黒丸は残念ながら宿屋の中だ。

			　取りに行く暇はない。

			「私と戦うか、よかろう。ならばこの二本を倒してみせよ」

			「ミラージュ様の手を煩(わずら)わせるほどではありません」

			「この愚(おろ)か者に、神の裁きを」

			　ミラの両親だった二人が構える、二体同時か、めんどくせぇ。

			　だが、こっちにも頼れる仲間がいる。

			「おいおい、俺らを無視すんなよなァ」

			「少し、手合わせ願おうか」

			　筋肉ダルマをジオンが、女をラミナが引き受けるべく、立ちふさがる。

			「こいつらは任せろ！」

			「真ん中は任せたぞ」

			「へっ……はいよ！」

			　二人が攻撃を仕掛け、二体の聖剣を左右に分けてくれる。

			　あのまま離れたところで戦う気のようだ。

			　これなら俺はミラージュを相手にするだけでいい。

			「ふん……二手に分けたか。それもよかろう」

			「何余裕ぶっこいてんだ。死ぬぞ？」

			「私が？　ありえないことだ。『人』風情が……粋がるなよ？」

			　やつの威圧感が身体を打つ。

			　神力の訓練をした今なら分かる。

			　こいつはフェリブスやさっきの二体よりも多くの神力を持っている。

			　つまり……今までの敵の中で圧倒的に強い。

			「頼むから、少しは足掻いてみせろ」

			「ああ、手足がもげても、てめぇの首を噛みちぎるくらいには足掻いてやるさ！」

			　俺は迷わず駆け出し、ミラージュに向けて拳を放つ。

			　やつはそれを片手で受け止めると、もう片方の手に出現させた美しい剣で斬りつけてくる。

			　腕を掴まれているため、後ろへ逃げることが出来ない。

			　前までの俺なら、ここでジ・エンドだろう。

			　だが、今の俺は違う。

			「そう簡単には斬らせねぇよ」

			「っ！　……ほう」

			　俺も、片手でそれを受け止めていた。

			　手のひらで止まっている刀身を見て、ミラージュも声を上げる。

			「らぁ！」

			「ぐっ……」

			　両腕は塞がったが、まだ脚がある。

			　俺は飛び上がり、膝をやつの顎に叩き込んだ。

			　普通なら致命傷になりかねないダメージがあるはずだが、聖剣どもは伊達じゃない。

			　腕は緩み逃げ出せたが、よろめきもしなかった。

			「はっ、鉛でも蹴(け)った感触だぜ」

			「少々見誤っていたようだ、貴様、只者ではないな」

			「こう見えて勇者やってたんでね、そこら辺のやつと一緒にすんなよ」

			　もう過去の栄光だけどな。

			　そもそもそんな栄光いらねぇや。

			「おら、そろそろ〈抜刀〉したらどうだ？　じゃねぇと、すぐ死ぬのはお前だぜ」

			「抜刀を知っているのか……いいだろう、見せてやる。貴様はここで完膚なきまでに叩きのめす。今決めた」

			　ミラージュが剣を構える。

			　力の集まり方が尋常じゃない。

			　これは余計なことを言ったかもしれねぇな。

			　でもこれでいい。

			　こいつくらい倒せないと、俺はこの先クレアシルと戦うなんて夢のまた夢だ。

			「〈抜刀〉――――――――――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よくも邪魔をしてくれたな、下等な剣士よ」

			「ほざけ、お前たちが何者かは知らないが、私たちの主の夫に歯を立てようとしたのだ。それなりの覚悟は出来ているのだろうな？」

			　エアロと呼ばれた女型の聖剣と、ラミナが向かい合う。

			　すでにラミナの手は刀に添えられており、いつでも抜くことが出来る完全な臨戦態勢だ。

			「愚(おろ)かな……やはり貴様らはこの〈風魔剣エアロ〉が根絶やしにしてくれる」

			「む？　それは名乗りか？　ならば私も名乗ろう。五大魔将が一人、ラミナ・スフィルだ。貴様が死ぬ数分後まで、しっかりと覚えておいてもらおう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「憎き者よ……相当な死にたがりやのようだ」

			「ア？　俺が死ぬ？　ありえねぇから」

			　別の場所では、ジオンとクエイクと呼ばれていた大男が向かい合っていた。

			　しかし、それなりの緊張感を張り巡らせているクエイクに対し、ジオンは至っていつも通りの飄(ひよう)々(ひよう)な態度を取っている。

			「貴様、俺を舐めているのか？」

			「別に敵を舐めるなんてこたァしねぇよ。俺だってやるときゃそれなりの覚悟を持ってやるさ」

			　ジオンはそれでも笑みを浮かべている。

			　まるで、事がすべて上手く行っている策士のように。

			「ああ、そういや先に名乗っとかねぇと。俺は五大魔将が一人、ジオン・レイズだ」

			「……俺の名は」

			「おっと、お前はいい、名乗らなくて。だって――――――――」

			「っ」

			　クエイクの視界が歪(ゆが)む。

			　いや、眼を回しているのだ。

			　平衡感覚が失われ、立っていることすらままならなくなったクエイクは、思わず膝をつく。

			「――――――――もう、終わってるからな」

		

	
		
			　

			90　どうでもいいだろ

			　

			「なんだこれは……」

			「気づかなかっただろ？　俺はお前らと対面したときにはもう仕込みを済ませておいたんだよ」

			　クエイクの身体はもう動かない。

			　懸命に動かそうとはしているのだが、まるで神経が繋がっていないかのようにピクリともしないのだ。

			「俺の魔法ってのはいわゆる『初見殺し』ってやつでな、初対面のやつにはまず負けねぇ。誰も術中にハマったってことに気づけねぇからだ」

			「く……」

			　クエイクは彼の言葉を信じる他なかった。

			　本来の力を解き放つ〈抜刀〉ですら、今のクエイクの身体は反応しない。

			「俺の術は幻術……って思われがちだが、実際のところ違う。正確に言えば、それだけじゃねぇんだわ」

			　ジオンが手を突き出し、指をクイッと上げる。

			　すると、動かないクエイクの身体がなめらかに立ち上がった。

			「なに……？」

			「暗示や催眠、単純なやつなら洗脳すら出来る。今のお前にかかっているのは、暗示だ。自分の意思では動けないって暗示。おもしれぇだろ？」

			　ジオンが手を下ろす。

			　するとクエイクは力が抜けたように地面に倒れ込んだ。

			　そして再び動かなくなる。

			「ぐ……ぬおぉ……」

			「足掻いても無駄だっつーの。暗示はお前の内面にあるもんだ、一度かかっちまえばもうオシマイ」

			　どうしても気持ち悪い感覚であった。

			　首から下に身体があることは分かる。

			　しかし自分のものではないかのごとく、動かない。

			「さて、こっからさらに面白くなるぜ」

			「な、何をする気だ……」

			　ジオンは一本のナイフを取り出す。

			　そしてクエイクの身体に腰を下ろし、そのナイフを突き立てた。

			「……！」

			「ほら、痛みがねぇだろ？　てめぇの痛覚にはちょっと眠っておいてもらったぜ。まあ、それだけなんだが」

			　ナイフが抜かれるが、クエイクはまったく痛みを感じなかった。

			　感じたのは気持ちの悪い異物感である。

			「んで、本題はこっからなんだが……何でお前を殺さずに遊んでいるんだと思う？」

			「な、何が言いたいのだ……」

			「簡単な話、お前にはこれから自分たちのことについて何もかも喋(しやべ)ってもらおうと思ってな。分かるだろ？　情報が欲しいんだよ」

			　ジオンはクエイクの首にナイフを突きつける。

			　その表情は、見た目と相まって悪魔のようであった。

			「ぐ……貴様なんぞに誰が喋(しやべ)るものか！」

			「ああ、いいよそういうのは。お前はどうせ全部喋(しやべ)るんだ。意思とは関係なくな」

			　クエイクはすぐに口を紡(つむ)ぐ。

			　しかし、次の瞬間には大きく開いていた。

			　それを閉じることはもう出来ない。

			「てめぇらのやったことは俺の堪忍袋の緒を切ったんだよ。楽に死ねると思ってんじゃねぇぞ筋肉ダルマァ……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「居合の一、〈牙〉！」

			「そのような太刀で私を斬るというのか！　足りぬぞ！」

			　身体を横に倒しながら、横に斬るのではなく縦に斬りつける居合い斬り。

			「待ち」ではなく「攻め」の居合技であるこれは、重力をも乗せたその攻撃的な姿勢と真上から食らいつく形から、牙と呼ばれている。

			　だが、エアロは出現させた己の剣で、それを軽々受け止めた。

			「そのような軽い武器では、私を跪かせることも出来ない……さあ、今度はこちらの番だ」

			「何！」

			　エアロがラミナを押し返し、剣を薙ぐ。

			　彼女の能力である風が、それに反応して吹き荒れた。

			「ぐっ！」

			　それはラミナの身体を吹き飛ばし、ついでとばかりに切り傷をつける。

			「頑丈ではあるようだな。でなければ今の一撃で終わっていたぞ」

			「……」

			　彼女の全身から血が流れる。

			　幸い傷は深くなく、致命傷は一つもない。

			　ただ現在進行形で失っている血液は、決して無視出来るものではなかった。

			「あとどれだけ切り裂けば貴様は死ぬだろうか！」

			「……居合の三」

			　エアロが剣を振り、再び風の刃を放つ。

			　それがラミナの身体に当たる瞬間――――――。

			「〈瞬拍〉」

			「なっ」

			　――――それらはすべて霧(む)散(さん)し、エアロの眼前にラミナが現れた。

			〈瞬拍〉、この技は居合による踏み込みを利用した短距離においての超高速移動技である。

			　これも「待ち」ではなく「攻め」の技であり、居合を警戒し近づいてこない敵に対して、一瞬の拍内で接近し首を刎ねるのだ。

			　だが今回、ラミナはこれを移動のためだけに使った。

			　その理由としては、まず刀を鞘(さや)に納める時間がなかったこと、そして、

			「〈重鉄の太刀〉」

			「がっ――――――」

			　この重い一撃を、やつに叩きこむためである。

			　エアロの身体は真横に吹き飛んだ。

			　何とか剣による防御が間に合ったのにもかかわらず、だ。

			　転がりつつも体勢を立て直した彼女は、自分の腕が痺れていることに気づく。

			　まるで巨大な鉄(てつ)槌(つい)で横殴りにされたようだった。

			〈重鉄の太刀〉は居合ではない通常の剣術。

			　あえて刀の峰で敵の武器を打つことで、武器の破壊、またはそれを持つ腕にダメージを与える技だ。

			　ただしそれは、未熟者の太刀である。

			　ラミナほどになれば、魔力を最大限効率よく伝え、その重さを何十倍にも跳ねあげることが出来る。

			　それは彼女の刀を巨人が使うような大剣かと錯覚させるほどに、桁(けた)外(はず)れな威力を叩き出す。

			「どうだ、想像以上に重いだろう？」

			「くっ……だが、貴様とて無事では済まなかったようだな」

			「……」

			　しかし、この一撃を生み出すためだけに、ラミナの身体の傷は増えていた。

			　あのエアロの暴風の中を突っ切ったのだ。

			　もはや彼女の身体に傷がないところはない。

			「その身体で何が出来る？　もう一度風の刃を受ければ、今度こそ死ぬかもしれんぞ」

			「……たとえ、それで死のうと……」

			　ラミナは刀を納め、姿勢を低くして構える。

			「貴様の首を取れるならばそれでいい。私は任されたのだから」

			「……その心意気は見事。だが、私とて首を渡すわけには行かない」

			　エアロの周りで風が渦巻く。

			　それは、彼女をさらなる段階へと押し上げる前兆。

			「貴様を全力で葬(ほうむ)ろう。――――〈抜刀〉」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミラージュの姿が変わった。

			　銀箔のドレスに身を包み、その周りに無数の巨大な鏡が浮かんでいる。

			　あの鏡はなんだ……？

			　何か、嫌な予感がする。

			「どうした、来ないのか？」

			「へっ……うるせぇ、今行くところだ！」

			　迷っていても仕方がない。

			　あれの正体を探るためにも、こっちから仕掛ける。

			「つぁ！」

			「前向きな姿勢はよし、だがこれは悪手だぞ」

			　俺の突き出した拳と、ミラージュの間に鏡が割り込んでくる。

			　これじゃやつには届かないが、この鏡ごと吹き飛ばしちまえば――――――。

			「鏡は、すべてを写しとる」

			「っ！」

			　殴りつけた鏡には、俺が映っていた。

			　いや、当然なんだが……何だ、この違和感。

			　まるで、鏡の中の俺も殴りつけて来ているような――――。

			「っ！　ぐわっ！」

			　次の瞬間、俺の身体は拳の痛みとともに大きく後ろへ吹き飛ばされた。

			　何だったんだ今のは。

			　鏡を殴った感触じゃなかった。

			　拳と拳をぶつけあった、あの感触が一番近い……ってまさか。

			「おいおい……ありか、そんな能力」

			「気づいたか。そう、私の能力は、鏡に映ったもののすべてを複製する能力だ。鏡を殴れば同じ威力の拳が放たれ、魔法を放てば相殺される。これは私を守る絶対の盾なのだ」

			　名前からして鏡を使うやつだってのは分かっていたが、思ったよりも厄(やつ)介(かい)な能力だ。

			　てか鏡の反応速度が一番の脅(きよう)威(い)なのかもしれない。

			　隙間を突いて仕掛けても、多分すぐ防がれるだろう。

			　未完成だが……もうアレを使うべきか？

			「何を呆然としている。来ないのならばこっちから行くぞ」

			「ッチ！　ちょっとくらい考えさせろや！」

			　鏡が俺を囲うように並ぶ。

			　警戒していると、そこに映っている〈俺〉が、ひとりでに動き始めた。

			　いや、待て待て……何で鏡の中の俺が勝手に動いてるんだよ!?

			「貴様の能力を完(かん)璧(ぺき)に写しとった分身体だ。存分に戦え」

			「ちくしょう……めんどくせぇことしやがって！」

			　無数の俺が鏡から飛び出し、飛びかかってくる。

			　速い。自分で言うのもあれだが、速い。

			　前から来た二体を何とか捌(さば)くと、後ろから殴りつけてきたやつの拳を受け止める。

			　だが、さらに後ろに回りこんできた他の個体に、俺は羽交い締めにされた。

			「クソが！　離せ！」

			　力が拮抗しているせいか、全く外すことが出来ない。

			　ちくしょう、これじゃ――――。

			「がっ！」

			　拘束されている俺を、他の俺が殴りつける。

			　いてぇ。

			　そりゃそうだよな、身体能力は俺と同じなんだから。

			「さて、つまらぬが、そのまま殴り殺されてしまえ。私は貴様に構い続けているわけにも行かないのでな」

			　ミラージュの声が遠くに聞こえる。

			　まずいな、これじゃすぐにリタイアだ。

			「へっ……そうだよな。出し惜しみしてる場合じゃねぇよ」

			　俺は腹に力を込める。

			　そろそろ見せとかないとな、修業の成果ってやつを。

			　俺は一つひとつストローの言葉を思い出す。

			『いいか？　神力は使い方だけならば魔力と大して変わらん』

			　まずは神力を練り上げる。

			『お前の神力はまだ少ない。じゃから、必要な部位に必要なだけ流すのじゃ。もし……それでも倒せない敵がいるというのなら――――』

			　神力を……全身へ。

			『全身に神力をまとわせ、一時の間……神となれ』

			　俺の感情が消えていく。

			　消え去る前に……目的を、ミラージュを倒すことに設定しておく。

			　今はそれだけ守れればいい。

			　やつさえ倒せれば、それでいい。

			「貴様……！　なぜ、神力を扱える!?」

			　ミラージュが驚いている。

			　何をそんな騒いでいるんだ？

			「どうでもいいだろ、そんなこと」

			「はっ」

			　気づくと、俺はミラージュの腹を殴りつけていた。

		

	
		
			　

			91　運がねぇ

			　

			　吹き荒れる突風の中心、エアロはそこに立っていた。

			　緑のドレスを纏(まと)い、その手にはもう剣がない。

			「何だそれは……剣を捨てたのか？」

			「剣を捨てた？　馬鹿を言うな。私の剣は、この風すべてだ」

			　指揮者のように、腕が振られる。

			　それに従うように風が発生し、ラミナを囲い始めた。

			「〈ストームブリンガー〉」

			「まずい！」

			　ラミナが居合い斬りを放つ。

			　最大限まで力が乗った一撃。

			　しかし、もはや壁となった風の本流を、切り裂くことはかなわない。

			「チッ……ダメか」

			「無駄だ。風を斬ることは出来ない」

			「くっ……」

			　徐々に風の壁が迫ってきている。

			　まだ接触していないというのに、すでにラミナの身体には新たな傷が出来始めていた。

			「さあ、その中で朽ち果てるがいい」

			　風の壁は一気に速度を増し、中にいるラミナを巻き込む。

			　哀れ、大量の刃が渦巻いているにも等しい竜巻に、彼女の身体はバラバラになってしまった……と言うことはなく……。

			「やはり上へ逃げたか！」

			「ッ！」

			　ラミナは上へ跳んで脱出していた。

			　竜巻というのは、基本的に真ん中が安置である。

			　もはや縮まったせいで安置とは呼びがたいが、一瞬逃げ出すことが出来るくらいには時間があった。

			　しかし当然、エアロもそれを予想している。

			「はっ！」

			　空中で身動きが取れないラミナに対して、暴風の刃が襲いかかる。

			「〈空歩〉」

			　ラミナはそれに対してエアウォークを唱える。

			　空中を蹴(け)り、真横に逃げた。

			　広範囲に拡散する攻撃のせいで掠(かす)ってはいるが、直撃はしていない。

			　そして、もう一度空中を蹴(け)り、一気にエアロに接近する。

			「居合の二、〈双牙〉！」

			「ぐっ」

			〈双牙〉、速度を一番に考え、確実に当てることを目的とした居合の技。

			　一撃目は通常の居合い斬り、そして二撃目は一度鞘(さや)に戻し、今度は逆側で再びの居合い斬りを放つ。

			　その一連の流れを一呼吸のもとに行えるほど速くすることで、まるで同時に斬りつけられているように感じさせる。

			　本来強く地面を踏み込み、勢いを利用して扱う技だが、ラミナはそれを空中で行った。

			　だというのに、その太刀筋は美しく、力強い。

			　エアロは一瞬見(み)惚(と)れたあと、我に返り初撃を片腕で防ぐ。

			　しかし二撃目に対応する前に、刀は彼女の身体に届いた。

			　エアロの胸の下辺りを浅く斬りつけ、血を流させる。

			　着地し、さらに追い打ちをかけようとしたラミナに対し、エアロは真後ろに跳んで追撃をかわす。

			「まさか、この状態の私が傷をつけられるとはな……」

			　エアロは少なからず動揺していた。

			　本来ならば、さきほどの連携技で倒せているはずだったのだ。

			　しかし結果は見事に避けられ、傷を負うまで攻められている。

			「人」とここまで長く戦ったのは、過去でも覚えがなかった。

			「しかし、貴様の足はもうだめだな」

			「……」

			　ラミナの右足、それは竜巻から抜け出す際と、空歩でかわした際に掠(かす)った風で、見るも無残なほどに傷だらけになっている。

			　左足の傷は少なく、まだ十分動けるだろうが、俊敏な動きはもはや不可能であった。

			「今跪けば、一思いに首を跳ね飛ばしてやる。だがまだ戦う気ならば……楽に死ねるとは思うな」

			　エアロの威圧感は、今までで一番の圧力を発していた。

			　それを正面から受け止めているラミナは、真っ直ぐ眼を逸らさずに、納めた刀に手を伸ばす。

			「私が戦いを投げ出すなどありえん。最後まで付き合ってもらおう」

			「……死にたがりが」

			　ラミナは居合の構えを取り、意識を研ぎ澄ます。

			　余計な力も入っておらず、傷の痛みなど感じさせない立ち振舞であった。

			「苦しみたいならば望み通り！　四肢を一つひとつ切り飛ばし、徐々に身体を刻んでやる！」

			「……」

			　エアロが今までで一番の規模の暴風を放つ。

			　周りの家屋にすら大きな切り傷を付けながら、刃の暴風はラミナに迫った。

			「……居合の終、〈零〉」

			　ラミナは、左足で強く踏み出す。

			　右足で地面を踏んだ瞬間に血が吹き出したが、気にする様子はない。

			　なめらかな動作で抜刀された刀は、白い輝きを持って振りぬかれ、風を斬り、決して刀が届く位置にはいないエアロの胴体を両断した。

			「な……に……？」

			　彼女が認識出来たのは、自分の放った風が斬られ、霧(む)散(さん)したところまでだった。

			　まるで見えなかった斬撃は、周りの家屋などを一切傷つけず、エアロの胴体だけを両断した。

			　死へ落ちていくまでの短い時間、エアロはその技の正体を考え続ける。

			　結局、完全に意識を失うまで、彼女が正体を知ることはなかった。

			「見えなかったようだな、安心した。私はまだこの先も戦える」

			　ラミナが刀を納めるのと、エアロの半身が地面に落ちたタイミングは同時だった。

			「くっ……」

			　刀を納めた次の瞬間、一気に力が抜け、ラミナは地面に崩れ落ちた。

			「血を……失いすぎたな……動けん。ジオンたちは大丈夫だろうか……」

			　万が一のことを考え、ラミナは仰向けに寝転び、体力の回復に努めることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「がっ……はっ」

			「……」

			　崩れ落ちたミラージュの顔を、右足で蹴(け)りこむ。

			「うぐっ」

			　大きくのけぞったところを、胴体に拳を一発、くの字に折れ曲がり顔が突き出たタイミングで、顔面にハイキックを叩き込んだ。

			　ものすごい速度で脇道を飛んで行くミラージュを捕え、地面に押し付けて顔面を殴りつけた。

			「がふっ」

			「……」

			　連打、連打、連打。

			　地面が凹んでいくのにもお構いなしに、俺はひたすら殴打する。

			　するとようやくこいつの鏡の盾と俺のコピー体が追いついてきたから、鏡を殴って割り、コピー体を回し蹴(け)りで蹴(け)り殺す。

			　殺すとその姿は鏡に戻って消える。なるほど。

			「く、くそ」

			「しぶとい」

			「ごふっ」

			　腹を蹴(け)りこんでやると、真っ直ぐ延びた道を抉(えぐ)りながら飛んで行った。

			　そろそろ住民たちが異変に気づいて出てくる頃か、まあいいや、どうでも。

			「はぁ……はぁ……貴様、その力は何だ……」

			「どうでもいいだろ？　そんなこと」

			　俺は一(ひと)蹴(け)りで距離を詰め、ミラージュの頭を持って地面に叩きつけた。

			　クモの巣状にヒビが広がり、俺の手の下からうめき声が漏れる。

			　俺は「それ」を持ち上げると、何度も地面にめり込ませる。

			「……大人しくなったな」

			「……」

			　周りの民家にまでヒビが入り始めた頃、ようやくうめき声が上がらなくなった。

			　死んだか？　気絶してるだけなら止めを刺さねぇと――――――。

			「っ……はぁぁぁぁぁ！」

			「ッ！」

			　突然眼を開けたミラージュが、手のひらを俺に向けて、エネルギーを込め始めた。

			　これは神力か？
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			「させるか」

			「ぐっ……この程度でぇ！」

			「ちっ」

			　もう一度地面に叩きつけるが、手は向けられたままだ。

			　払おうと思ったが、次の瞬間俺の視界は光で染まっていた。

			　上に吹き飛ばされたことで２階建ての民家を突き破り、宙を舞う。

			　上半身がところどころ焦げた。多少の痛みもある。

			　だが、騒ぐほどのことではない。

			「悪あがきか」

			「はぁ……はぁ……」

			　着地し、一(ひと)蹴(け)りで元の場所に戻ってくると、ミラージュが肩で息をしながら俺を睨(にら)んでいた。

			　もうボロボロだ。

			　ストローの話では、聖剣は自己再生が出来ないらしい。

			　つまりこれだけのダメージを負わせれば、実質勝ちだ。

			　それより、この様子ではあと一撃で十分かもしれない。

			「覚悟はいいか？」

			「ふっ……覚悟するのはお前のほうだ」

			「あ？」

			　やつの言葉に疑問を持った次の瞬間、急に全身の力が抜け、俺は地面に膝をついた。

			「……まさか、もうかよ……」

			　頭の中に徐々に感情が戻ってくる。

			　まだ三分も戦っていないのに、神力が尽きてしまった。

			　おかしい、ここ数日の特訓で、十分は持つようになってたのに……。

			「貴様の計算では、もう少し活動時間が長かったんだろう。だが、貴様はまだ神力の使い方がなっていない。あれだけ乱暴に使いまわしていれば、すぐに底を尽くだろうと予想していた。現に後半のダメージはほとんどなかったからな」

			「く……そ……」

			　身体が重い。

			　だが、何とか立たないと。

			　やつだって相当なダメージを負っているはず。

			　今なら……大食いが当たる。

			「来い！　〈大食い〉！」

			　呼びかけに応え、虚空から飛び出した剣の柄を掴んで引き抜く。

			　禍(まが)々(まが)しい刀身が現れ、その口からよだれを垂らした。

			「まだ力を隠し持っていたか」

			「うらぁ！」

			「ふん」

			　大食いを振るが、当たらない。

			　ダメだ、遅すぎる。

			　ミラージュも動きがぎこちないが、俺なんかよりよっぽどマシだ。

			「お返しだ」

			「がっ――――――」

			　腹にミラージュの足がめり込む。

			　気づくと、俺がやつを蹴(け)り飛ばした道を、戻るようにふっ飛ばされていた。

			　ようやく地面に身体がつき、転がり始めて数メートル。

			　気づくと、宿の近くまで戻ってきてしまっていた。

			　どんだけ吹き飛ばされたんだよ、俺……。

			「セツさん！」

			「っ……み、ミラ……？」

			　倒れている俺に、物陰に隠れていたミラが駆け寄ってくる。

			　そうか、眼を覚ましたか。

			　ならさっさと逃げてもらわねぇと……。

			「ミラ、宿の中に黒髪の子どもがいるはずだ。俺の連れだから、とりあえずそいつのところに行って隠れてろ」

			「そんな！　セツさんも行こうよ！」

			　何とか立ち上がった俺の腕を、ミラが引っ張ってくる。

			　けど、俺はそれを振り払って大食いを構えた。

			　前からもうミラージュが迫ってきていたからだ。

			「ふん、しぶといのは貴様も同様だな」

			「……ほざけ」

			　この野郎……傷がもうなくなってやがる。

			　今時の剣は自動再生能力でもついてんのか？

			　にしては服装も……あれ？

			　何か違和感があるぞ？

			『聖剣はお主たち「人」と違い、回復魔法や自己修復機能を持っていない。元はあくまで「物」じゃからな。治すには、もう一度打ち直すしかない』

			「だから……長期戦に持ち込めばいずれ勝てる……」

			　確かにストローはそう言っていた。

			　だから、やつの傷が治るわけがないんだ。

			　いや、まああいつのことだからうっかりはあるかもしれねぇが……。

			「……」

			　少しだけ、最悪の仮定が浮かび上がった。

			　俺は項(うな)垂(だ)れ、腕を下ろす。

			「何だ、諦めたのか。無理もない、神力を使ったのは驚いたが、貴様は『人』の身。我々に勝つことは出来ぬ」

			「セツさん……」

			　後ろのミラが怯(おび)えて震えている。

			　俺は歯を食いしばり、大食いを――――ミラに向かって突き刺した。

			「あ……あれ……？」

			「……やっぱりか」

			　ミラは、その手に俺たちの顔が映るほどに美しい刀身のナイフを持っていた。

			　そのナイフは、俺の背中に刺さる寸前で止まっている。

			　俺は後ろ向きのまま大食いを抜き、前方のミラージュを確認した。

			「まさか、その身体が分身だったとはな」

			　ミラージュの身体にヒビが入り、鏡の割れる音とともに崩れ落ちた。

			　そこまでして俺はちゃんと振り返り、改めてミラこと鏡魔剣ミラージュを見下ろす。

			　傷口を押さえて仰向けで倒れているこいつは、紛れもなく宿屋の娘のミラだった。

			「なんで……分かったの？」

			「聖剣どもは付けられた傷が治らないって聞いてたからな。無傷で現れたところに、まず違和感を覚えた。そして……両親が偽者だったのに、娘だけ本物ってのもおかしいと思ったんだ」

			　両親があの二本の聖剣たちであったならば、当然夜は通り魔として外出しているはず。

			　そこまで毎日外出しているのであれば、さすがに娘も気づくはずだ。

			　そして二本は、そんな娘を邪魔と思うだろう。

			　いや、たとえ気づいていなくても、邪魔とは思うはずだ。

			　一人でも疑いをかけられれば、万が一がある。

			　だから疑われても困るため、まず殺す。

			　通り魔の仕業にすれば、すべて済むことだからな。

			　けど、ミラは生きていた。

			　そうなると、考えられる可能性は二つ。

			　疑われてもいいと放置した可能性。

			　それと……何者かが入れ替わった可能性。

			「お前の能力、便利だよな。その気になれば、容姿や実力、なんでもコピー出来る。あの二本の変装も、お前がやったんだろ？」

			「……そうだよ」

			　こいつの能力があれば、性格と容姿を自分に写しとってそっくりになることも可能。

			　なら一番可能性が高いのは、入れ替わりだ。

			「正直、ここまではまだ勘だった。最後の決め手は……市場で買い物してたとき、カウンターのおっさんが、ミラに対して『左利きだったか？』って聞いていたところだ。多分ミラの身体を『写しとった』から、利き腕も逆になってたんじゃねぇかと思ってよ」

			　書かれた文字も少しぎこちなかった。

			　おそらく、文字も鏡写しに書いてしまうのだろう。

			「もし……それでも私が本物だったら？」

			「そんときは生き返らせればいい話だからな。大食いにはそういう力もある」

			　あのまま分身と戦っていれば、俺は負けていただろう。

			　だから、こいつの敗因は、止めを自分自身で与えようと思ってしまったことだ。

			　確かにそれなら確実に俺を仕留められるからな。

			　俺が、ミラの正体に気づいていなければだが。

			「運がねぇな、お前」

		

	
		
			　

			92　勝った気がしねぇ

			　

			「おいおい暴れすぎだろうがよ……」

			　ジオンは大きく穴が空いてしまっている民家を見て呆れた声を出す。

			　中の住民には怪(け)我(が)どころか、目を覚ます気配すらない。

			「騒ぎにならないように、この辺りの連中には催眠をかけておいたが……こりゃどのみち夜が明けりゃ大騒ぎだな」

			　この辺りの人間が騒ぎを聞きつけて出てこないのは、ジオンが周辺に魔法で深い睡眠をかけているからである。

			　こうしなければ、今頃騒ぎ出した住民たちに余計な被害者が出ているだろう。

			「っと、さっさとラミナを回収しねぇとな」

			　遠くに見えるラミナの姿を確認し、ジオンは屋根の上を駆け抜ける。

			　チラッと、セツのいるほうを確認したが、もう終わっているようであったため無視をした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はははははっ……負けちゃったなぁ」

			　ミラことミラージュの傷は深い。

			　もしものために大食いで食い尽くさなかったが、深く空いたこの腹の傷では、もうじき命を落とすだろう。

			「……本物の姿は見せねぇのか？」

			「ああ、そうだね……」

			　ミラの身体から鏡が割れた音がして、さっきまで俺が戦っていたミラージュの姿になる。

			　抜刀状態は切れているようで、もう鏡は浮いていない。

			「まさか、〈七聖剣〉に一番近い私が敗北するとはな」

			「……性格やら口調やらも写し取れんのか」

			「当たり前だ。私が貴様に対して顔を赤らめるわけがあるまい」

			　もしかしたら、こいつは俺たちのような感情を持っているかもと思ったが、見当違いだったようだ。

			　聖剣とは……分かり合えない。

			　根本的に、こいつらは俺たち人間を殲(せん)滅(めつ)対象としか見ていない。

			　仕方ないだろう。

			　こいつらに命令を出しているのは、神なんだから。

			「くくく……」

			「あ？　何かおかしいことでもあるか？」

			　ミラージュは口から血を流しながら笑う。

			　その笑い声は、なぜか勝ち誇っているようですらあった。

			「いや、見事に時間稼ぎしてくれたと思ってな……おかげで、完成したぞ」

			「ッ！」

			　こいつの視線の先、そこには空が広がっているはずだった。

			　何かが、この街の上に浮いている。

			　よく見れば、それはこの街の姿だった。

			　つまり――――――。

			「巨大な……鏡……!?」

			「はははは！　ようやく完成したぞ！」

			　空に浮かぶ鏡……映っているのはこの街……。

			　街……？　もし、質量をコピーした鏡を真上から落とされたら？

			「まさかてめぇ……！」

			「この規模の鏡を用意するのは骨が折れたぞ。エアロとクエイクに使命を任せたというのにこの手間……だが、これでこの街の人間は終わりだ……貴様らもろともな！」

			「っ……！」

			　まずい。

			　あんなものを落とされたら、大食いでも食いきれない。

			「街一個落とすってか!?　冗談じゃねぇぞ！」

			　規模が違いすぎる。

			　完全に油断していた。

			　こいつ、何てことしやがる。

			「これを作るために何日かけたと思っているんだ……一人でも多くの人間を道連れに出来ねば、死んでも死に切れん」

			「大人しく死んどけよ！」

			　どうする？

			　このままじゃ確実にバッドエンドだ。

			　もう一度神力を使うか……いや、使ったところで街一個は壊せない。

			「ここで……終わりかよ」

			　こんなもん俺だって死ぬ。

			　ダメだ、崩れ落ちそうだ。

			「おいおい、なんじゃそのマヌケ面は。全く笑えぬぞ」

			「……お前」

			　気が遠くなっていく寸前で、知ってる声に呼び止められる。

			　後ろに立っていたのは、今まで隠れていたストローだった。

			　その表情はいつも通りで、この絶望的な状況を全く気にも留めていない。

			「よくもまあ面倒くさいことをしてくれたのう、鏡」

			「で、デストロイア……様」

			　ストローがミラージュを睨(にら)みつけると、やつは怯(おび)えたように身体を震わせる。

			　忘れがちだが、こいつだって神なんだよな。

			　……俺なんかよりも、よっぽど上の。

			　やりきれない気持ちがこみ上げてきて、俺は拳を握りしめた。

			「い、今更貴様が出てきたところで！　この街は終わる！　さあ！　始まるぞ！」

			「ッ！」

			　巨大な鏡から、この街の家屋、道、大地が現れる。

			　その質量に伴い、ゆっくりと「街」が落ちてきた。

			「ちくしょう！　こうなったら命全部使ってでも――――」

			「やめい、馬鹿者。そんなことする必要はないわ」

			「あ？」

			　ストローが、手を空にかざしていた。

		

	
		
			[image: p206.jpg]
		

	
		
			「ミラージュの鏡から出現したものは、こやつの制御下から離れれば消滅する。だから、こうすれば即解決じゃ」

			　その手を軽く振るうと、空中で何かがパリンと言う音を立てた。

			　次の瞬間、ミラージュの顔が絶望で染まる。

			「そんな……私の……鏡が……」

			「お主と鏡の『繋がり』を壊した。もうお主の意思は届かんよ」

			　半分ほど鏡から抜けだしていた街が、消えていく。

			　破片の一つもなく、やがて鏡ごと消滅し、その上にあった星空が姿を現した。

			「お主が映しだしたものを手放せるようにするには、鏡から完全に追い出さなければならない。ならばその前に能力の根本を壊せば……あら不思議、能力はキャンセルされるのじゃ」

			「そんな……」

			「知らなかったじゃろ、自分にそんな弱点があるなんて」

			　唖(あ)然(ぜん)としているミラージュに、ストローが歩み寄っていく。

			「当然じゃ。その弱点はワシがいつでもお主ら聖剣を止めることが出来るように、クレアシルに気づかれぬよう設定したのじゃからな」

			「せ、設定……？」

			「……どういうことだよ」

			「簡単な話じゃ。こやつら聖剣は、クレアシルとワシで創りあげたものなのじゃよ」

			　聖剣を創ったのがストロー……？

			　ちょっと待て、聞いてねぇぞ。

			「おい！　それならフェリブスのときも今回も弱点言っとけよ！　知ってりゃ苦戦することもなかったじゃねぇか！」

			「……お主やっぱり変なやつじゃの。普通は『お前もクレアシルの仲間だったのかー！』って食いつくところじゃないのか？」

			「んなことはどうでもいいんだよ！　今もやつの味方なら許しておけねぇが、敵になったなら問題ない。それより質問に答えろ！」

			　俺からすりゃ過去はそこまで気にするようなことじゃない。

			　今味方ならとやかく言う必要もないし、それよりもさっさと弱点を言わなかったことについての説明をして欲しい。

			　くだらない理由で俺を苦労させてたなら、それなりのお仕置きをしてやる。

			「ふん……まあ、どの弱点もワシじゃなければ突けぬからな……言っても仕方なかろう」

			「ほんとに？」

			「ほ、ほんとだもん！」

			　うーん……頭をグリグリする構えで迫っても本当と言い張るなら、信じても良さそうだ。

			「と、とにかく！　ワシならば聖剣どもを簡単に無効化出来るのじゃ！　フェリブスのときはお主でも勝てると見込み、あえて手は出さんかった」

			「……」

			　まあ、確かに。

			　あのとき俺は一瞬だけ神力を使いこなしてたみたいだし、それの感覚を頼りに今も訓練している。

			　あれがなければ、ミラージュと戦えさえ出来なかったかもしれない。

			　絶対こいつに礼は言わねぇけど。

			「……破壊神よ、なぜ我々の邪魔をする。あなたはかつて……クレアシル様の友ではなかったのか？」

			「友……じゃったよ。だからこそ、ワシはやつの暴走を止めねばならん。一発ぶん殴って、正気に戻してやる」

			　ストローの眼は真剣だった。

			　そこには友を信じて疑わない強い意志が感じられる。

			　今だけはかっこいいぞ、ストロー。

			「……哀れなことだ……クレアシル様は……乱心など……して……ない……あの方は……怒りを……」

			「……」

			「申し訳……ありません……私は……自分の使命を……こなせませんでした……クレアシル……さ……ま」

			　ミラージュの瞳(ひとみ)から光が落ちる。

			　すると全身が光り出し、それが収まると、残っていたのは折れた美しい剣だった。

			「息絶えたか……。どうじゃ、〈七聖剣〉にもっとも近い剣を倒した感想は」

			「……勝った気がしねぇ」

			「じゃろうな」

			　俺は最後の最後でこいつに負けた。

			　ストローがいなければ、俺は今頃ぺしゃんこの死体だっただろう。

			　負けだ。敗北だ。

			「ちくしょう……」

			　こんなにも、悔しいと、力が欲しいと思ったのは初めてかもしれない。

			　俺は血がにじむくらい強く、拳を握りしめた。

		

	
		
			　

			93　息子

			　

			　結局、俺たちは翌朝逃げるように街をあとにした。

			　今頃街は騒ぎになっているだろうな。

			　けど通り魔がいなくなり、平和になったんだから許して欲しい。

			　道中は迷うこともあったが、体力の多さを武器に二日ほどでたどり着いた。

			　そして現在――――――――。

			「……本当に残んのかよ」

			「ああ、俺は今しばらく人間大陸に残る」

			　人間大陸の港街。

			　数週間前、俺とルリがリヴァイアの背に乗って出発した街と同じ街だ。

			「決心は鈍らないようだな」

			「……このままじゃ勝てねぇやつがいるって分かったからな。強くなるために、俺にはまだこの大陸でやるべきことがある」

			「チッ……わーったよ。んじゃ、ちゃんとデザストル様にてめぇの生存は伝えておく」

			「頼む」

			　二人が船に乗り込んでいく。

			　俺もこれに乗って魔族大陸に帰れば、あいつらを安心させることが出来るかもしれない。

			　だが、今の俺があいつらと合流したところで、足手まといだ。

			「情けねぇな……」

			「そう悲観的になるな。相手は神なんじゃから」

			「……」

			　ストローの言うことはもっともなのかもしれない。

			　それでも、最強最強言ってた頃の俺が恥ずかしい。

			　周りにでかい顔してたのも馬鹿みたいだ。

			　まだまだ、俺より強いやつらはちゃんといる。

			「やっぱり、納得いかねぇよな」

			「何がじゃ？」

			「俺が最強じゃないってことがだよ」

			　俺は出港した船に背を向け、歩き出す。

			　今勝てねぇなら、鍛えて出直せばいい。

			　それでも勝てないようなら、勝てるという確信が得られるまでまた鍛えればいい。

			　もう一度、最強になればいい。

			「っしゃ、行くか！」

			「うむ！」

			　目指すは、こいつ、破壊神デストロイアが祀られている〈崩壊の祠〉と呼ばれる場所。

			　そこへ行けば、ある程度ストローの力も戻るらしい。

			　そうなれば、俺の神力の特訓も効率が上がる。

			「待ってろクレアシル……元〈化物〉の力を見せてやるよ」

			　俺は頬を叩き、歩くペースを上げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「傷は大丈夫かよ？　セツの大食いで治してもらえばいいのによ」

			「私の傷程度ではあれの腹は膨れんだろう。それに、いちいち頼っていては私たちが弱くなる」

			「……まあな。俺たちは……ちょっとあいつを頼りすぎてたのかもしれねぇ」

			　海の上のラミナとジオンは、今までセツにどれだけ任せてきていたかを思い出す。

			　自分たち魔族が、どれだけ彼に依存していたかを。

			「思えば、やつはどんなときでも前線に出て戦ってた。俺たちはそれを見て後ろで呆れるだけ、やっぱおかしいよな？」

			「ああ。規格外ではあるが、彼も私たちと同じ『人』。助けなしでは生きられない」

			　ジオンは、海を眺めながらため息を吐く。

			　そのため息には、決意の色も含まれていた。

			「仕方ねぇ。ちょっくら俺も鍛え直すとしようかね」

			「同感だ。久しぶりに山ごもりをしようと思っていた」

			　彼らとしても、強さに愛着がないわけではない。

			　特別な才能などはなかったが、死に物狂いでここまで強くなった。

			　そしてこれからも、強くなるためならばいくらでも狂う。

			　誰も、最強になることを諦めてなどいない。

			「へっ、やる気じゃねぇか！　俺も――――――――」

			「あー、君たちかー。ミラージュを倒したって連中はー」

			「「ッ！」」

			　その声は空からした。

			　二人が見上げた先には、何かがいる。

			　何かと言うのは、彼らには分からない。

			　だが一瞬で理解した。

			　この何かは、自分たちよりも高い次元にいることを。

			「うーん。しょぼいなーこんなんに負けたなら僕たち〈七聖剣〉が弱いみたいじゃん。勘弁して欲しいよねー」

			「っ！　貴様は聖剣――――――――――」

			「はいはいー騒がない騒がないー」

			　パンッと、何かが手を叩く。

			　彼の記憶は、この辺りからおぼろげである。

			　まず一瞬の沈黙。

			　そして爆音と衝撃。

			　押し潰されるように大破する船、投げ出される船員と荷物。

			　荒れ始めた海に投げ出されたジオンとラミナは、飛びかけた意識の中、空中にいる何かをひたすら視界に入れていた。

			「ばいばい」

			　その姿は黒髪の少年で、まだ幼い。

			　だがその貼り付けたような笑顔は、消えゆく彼らの意識の中に、明確な恐怖を植えつけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ、そろそろ退屈だね。そうは思わないかい？　光真くん」

			「……そうですね」

			「やだなー敬語なんて使わなくていいよ。僕に敬意なんて払いたくないだろ？」

			「分かってるならその馴れ馴れしい態度をやめてくれないか」

			　ごめんごめん――――――と言いながら、冬真は笑う。

			　ここは魔王城地下の牢獄。

			　その牢屋の中に、冬真と光真は対面する形で入っていた。

			　魔力を抑制する鉱物が練り込まれた壁に囲まれているため、彼らは上手く魔法が使えない。

			　だがそれ以外の拘束は特になく、冬真に至っては今すぐにでも脱出出来てしまうだろう。

			　それでも、冬真はそれをしない。

			　彼の態度は普段と変わらないように見えるが、精神はボロボロだ。

			　気力がもう、底を尽いている。

			「君も気の毒だね。お仲間が全員いなくなっちゃったんでしょ？」

			「……あんたは本当に何も知らないのか？」

			「ごめんね、何も知らない。僕の直属の部下はガイア含めてみんな死んじゃったし、君のクラスメイトをどうこう出来るやつは一人もいなかった。死んではいない……と思うけどね。攫(さら)われたってのが可能性としては一番高いんじゃないか？」

			「どうして……そう思う？」

			　その問いに、冬真は指を三本立てて答え始めた。

			「まず、痕跡がない。殺されているなら、血痕とか残留魔力とか、殺された証拠が残るはずだよ。それがないってことは、少なくともその場で殺されてはいないと思う」

			　ただクレアシルみたいに、跡形もなく消し飛ばせるような能力者がいなければの話だけど――――――とつけたして、次の話へ行く。

			「次に、目撃証言がない。君のクラスメイトだって決して少人数じゃない。それを一人ひとり始末していたら、ある程度の時間が必要なはずだ。その間、慌ただしい戦争中なら誰かが見かける可能性が高い。でもそんな情報は今の今まで一つも出てこなかった。ここまでくれば、もう攫(さら)われたってことでいいんじゃないかな？」

			「……」

			　冬真の話は的を射ていた。

			　肉片の一つでも落ちていたら話は別だが、そのままの意味で跡形もないのだ。

			　攫(さら)われたという話も、これで納得がいく。というか納得したい。

			　仲間が死んだなんて、誰だって思いたくないものだ。

			「そして最後。これはもう直接的には関係ないんだけど……１つだけ、『異世界人』の身体を欲しがっていた団体を知っている」

			「ッ！」

			　彼が語った内容はこうだった。

			　その団体名は〈テラン商会〉。

			　前に冬真自身も取引をした大手の商会だ。

			　その会長であるテランは現在廃人のような抜け殻になっているが、その商会自体はまだ残っている。

			　最後に彼が知った情報は、その商会の会長がテランではなく、その弟になったと言う話だった。

			　そして、肉親を捕らえた魔族に酷い恨みを抱いていること……。

			「彼らが魔族に復(ふく)讐(しゆう)を考えているなら、お得意の生物兵器開発で戦力強化してくるだろう。その良い実験材料に、君のクラスメイトはなったんだろうね」

			「……ッ！　ふざけるな！」

			　光真はあまりの怒りで鉄格子に頭突きをする。

			　ガンという音とともに彼の額から血が流れ出すが、すぐに治ってしまった。

			「……助けに……行きたい」

			「まだ確証が取れたわけじゃないから早まっちゃダメだよ。それに、今の君だったら確実に負けるね。力を使いこなしていなさすぎ」

			「……」

			　光真は歯を食いしばった。

			　彼の言葉は、その通りすぎだったのだ。

			「だったら……俺を鍛えてくれよ」

			「ん？」

			　光真は拳を床に叩きつけたあと、勢いよく立ち上がる。

			　そして真っ直ぐ冬真を見つめ、そう言った。

			　冬真はしばらく呆然としたあと、一息吐いてから話しだす。

			「はぁ……何でセツ以外の人のためにそんなことしないといけないのかなぁ？」

			「あんただって神を倒したいんじゃないのか!?　恨んでるんだろう!?　それなら俺を強くしてくれれば戦力になれる！　あいつには届かなくても、足を引っ張らなくなる！　どうだこの条件！」

			「……」

			　正直、冬真からすれば、まったくもっていらない話であった。

			　時間を失い、役立たずを一人作り出すだけかとも思っていた。

			　だが、彼の不思議な前向き姿勢は、不思議と嫌いではない。

			（セツも……きっとこいつと同じこと言うんだろうな）

			　冬真は立ち上がって鉄格子の下まで行く。

			　そしてそのまま、鉄格子を持って左右に広げた。

			「よいしょっと……」

			「お、おい……」

			　そのまま牢屋を抜け出し、向かい側の光真の目の前まで行く。

			「まずこれから始めようか、鉄格子を広げて脱出するだけ。簡単だろ？」

			　冬真の目に、ほんの少しだが光が生まれた瞬間であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「〈王拳〉ッ！」

			「がっ――――――」

			「〈転脚〉！」

			「〈飛爪〉！」

			　ロアの拳が、ミネコの足が、シロネコの爪が無骨な大剣を持った男の身体に直撃する。

			　大きく吹き飛ぶ男の先には、獣王という絶望が待ち構えていた。

			「ふんっ！」

			　レグルスは男の頭を鷲掴むと、世界樹の城の床に叩きつける。

			　何かが潰れる音とともに、血しぶきが広がった。

			「はぁ……はぁ……何だってんだこの男……」

			「強かった……です」

			「くっ……」

			　三人は息も絶え絶えで、満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の様子だった。

			　周りには何人もの兵士が転がっており、世界樹からはところどころ火の手が上がっている。

			「聖剣……か」

			　レグルスは、自分の後ろに積み重なっている〈聖剣〉と名乗った連中たちの亡(なき)骸(がら)を眺める。

			　三十体はいるだろうか。

			　これはすべて、この男一人で積み重ねた山である。

			「さすがだな、父ちゃん」

			「いや、いくつか手傷を負った……まだまだだよ」

			　頬や腕についた切り傷を拭(ぬぐ)うと、レグルスは世界樹の城の外へと歩き出す。

			「お、おい！　どこ行くんだ!?」

			「来るべき戦いのために、もう少し鍛えてくる――――――お前たちも来るかい？」

			　ミネコとシロネコは顔を見合わせた。

			　その二人の手を、ロアが掴んで無理やり引っ張り、歩き出す。

			「当然！」

			「……やるです」

			「い、行きます！」

			「……よし！」

			　四人は歩き出す。

			　自らの力で、新たな脅(きよう)威(い)に立ち向かうために。
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			◆　◆　◆

			　

			「ッチ、卵切らしてんな……あとで買いに行かねぇと」

			「……ホーント、あんたって主婦姿似合わないわねー」

			「うるせぇ、こう見えてもベテランだ」

			　黒髪で目つきの悪いエプロン姿の女は、リビングの椅子に座っている桃色の髪の誰もが羨(うらや)むような美女にお茶を出した。

			　桃色の髪の女は一口飲むと、それを置いてホッと息を吐き出す。

			「それより、どうするのよ。あんたの息子、ちょっと面白いことになってるじゃない」

			「ああ、めんどくせぇことにな。あの破壊神にくっついて神力の特訓ねぇ……当分無理だろうな」

			「でしょうね」

			　黒髪の女も席につき、お茶を飲む。

			　豪快に足を組み、湯のみを上から掴むようにして飲む姿は、そこらの男よりも男らしい。

			「条件をクリアしねぇ限り、あいつの神力を塞き止めているダムは決壊しない。このままじゃ、ずっとあの朝露みてぇな神力で戦うハメになる」

			「でもその条件はデストロイアが知ってるんじゃない？」

			「知ってるだろうな……けどこれは賭けだ。早いうちに条件をクリアすると、力を失う可能性すらある。だからって怖がっていれば、あの〈七聖剣〉どもにも敵わねぇってこった」

			　湯のみを再び持ち上げて、飲む。

			　その手が退くと、その下には母の表情があった。

			「ま、余計なことしようとしやがったら殺せばいいし、しばらくは任せてみるか。お前だってあの女はどうすんだ？　真っ黒じゃねぇか」

			「夕陽？　あの子はいいのよ。感情が高ぶれば高ぶるほど力を発揮するからね。今は自分の身を守れるだけ強いから、それでいいの」

			　そう言いながら、美の女神、アフロディーテは微(ほほ)笑(え)む。

			〈死神(デス)〉は、それに興味がなさそうに、もう一口茶を飲んだ。

			「つれないわねー」

			「んなこと言っても、てめぇは自分の娘でもねぇのに恩恵を与えすぎだ。ありゃそのうち化けるぞ？」

			「化ければいいわ。姉さんの大事な子どもだもの……私が与えられるものならいくらでもあげるわ」

			　アフロディーテの表情は、姉を思う妹の顔だった。

			〈神〉である自分たちが子育てや家族のことで躍起になっている姿を見て、改めてデスは笑う。

			「お互い苦労するな」

			「そうね、心配は絶えないわ」

			　二人は顔を見合わせて苦笑する。

			「そうだ、しばらくしたら私たちも行こうと思ってるんだが……」

			「え？　家族総出で？」

			「ああ。旦那も娘もあいつに会いたがってる。それに、もしあいつが〈覚(かく)醒(せい)〉するようなことがあったら……」

			「そうね」

			　デスの表情は、険しいとともに申し訳なさそうであった。

			　親としての立場か、神としての立場かを決めかねている。

			　そう言った心情が読み取れた。

			「ちゃんと決めておきなさいね、セツくんを――――――連れ戻すかどうか」

			「ああ、分かってるっつーの」

			　デスは立ち上がり、何か適当に食べられるものでも作ろうかと再び冷蔵庫を開けて、卵を切らしていたことを思い出した。

			　

			〈『異世界召喚は二度目です』⑤へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　魔王の恋路

			　

			　妾は玉座に深く腰掛け、息を吐いた。

			「どうしたんですか？　デザストル様」

			　偶然側に控えていたリリーが、声をかけてくれる。

			　しまったな、聞かせるつもりはなかったのだが。

			「いや……セツはどうしているのかと思ってな」

			「多分城下街で遊んでいると思いますよ？　というか、昨日そうするって言ってたじゃないですか」

			「そ、そうなのだが……」

			　違う。

			　妾が知りたいのは、そういうことじゃない。

			「違うのだ……妾は、やつが今誰と何をしているかが気になっている」

			　とても心が落ち着かない。

			　本音を言うと、ついて行きたかった。

			　妾の手で、城下街を案内してやりたかった。

			　しかし、妾の立場は王。

			　そう簡単には街に下りられないのが現実。

			　今、セツの近くには誰がいるのだろうか。

			「……デザストル様もすっかり恋する乙女ですね」

			「恋……？　妾が？」

			「セツのことが好きだから、そんなに気になって悶(もん)々(もん)としてるんですよ」

			　恋……妾はセツに惚(ほ)れているのか？

			　そう……なのかもしれない。

			　気づいてみると、自分の気持ちで思い当たる節が多すぎる。

			　やつがエルカやティアと話しているのを見るとハラハラするし、他の女にチヤホヤされているのを見ると少し怒りを覚えた。

			　そうか、これが恋か。

			「リリー……妾はどうすればいい？」

			　恋というものを、妾は初めて経験している。

			　日々戦いのことしか考えることが出来ずにいた妾を、この国を、元の平和な国に戻してくれたセツに、恋をしてしまった。

			　初めてだからこそ、やつに対して妾はどうすればいいか分からない。

			　むぅ、頭がいたい。

			「そんなの簡単ですよ、デザストル様！」

			「何？」

			「夜にセツの部屋に忍び込んで、襲っちゃえばいいんですよ！」

			　襲うだと……？

			「そんなことをすれば、さすがに圧勝してしまうぞ……？」

			「いや、倒してどうするんですか……私の言った襲うというのは、性的に襲うって意味ですよ」

			　性的に？

			　それはつまり――――――。

			「妾とセツが結ばれる……」

			　何だそれは。

			　何だこれは。

			　顔が熱い。

			　いいのか、それはしてもいいのか？

			　……いや、ダメだろう、どう考えても。

			「どうしてそんなことが出来ようか……妾たちは恋仲でもないのだぞ？」

			「だからこそですよ！　既成事実ですよ！　既成事実！」

			「キセージジツ？」

			　なんだ、それは。呪文か？

			「デザストル様の『初めて』を奪ったとあれば、セツといえど責任を取らざるをえないでしょう」

			「な、何を言っているんだ！」

			「そうすれば、無理矢理にでも恋人になれますよ！」

			　な、なるほど……恋人になってからするのではなく、したから恋人になるのか。

			　逆転の発想だった。

			　今までの妾の頭では、到底思いつかなかっただろう。

			「参考になったぞ、リリー。感謝する」

			「いいえ！　デザストル様の初恋ですから！」

			　リリーの意見はかなり参考になった。

			　実行できるかは別として、だが。

			「そうだ……この調子で他の魔将にも話を聞いてみるか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「申し訳ありません、デザストル様……自分はそういうことに疎い身でして……」

			「うむ……ブラッドには酷なことを聞いてしまったな」

			　最初に呼んだのはブラッドだが、正直人選を間違えたと思う。

			　ブラッドは昔から仕事熱心で、恋愛の話など一つとして聞いたことがない。

			　だが、彼に好意を抱いている女たちがいることは知っている。

			　優秀な男だから、当然とも言えるだろう。

			「しかし、経験がないなりに言わせていただきますと、真っ直ぐ気持ちを伝えるのが一番かと思います。下手に複雑なことをするのではなく、正面から堂々と」

			「ふむ……一理ある」

			　何か余計な主張をするのではなく、一言気持ちを伝えれば楽になるだろう。

			　しかし、もし拒否されてしまえば――――――。

			「う～～～～……」

			「本当に珍しいですね、デザストル様がそこまで取り乱すとは……」

			「妾も意外だ……自分が自分でないように感じる」

			　頭を押さえて、玉座にうずくまる。

			　こんな姿、民衆にもセツにも見せられない。

			　いや、セツに見せれば心配したりしてくれるだろうか……？

			「……とりあえず、貴重な意見だった。下がっていいぞ」

			「はっ！」

			　ブラッドを下がらせる。

			　次は――――――。

			　

			「男を落とす方法？　ううむ……胃袋を掴むというのはどうですかな？」

			「胃袋？」

			　次は、しっかりとした経験があるイデスに来てもらった。

			　リリーとイデスには外交を任せることも多く、人と接触することも多い。

			　それなりに多くの助言がもらえるだろう。

			「男っていうのは、女の手料理に惚(ほ)れることだってあるのですよ。この女の料理を毎日食べたいって思わせれば、もう勝利です。男はあなたから離れられなくなる」

			「なるほど！」

			　ふむ、その発想もなかった。

			　セツの料理を食べたことはあっても、妾の料理を食べさせたことはなかったな。

			「やつは何なら喜ぶだろうか……好物の一つでも聞いておけばよかった」

			「なーに、肉を食わせておけば大抵の男は喜びます。セツもその例には漏れないでしょう」

			「そうか！　ならば私自ら狩りをして取ってくるとしよう！」

			「いやいやいや！　デザストル様が取りに行ってどうするんだ！　取り寄せるから！　頼むからここにいてくれ！」

			　止められてしまった。

			　仕方あるまい、肉は他のものに頼んでおくとしよう。

			　

			「男を落とす方法だァ？　んなもん夜中に襲っちまえばいいんっすよ」

			「お前もか」

			　ジオンに聞いた妾が馬鹿だったのかもしれない。

			　こいつがこんな面倒くさい話に真面目に乗ってくれるわけがなかった。

			「だってよォ、デザストル様くらいスタイルがよくて美人なやつに迫られて喜ばない男なんていないぜ？　あんたはそんなに自覚してねェみてぇだけど、美(び)貌(ぼう)ってのも大事な武器だからよ」

			「……ふむ」

			　自分の身体を見下ろしてみる。

			　胸は相当大きい、男もこれが好きと聞く。

			　腰は……大丈夫、ちゃんとくびれている。

			　腹も出ていない、少し太ももに肉が付いているような気がするが……。

			「ああ、太ももの肉はそのままでいいんじゃねェかな？　そういうのが好きな男もいるからよ」

			「ほう」

			　ならばこのままにしておくか。

			　セツが嫌がるようであれば、細くするため鍛錬しよう。

			「あ、そうだ。夜這いでガキが出来たら、ちゃんとすぐに報告してくだせぇ。でっけぇ結婚式を開かねぇといけねぇから」

			「き、気が早いぞ！」

			「くくく……まあ気長に待ってますんで」

			　くそ……散々からかわれてしまった。

			　だが「襲う」と言う選択をした者が二人もいるだと？

			　それが一番いい方法だとでも言うのか……。

			　

			「セツと恋仲になる方法……ううむ、私の経験ではなんとも言えませぬな」

			「そうか……」

			　最後はラミナだ。

			　こやつもそういった経験はないはず。

			　意見が出ないのも仕方ないか。

			「いや、しかし一つだけ聞いたことがあります」

			「おお！　何だ？」

			　ラミナが何かを思い出したようだ。

			　もしかしたら、思わぬ収穫があるかもしれない。

			「男を落とすならば、夜中に襲いかかり、キセージジツを作るといいと」

			「……」

			「襲うとはなかなか物騒ですね。セツとデザストル様が戦えばこの辺りはどうなってしまうのか……それより、キセージジツとはなんです？」

			「いや……お前は知らなくていい」

			　何だというのだ、こいつらは。

			　そうか、そこまで言うのならやってやろう。

			　今夜、セツを襲ってやる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜、すっかり魔王城の中は静まり返り、時折見張りの兵の声と足音が聞こえる程度で、静寂と言っていい状況だった。

			　妾は魔力と気配を極力消し、忍び足でセツの部屋へと向かう。

			　なんだろうか、少し鼓動が速い。

			　期待と不安で張り裂けそうだ。

			　セツは、妾の「初めて」をもらってくれるだろうか……。

			「不安になっては……いけないな」

			　そのためのネグリジェだ。

			　露出も多めにし、黒くて過激なものを選んでいる。

			　選んでくれたのはリリーだが。

			「よし、行くか」

			　頬を叩き、一歩前へ進む。

			　物陰に隠れつつ、ついにセツの部屋の前までたどり着いた。

			　ここからだ。

			　セツに警戒でもされて、斬りつけられたりでもしたらたまらない。

			　最大限注意を払って近づき、やつが動けないように拘束する。

			　そこからは……うん。きっと大丈夫だ。

			　妾は魔王。

			　魔族の王たる妾に、不可能はない。

			　欲しい男は、かならず手に入れてみせる。

			「……」

			　そっと扉を開け、滑りこむように中に入る。

			　ここまで物音は立っていない。

			　少し広めの部屋だ。

			　広すぎるのは落ち着かないと言うやつの要望に答え、もっとも気に入った部屋を選ばせた結果がこの部屋である。

			　寝ている部屋は……この扉か。

			　テーブルやソファが並ぶ部屋の中の、奥にある扉。

			　そこへ素早く移動すると、妾は少しだけ扉を開けて中を確認した。

			　そこにいたのは――――――。

			「おらッ！　さっさと満足して寝ろ！」

			「あん！　いいですぅ！　セツ様もっと叩いてください！」

			　尻(しり)だけを丸出しにしたエルカを、ひたすら叩いているセツだった。

			　かなり尻(しり)が赤くなっているように見えるが、エルカの口からは甘い言葉が漏れるばかり。

			　なんだ……この状況は。

		

	
		
			[image: p238.jpg]
		

	
		
			「さっさと！　寝たいんだよ！　こっちは！　よぉ！」

			「あぁん！」

			　妾はその扉をそっと閉め、来たときと同じように音も気配も出さずに帰る。

			　エルカは寝間着姿だった。

			　もしや、やつも夜這いに行っていたのでは？

			　だとすると、セツが喜ぶことは尻(しり)を叩かせること？

			　潔ではなくケツが欲しいというのか……。

			　考えたことがあまりにくだらなすぎて、妾は思わず近くにあった廊下の柱を殴りつけてしまった。　

			 

			◆　◆　◆

			　

			　翌日。

			　城内の廊下の柱が折れているという騒動があったが、気にしない。妾は知らない。

			「で、昨日の夜はどうでした？」

			「……聞かないでくれ」

			「えぇ……」

			　昨日と同じく玉座に腰掛け、妾はため息をついた。

			　リリーに問われても、上手く答えることが出来ない。

			　あの光景は、正直妾には刺激が強すぎる。

			　喜んでたな……エルカ。

			「成功か失敗かで言いますと？」

			「失敗だ。先客がいたんでな」

			　その先客の話をすると、リリーは顔をしかめて苦笑いした。

			「あの氷の魔剣士にそんな趣味があったとは……人は見かけによりませんね」

			「ああ……そのおかげで、妾は逃げ帰ってしまったよ」

			　完全に二人だけの空間ができていた。

			　どうしようもない、この魔王といえど、あれはどうしようもなかったと思う。

			「しかしセツの出発まではまだ数日あります。チャンスはありますよ！」

			「う、うむ……そうだな」

			　確かに落ち込んでいる場合でもない。

			　チャンスが残っているのであれば、まだ挑戦することは出来る。

			「では、デザストル様もお尻(しり)を出しましょう！」

			「しばくぞ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よっし、今日こそはちゃんと選ぶか」

			「セツ様、また街に行かれるのですか？」

			「ああ。あいつへのプレゼントを見(み)繕(つくろ)っておきてぇからな」

			　俺は鼻歌を歌いながら、今日も城下街に向かう。

			　目的は、デザストルへのプレゼントを選ぶこと。

			　あいつとは、それなりに仲良くなれたと思う。

			　たまに熱い視線を送られているときもあるから、もしかすると「いい感情」の一つくらい抱かれているかもしれない。

			　そして正直、俺もそれなりには惹(ひ)かれている。

			　もっと仲良くなりたいと思っているんだから、確かなことだろう。

			　だからこそ、あいつに似合うものを見つけて、プレゼントして喜ばせたい。

			「うーん……やっぱりこのブローチがいいと思うんだよなぁ」

			　俺がたどり着いたアクセサリー店に置いてある、黒い宝石で装飾されたブローチ。

			　どうにもこれに目を引かれ、俺の足はそこから動かない。

			「値段は……大したことねぇな」

			　値札には、十万ゴールドと書かれている。

			　一般人には大金だが、高ランク冒険者からすれば一仕事でお釣りが来るくらいの値段だ。

			　今の俺なら即決しても問題ない。

			「買っとくか」

			　目を離したときに売れちまったなんてことにならぬよう、俺はその場で購入を選択した。

			　多分、あいつによく似合うはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日のセツはずいぶんと早く帰ってきた。

			　そして今、話があると言い妾の前に立っている。

			　リリーは空気を読むだとか言って出て行ってしまった。

			　どういうことだろうか？

			「おお、わりぃなデザス。ちょっと時間もらっちまってよ」

			「構わん。セツのためならばいくらでも時間は作れる」

			「そう言ってくれんのは嬉しいが、職務放棄はすんなよ？」

			　言われずとも、そんなことはしない。

			　やるべきことは今もこうしてやっている。

			　魔王らしく、玉座に座っていることだ。

			　平和なときの魔王の仕事とはこの程度である。

			「して、何用だ？」

			「そうそう、これをお前にやろうと思ってな」

			　そう言ってセツが取り出したのは、美しい黒い宝石で飾られたブローチ。

			　近くで覗きこんでみると、吸い込まれそうになるほどの魅力に気づいた。

			「これを……妾に？」

			「ああ、受け取ってくれよ」

			「も、もちろんだ」

			　妾が手を伸ばすと、セツは何かを思い出したかのように反応すると、手を引っ込めてしまった。

			「おっと待った！　どうせなら……」

			「……？」

			　セツの手が妾の胸に伸びる。

			　一瞬身構えてしまったが、どうやら用があったのは妾の胸部の服のようだ。

			「これで……よしっと」

			「あ……」

			　セツの手が離れると、そこにはさきほどのブローチが取り付けられていた。

			　赤いドレスの中心で輝くその黒は、身につけている妾自身から見ても、素直に美しいと思える。

			「おー、やっぱり似合うじゃねぇか。俺のセンスも捨てたもんじゃねぇな」

			　そう言ってセツは笑った。

			　心臓の音が速い。

			　何か飾った言葉を言いたかったが、今の妾ではろくに言葉が出てこなかった。

			「……ありがとう」

			「おう」

			　いや、下手に飾れなくてよかったと思う。

			　妾の言いたいことは、十分伝わっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……」

			　妾は壊れてしまったブローチを手のひらに載せ、眺めていた。

			　こうしていたって始まらない。

			　早いうちに修理に出すべきだ。

			　だが……どうにもその気力が湧いてこない。

			「デザストル様……」

			「ブラッドか、何用だ」

			「いえ……いや、言わせていただきます。いつまでそうしているおつもりですか」

			　ブラッドの声は厳しかった。

			　こやつの言う通り、妾はいつまでこうして座り続けているのだろうか。

			　妾は王だ。

			　この世界に数えきれぬ数存在する、魔族たちの王なのだ。

			　ならば下そう、命令を。

			「ブラッド、このブローチを修理に出しておけ」

			「はっ」

			「そして五大魔将と兵をすべて集めろ」

			　憎い連中がいる。

			　妾の愛するものを私欲のために消した連中が。

			　許さない、絶対に。

			「人間国に宣戦布告の準備だ。やつらを――――――根絶やしにする」

			　涙はとうの昔に乾いていた。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　おはこんばんにちは、岸本和葉です。

			　この度は『異世界召(しよう)喚(かん)は二度目です』、略して『異世二度』を購入してくださり、まことにありがとうございます。

			　この巻のお話は、一言で言うならば「繋ぎ」であり、この先にある戦いに向けた準備のお話になります。

			　激しい戦争が終わったのもつかの間、再び始まってしまう戦い。

			　彼らに果たして安息はあるのか？

			　そういった点も、これから書いていきたいと思います。

			　

			　さて、これからの話を改めてしますと、まずは聖剣たちとの戦いになって行くでしょう。

			　ユニークな力を持った聖剣たちは、かなりの曲者たちです。

			　セツとその愉快な仲間たちも、一筋縄では行かなくなってくるでしょう。

			　それにしても聖剣ってかっこいいですよね。

			　というか剣ですね、かっこいいのは。

			　幼少期から、剣というものは身近なものでした。

			　と言うのも、剣道をかじっていたからなのですが、やはり剣には、怖いけれど、魅力があるようです。

			　この章では、恐ろしくも美しい聖剣たちの魅力を、存分に味わっていただければと思っております。

			　

			　最後になりますが、ここまで読んでくださった読者の皆様にもう一度感謝を。

			　そして編集様、素敵な絵を描いてくださった40原さんに感謝を。

			　これからもセツたちの物語を紡(つむ)いでいきますので、ぜひ、またお会いしましょう。

			　ではでは。

			　

			岸本和葉
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